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【１】運命とは、唐突にやってくるもの




　都心にある、ラグジュアリーホテルの最上階。

　大きな窓から東とう京きょうの夜景が一望できるスイートルームのベッドの上で、私は彼の腕に包まれる。

「んっ……あっ、由ゆ岐き、せんせ……」

　名前を呼ぶたびその黒い瞳が私を捉えて、薄い唇でキスをする。

「……美み浜はま」

　耳元で囁くと、彼は私の耳を甘く噛む。そのくすぐったさに、感度の上がった体はビクンと反応し、「んっ」とこらえきれず声が漏れた。

　混じり合う汗で密着する肌。

　優しく抱きしめるたくましい腕。

　深く打ちつける腰。

　それらすべてを感じながら、今この瞬間を夢みたいだと思う。

　六年前のあの日から、片時も忘れたことなんてなかった……ずっと会いたかった人と、こうして体を重ねているなんて。

　運命というものを、信じずにはいられない。

　あの日触れた大きな手が、私の頬をそっと撫でた。その感触がまた、今この瞬間を現実だと教えてくれるのを感じながら、私は自分の手を重ねる。

「……どうした？」

「夢みたいだと思って」

　小さな声で答えた私に、彼は不思議そうに見つめる。

「だって、ずっと会いたかったんです。あの日のあなたが忘れられなくて、消えなくて……ずっと、触れたいって願ってた」

　彼の背中を追いかけ続けたこれまでの日々を思い出すと、再び涙が頬を伝った。

　彼は長い指でそれを拭うと、優しくキスをひとつ落とした。

　このキスや行為にどんな気持ちがこめられているかなんてわからない。だけど、彼にとって意味がないとしても、それでもいい。

「もっと、強く抱きしめて……」

　私の言葉に、彼は繋がったまま抱きしめる腕に力を込める。その腕に応えるように、私も彼の背中に抱きついた。

　明日の朝には醒めてしまうかもしれない。

　だけどこの夜、一瞬だけでもいい。

　この体と心を彼で満たしていたい。彼の心にほんの少しでも自分の存在を刻みつけたい。

　永遠なんて願わないから。今だけで、いい。




＊＊＊＊




　厳しい寒さの冬を越え、三月の暖かな陽気に春の訪れを感じ始めた頃。

　小児科病棟の受付から見える大きな窓の外に並ぶ背の高い木々には、少しずつ桜の花が咲き始めていた。

　今日もいい天気だ、と太陽の眩しさに目を細めていると、

「おぎちゃん、おはよー！」

　病室から出てきた子供たちが一斉に、元気よくこちらへ声をかけてきた。

「おはよう、みんな。今日の体調はどうかな？」

「げんきー！」

「はやくあそびたーい！」

　パジャマ姿で明るく笑う子供たちにつられて笑いながら、一瞬ここが小児科の入院病棟だということを忘れてしまいそうになる。

　ここは、『東とう京きょう国こく際さい中ちゅう央おう病びょう院いん』という、メディアでも名前を見るような名の知れた病院だ。

　東京・銀ぎん座ざからほど近いアクセスのよい立地にあり、外来棟と救急病棟、入院病棟の三つの棟で成り立っている。

　大きな敷地内には、系列の医療大学や看護学校、保健センター、リハビリセンターがあり、さらにはコンビニやカフェまである。まるでひとつの街のような規模感だ。

　その病院の入院病棟の一番奥にある小児科で、私、荻おぎ野の美浜は事務仕事がメインである小児クラークとして働いている。

「はーい、みんなもうすぐ先生来るよ。病室に戻ってー」

　はしゃぐ子供たちの前に、両手をパンパンと叩きながら現れるのは薄ピンク色のユニフォームを着た女性看護師……鏡きょう花かちゃんだ。

　鏡花ちゃんは二十二歳の私よりふたつ年上で、この小児科内で歳としが近いこともあり一番仲の良い仕事仲間だ。

　ハキハキとした鏡花ちゃんの声を合図に、子供たちはササッと病室へ戻っていく。

「ったく、みんな荻が来た途端部屋から出ちゃって……荻は相変わらず子供たちにモテるねぇ」

「モテるっていうか、ただの近所のお姉さんって感覚なだけだと思うよ」

　鏡花ちゃんの言葉に笑いながら答えた。

　彫の深い顔立ちの鏡花ちゃんは、髪をきっちりとひとつにまとめ、すらりとした体にユニフォームがよく似合っている。頼れる看護師のお姉さん、といった風貌だ。

　一方で私は、薄めのメイクにおろしたままの胸までの髪。白いブラウスとピンク色のカーディガン、胸元には子供たちが大好きなキャラクターのアップリケをつけている。

　小児クラーク……つまりは事務仕事を主に行う、看護師でも医師でもない私は、子供たちからすると〝なぜかいつもいる病院のお姉さん〟くらいの感覚なのだと思う。

「そういえば明日だけど、仕事終わったらすぐ身支度して会場向かう形でいいよね？」

「え？　明日？」

　って、なんのことだっけ。

　首を傾げた私に、鏡花ちゃんはムッと眉間にシワを寄せる。

「明日は院内交流パーティーって言ったじゃない！　もう、そのために明日は日勤にしてもらったんだから！」

　ぐっと拳を握り気合いを見せる鏡花ちゃんの横で、私は「そういえばそうだったね」と苦笑いをこぼす。

　年に数回の院内交流パーティー……と言えば聞こえはいいけれど、実際はこの病院で働く医師や看護師、またはその知り合いなどが出会いを求めて集まる、いわゆる婚活パーティーだ。

　看護師側からすれば、普段お目にかかれないような部署のエリート医師などとも会えたりする絶好の出会いの場なのだ。

　けれど、そういったものにあまり関心が薄い私は行くこと自体気乗りしない。

　そもそも恋愛経験も乏しく、付き合ったのも学生時代に一度だけ。その上相手とはすぐ別れてしまったものだからキス以上の経験もない。

「あ、荻ってば『行きたくないなぁ』って思ってるでしょ」

「そこまでは思ってないよ。ただ気乗りしないなぁって」

「同じことじゃない！」

　私の心の内を読むように、鏡花ちゃんは口を尖らせて言う。

「普段会えないような先生とも出会えるチャンスなんだよ!?　今回は院長の息子も来るって噂だし……出会いは自分から掴み取らなきゃ！」

　鏡花ちゃんが気合いを入れるのもそのはず。うちの病院の若い男性医師はイケメンが多いことで有名だ。

　ところが小児科は親しみやすいおじいちゃん先生や女性ドクターが主で、さらには他の科とは離れたところに病棟があるため、出会いや交流はなかなかない。

　そんな理由から鏡花ちゃんはこのチャンスを活かそうとしているのだろうけれど……。

　私はある人の姿を思い浮かべながら、気のない返事をする。その態度から鏡花ちゃんは察したように言う。

「それともまだ想ってるわけ？　前に話してたあの初恋の人のこと」

『初恋の人』。その呼び名に心が微かに揺れた。

「べ、別にそうじゃないけど……」

「ふーん。まぁ、学生時代の初恋なんてただの思い出でしかないもんね」

　ただの思い出……その通りだ。

　わかっているのに、先ほどの自分の否定の言葉とは裏腹に今も胸の中にはひとりの男性の姿が消せずにいる。

「おぎちゃん」

　鏡花ちゃんと話していると、名前を呼ぶ小さな声が聞こえた。

　振り向くとそこには髪をかわいらしくふたつに結んだ六歳の女の子、まりちゃんがいた。

　うさぎの絵柄のパジャマを着た小さなまりちゃんに、私は視線を合わせるように屈んだ。

「まりちゃん。どうしたの？　お部屋戻らないと」

「まりね、今日けんさがあるの。でもママがこれなくてふあんで……。だからいつもの、おまじないやって」

　丸い瞳で不安そうに私を見る。その姿に私はそっと笑って、小さな頭を撫でた。

「『大丈夫』だよ、怖くない。先生も看護師さんも、おぎちゃんもついてるよ」

「ほんと……？」

「本当。勇気が出るおまじないをかけてあげたから、だから頑張ろうね」

　目を見て伝えた言葉に、不安げだった顔はみるみるうちに明るくなり、笑顔で頷き病室へ戻っていった。

　勇気が出て、安心できるおまじない。

　それは『大丈夫』の言葉と頭を撫でるだけの、簡単なもの。

　だけど子供たちに繰り返し行っていたら、いつしか『おぎちゃんのおまじない』として、たびたび頼まれるようになった。

　気の持ちようでしかないけれど、その言葉と手の温もりが不安な心の支えになることを私は知っている。

　だってそれは、私が昔〝彼〟からしてもらったことだから。




　私には初恋の人がいる。

　それは私が十六歳の冬のこと。地元である埼さい玉たまから母とふたりで都内に出かけたある日、信号待ちをしていたところに居眠り運転のトラックが突っ込むという大きな事故に巻き込まれた。

　死傷者が多数出たその事故は、翌日新聞やニュースで大々的に報道されたほどだ。

　私自身は軽傷で大した怪我ではなかったけれど、母は意識不明の重傷に陥り、その時に母が搬送されたのがこの東京国際中央病院だった。

　鳴り響くサイレンの音と、病院内を駆け抜けるストレッチャーの音、様々な人の声。それらを聞きながら、事故のショックと母の容態に対する不安に胸が押しつぶされそうで、私は手術室の前のベンチでただ待つしかできなかった。

　瞼まぶたの裏に焼きつく事故の光景。

　耳に残る、たくさんの人の痛がり苦しむ声。

　母を亡くしてしまうかもしれない不安。

　……怖い。

　震えの止まらない手を膝の上で握りしめながら俯いていると、

『大丈夫か？』

　声をかけてくれたのが、彼だった。

　俯いたままの視界の端に見えた白衣の裾から、彼がこの病院の医師だと察した。

　けれどその時の私に『大丈夫です』なんて気丈に振る舞う余裕もなく、下を向き黙ったまま。

　そんな様子から不安を察してくれたのか、彼は私の頭をポン、と優しく撫でてくれた。

『大丈夫。お母さんは俺たち医者が必ず助ける。だから、信じて待っててくれ』

　そう、芯のある声で言い切ったのだ。

　たったそれだけのことに大きく勇気づけられ、私は安心感から泣き出してしまった。

　幼い子供のように泣きじゃくるあいだも、彼は隣にいてくれた。

『あっ、ユキ先生！　ちょっといいですか？』

『はい、今行きます』

　涙がようやく落ち着いた頃、彼は看護師に呼ばれその場を後にした。

　ハッとして顔を上げた時にはすでに彼の背中は遠くにあり、顔は確認できなかった。

　……ありがとうのひと言すら、言えなかった。

　穏やかな低い声と、白衣を着た黒い髪の後ろ姿。そして看護師が呼んだ『ユキ先生』という名前。それしかわからないけれど、彼の存在は胸の中に大きく残った。

　その後、母は意識を取り戻して容態も安定し、ほどなくして地元の病院に転院となった。そのためそれ以来彼とは会えないままだ。

　だけどどうしても再会したくて、この病院に勤めることを目標にした。そして私が選んだのは看護師ではなくクラークという職種だった。

　その理由は、少しでも早く彼と再会したいという気持ちからだ。

　高校卒業後、医療系の専門学校を出て、運よくこの病院の小児クラークとして就職することができた。

　それから二年。仕事には慣れたけれど、未だに彼の手がかりは掴めていない。

　昔少し話しただけの人を追いかけて就職したなんて下心を知られたくなくて、周囲に堂々と聞きまわることもできないし、この大きな病院で『ユキ』なんて下の名前しかわからない相手を捜すことも難しい。自分で捜せる範囲で医師名簿も確認したけれど、そんな名前の医師はいなかった。

　もしかしたらもう他の病院へ異動してしまったかもしれないと思いながらも、どうしても諦めきれずにいる。

　いつか再会したら、ちゃんと言いたい。

　あの日励ましてくれてありがとう、ずっとあなたのことが忘れられなかった、と。




　翌日。

　仕事を終えた私と鏡花ちゃんの姿は、東京駅からほど近い高級ホテルの前にあった。

　いつもなら、適当な通勤着に身を包み、疲れた顔で帰路につく時間だ。けれど今日は、鏡花ちゃんは白いレースのタイトワンピースに濃いめのメイク。私はシフォンブラウスにフレアスカート、胸まである髪を丁寧に巻いて、とお互いにおしゃれをしている。

「さ、荻行くよ！　いざ戦場へ！」

「戦場って……」

　気合いを入れてずんずんと歩き出す鏡花ちゃんに私も続く。

　そしてやって来たのは、会場となるホテル内のイタリアンレストランだ。広々としたレストランを贅沢にも貸し切って行われる立食パーティーなのだという。

　受付を済ませ中へ入ると、会場内はたくさんの人々でにぎわっていた。

　男女ともにほとんどが面識のない人の中で圧倒されている私の隣で、鏡花ちゃんは早速辺りを見回す。

「じゃ、荻。あとは単独行動で」

「えっ!?　鏡花ちゃん待って……！」

　そう言いながら、足早に人混みの中へと入っていく。そしてすぐ一名の男性に声をかけている。

　鏡花ちゃん、なんてアグレッシブ……。

　私は自分からあんな風に行けるタイプでもないし。軽く食事したら頃合いを見て帰ろうかな。

　そんなことを考えながら、私はドリンクの入ったグラスを手にすると会場内の壁際に立った。

　それにしても本当に知らない人ばっかり。さすが有名病院だ、医師も看護師もその関係者まで含めるとたくさんいる。

　……この中に、〝ユキ先生〟がいたりしないかな。なんて、夢みたいなことを思ってしまう。いや、そもそも彼がまだこの病院にいるのかも、いたとして独身なのかすらもわからないけれど。

　出会えたらきっと、運命だって思えるのに。

「ねぇ、きみ」

　突然声をかけられ、私は顔を上げた。するとそこには明るいグレーのスーツを着た若い男性がひとり立っている。

「どうしたの、ひとり参加？」

「いえ、友人と来たんですけど別行動になっちゃって」

「そうなんだ。かわいいね、看護師さん？　見たことないけど何科？」

「えっと……」

　軽い感じであれこれとたずねられ戸惑う私に、彼は察したように笑う。

「あ、ごめんね。いきなりグイグイいきすぎたよね」

「いえ、すみません。こういう場所あんまり慣れてなくて」

「そうなんだ。よかったら向こうでゆっくり飲もうよ」

　男性はそう言いながら、室内の奥にあるソファ席へ私をうながした。

　頃合いを見て帰ろうと思ったのに……。でもまぁ、少し話すくらいならいいかな。

もしかしたら、ユキ先生に関してなにかわかるかもしれないし。

　そう思い、私は黒い革張りのソファへ腰を下ろす。

「お酒飲める？」

「少しだけなら……でもあんまり得意じゃなくて」

「じゃあ飲みやすいやつ頼んであげるよ」

　言いながら彼は、ウェイターに声をかけると小声でなにかを耳打ちした。

　そして少しすると、グラスがひとつ運ばれてきた。

「はい、どうぞ」

　彼が差し出したそれは、少し大きめのグラスに注がれたまるでミルクティーのような見た目のカクテルだ。

　試しにひと口飲んでみると、チョコミントのような甘くさわやかな味が口の中に広がった。

「美お味いしい……！」

「でしょ。ジュースみたいでグビグビいけちゃうんだよね」

　まるでお酒じゃないみたい。こんなお酒あるんだ、と思わずコーヒーを飲む感覚で飲んでしまう。

「軽く飲めちゃうお酒って、実はいっぱいあるんだよ。せっかくだしいろいろ試してみなよ」

「でも、私そんなにお酒強くなくて……」

「大丈夫、度数弱めでってウェイターに頼むから」

　そう言って彼はにこりと笑ってみせる。

　人のよさそうな笑顔に戸惑いながらも頷くと、彼はまた一杯、ドリンクをウェイターに注文した。

　それから、次から次へとドリンクが運ばれてきた。彼の言う通りどれもジュース感覚で飲める口当たりのいいものばかりで、私は勧められるがままグラスを空にした。

　そして、どれくらいの時間が経っただろうか。

　気付けば頭はボーッとしてふわふわとした気分だ。すっかり酔っ払ってしまっているのが自分でもわかった。

「あれ、酔っ払っちゃった？」

「は、はい……そうみたいです」

「大丈夫？　そうだ、俺の家この近くだから休んでいかない？」

　家に誘うセリフと、そっと膝の上に置かれた手。

　それらからようやく私は危機感を抱いて、首を大きく横に振る。

「いえ、大丈夫です。ひとりで帰れます……」

「無理しないで。フラフラじゃん、そんな状態で帰らせるなんて心配だよ」

　彼は私を丸め込もうとしているのか、強引に肩を抱き寄せる。

　その体を押しのけて拒みたいけれど、酔っ払ってしまっているせいで手に力が入らない。

「本当に大丈夫ですから、離して……」

「そんなこと言わないでよ。ていうかきみも、出会いが欲しくて参加してるんでしょ？　じゃあいいじゃない」

　先ほどまでの優しげな笑顔とは違う、にやっとした笑みで彼は顔を近づける。

「やだっ……！」

　それに対して大きな声をあげた、その時だった。

「おい、なにしてる」

　低く通った声がひとつ、その場に響いた。

　誰……？

　ぼんやりとした目で顔を上げると、そこにいたのは紺色のスーツに身を包んだひとりの男性だった。

　背が高くすらりとしたスタイルと、真っ黒な髪。小さな輪郭の中に高い鼻と小さめの唇がバランスよく並んでいる。

　なにより、目力のあるくっきりとした目が印象的で、ふわふわとした意識の中でも強く視界に飛び込んでくる。

　かっこいい人……。つい一瞬見み惚とれた私の隣では、先ほどまで笑みを見せていた彼が顔を青くしていて、慌てて肩から手を離した。

「ゆ、由岐先生！　いらしてたんですか！」

「あぁ、今来たところだ。それで、なにをしてるんだ？」

　じろ、と見たその圧のある眼差しに、隣の男性は身を竦すくめる。

「お前、付き合ってる彼女と来月結婚するって噂を聞いたが……そんなやつが、こんなところでまさか他の女性を引っかけてるなんてことはないよな？」

「ま、まさか！　ちょっと楽しく飲んでたらこの子が酔っ払っちゃったみたいで！　介抱してただけですよ！」

　声を裏返らせながら言い訳をする男性を横目に、その人は私へ視線を向けた。

　お世辞にも目つきがいいとは言えない少しきつめな眼差しに、酔っ払いながらも体が少し強こわ張ばった。

　すると彼は私へ向かって手を伸ばし、突然お姫様抱っこの形で持ち上げた。

「ひゃっ！」

「ならその介抱は俺が引き継ごう。ホテルに部屋を用意させるから、そこで休むといい」

「えっ、あの……!?」

　突然のことに驚き、足をバタバタとさせもがいてしまう。けれど彼はそれを気に留めず、私のバッグを手に取りその場を後にした。

　そして会場を出ると、近くにいたホテルの従業員に声をかけ、なにかを話してから歩き出す。

　その足でやって来たのは、ホテルの最上階フロアの一番奥にある部屋だった。

　彼がドアを開けると、そこには白い壁に青い絨毯の敷かれた廊下がある。そこを抜けると大きなソファとローテーブルが並び、その奥には窓ガラス越しにテラスが見える。

　ぱっと見でベッドルームが見えないほど広々としたこの部屋が、俗に言うスイートルームであると気付いた。

　ちょっと休むのに使うような部屋じゃないんですけど……！

　これって後で料金請求されたりしないよね？　ていうか私、さっき迂う闊かつにも連れ出されそうになったのに、またもこうして男の人に部屋に連れてこられて大丈夫なのかな。

　お酒で回らない頭で精いっぱいぐるぐると思考をめぐらせる私を、彼は奥のベッドルームの大きなベッドにそっとおろした。

「ここでならゆっくり休めるだろ。気分はどうだ？」

「い、いろんな意味で吐きそうです……」

「それはまずいな。水持ってくる」

　いや、違うんです。こんな高級な部屋に恐れおののいているのと、現状に対する不安からの吐き気なんです。

　そんな真意に気付くことなく、彼はリビングルームからグラスに水を一杯注いで持ってきてくれた。

「ほら、水」

「すみません……ありがとうございます」

　それを受け取りひと口飲むと、冷たい水で喉がすっきりとして気持ちが少し落ち着いた。

「それにしても、随分飲まされたみたいだな」

「飲みやすいからって勧められて、つい」

「飲みやすいからこそ危ないんだ、それくらいは危機意識を持っておくんだな。医者にだって悪い男はいる。次は気を付けろよ」

　厳しい口調で言いながら、彼はぽんぽんと私の頭を軽く撫でた。

　大きな手、優しい力加減……この感覚、どこかで。

　ふと気付いて、先ほど彼が『由岐先生』と呼ばれていたことを思い出す。

「あの、さっき『由岐先生』って……」

「ん？　あぁ、そういえば名乗ってなかったな。俺は外科医の由岐徹てつ也やだ」

　外科医の由岐先生。

　あれ、〝ユキ〟って……もしかして、名前じゃなくて名字だった？

　じゃあひょっとして彼が、あの日私を救ってくれた『ユキ先生』……？

「あの病院に同じくらいの歳の方で、由岐先生って他にいますか？」

「え？　いや、いないと思うけど」

　その言葉に確信を得た瞬間、手の感触や低い声があの日の記憶としっかりと重なった。

　何年経っても忘れるはずがない、この人だ。

　あの日私の心を救い、お母さんのことも助けてくれた。

　ずっと捜してた、『ユキ先生』だ。

　嬉しさから涙がポロポロとこぼれ出してしまった。

「えっ!?　いきなりどうした!?」

　突然泣き出した私に由岐先生は驚きの声をあげる。そして私に視線を合わせるように、目の前に屈んでみせた。

「すみ、ません……まさか本当に会えるとは、思わなくて……」

「え？」

「私、五年くらい前に大きな事故で母があの病院に搬送されて……その時、由岐先生に助けていただいたんです」

　涙で声を詰まらせながら伝えると、由岐先生は少し考えてから口を開く。

「五年前の大きな事故……もしかして、トラックの居眠り事故の？」

「はい」

「あの時は負傷者も多くうちに搬送されてたからな。覚えているのといえば、重体の母親と、高校生くらいの娘さん……」

　一度にたくさんの患者が搬送された事故だ、彼の記憶の中でも印象に残っていたのだろう。

　言いかけたところでその〝高校生くらいの娘〟が私であると気付いたようで、驚きながらも納得したように頷いた。

「由岐先生が励ましてくれて、それがとっても嬉しくて心強くて……それからずっと忘れられなかったんです」

　あの時、あなたが『大丈夫』と言ってくれたから怖くなかった。信じて待てた。

　誰かの言葉と思いやりがここまで心の支えになるのだと知った。

　その嬉しさは今の私に繋がっている。

　だから、この気持ちをずっとあなたに伝えたかった。

　その思いを呟いた私に、由岐先生は少し黙ってから私の左頬に右手を添え、親指でそっと涙を拭う。

「……そこまで思われるほどのことは、してない」

　それは、医者として当然という意味なのだろうか。

　どこか冷めた声で言う彼の手に、私は自分の手を重ねる。

「そんなことないです。私にとっては大切な思い出なんです」

　医者として患者やその家族を励ますのは普通なのかもしれない。

　彼にとってはなんてことないひと言だったのかもしれない。

　だけどそれでも、私にとっては大きな言葉だった。

　あの瞬間から、あなたのことが頭から離れなくなってしまうくらいに。

「あなたに会いたい一心でここまできました。それくらい、ずっと好きだったんです」

　ずっと言いたかった気持ちを、ようやく言葉に表すことができた。

　五年以上も想っていたなんて、気持ち悪がられてしまうかもしれない。これをきっかけに距離を縮めてから気持ちを伝えた方がよかったのかも、とも思う。

　だけど、次があるかなんてわからないから、伝えたい気持ちは今言うべきだ。

　恋愛経験すらもまともにない自分が、こんな風に衝動的に動けるなんて思わなかった。

　お酒の勢いを借りているだけかもしれないし、運命的な再会に気持ちが高ぶってしまっているだけかもしれない。でも、いろんな力を借りてでも伝えたい。

　自分に何度も言い聞かせながら、勇気を出して顔を上げる。すると目の前の彼は一瞬どこか悲しげな顔をしてから微笑んだ。

「……かわいいやつだな、お前は」

「え？」

「純粋すぎて、眩しいよ」

　切なげな声で言った由岐先生に、その言葉の意味を問いかけようとした。けれど彼はそれを遮るようにゆっくりと私の体を抱き寄せた。

　あの日頭を撫でてくれた優しい手が、力強く背中を抱きしめる。

　ドキ、と心臓が跳ねると同時に緊張で肩に力が入ってしまう。

　けれど彼はその緊張を和らげるかのように、私の髪を撫でながら額と額を合わせた。

「そんなかわいいこと言われたら、止まれなくなりそうだ」

　ベッドルームの間接照明の明かりがほんのりと照らす中、彼の目に私の顔が映る。

　それを見つめていると、ゆっくりと顔が近づいてそのまま唇が重ねられた。

　自然と彼のキスを受け入れるうちに、肩の力が抜けていく。

　ずっと好きだった彼に、気持ちを伝えてキスをされたなんて、夢みたい。

　でも夢だとしたら、このまま醒めないでほしい。

　願ううちにベッドの上に押し倒され、彼は私の首筋にキスをしながらブラウスのボタンをひとつずつ外す。

　普段誰にも触れられないところを彼の指先に撫でられて、全身の熱が一気に上昇するのを感じた。

　さっきはあんな勢いで告白して、こうなることをどこかで期待もしていたけれど…いざとなると触れられるだけで、緊張で心臓が破裂しそうだ。

　ドキドキする。少し怖くて、でも止まりたくない。

　様々な感情が入り混じる心を抑えるように、彼のシャツの裾をキュッと握る。

「……そういえば、名前聞いてなかったな」

「美浜、です……荻野、美浜」

「美浜か」

　耳元で彼がボソッと名前を囁くと、低い声がくすぐったくて思わず「んっ」と甘い声が漏れた。

　それを聞いて彼が顔の横で小さく笑うのを感じた。

　一枚ずつ服を脱がされ、露あらわになった肌を彼の視線がなぞる。

　続いて彼も服を脱ぐと、スーツ姿の時はすらりとして見えたその体は、筋肉質でしっかりとしていて、彼をいっそう男性として意識させた。

　つい体を指先で撫でると、由岐先生は私の手を掴みキスをする。

　そしてそこから、腕、鎖骨、胸と唇でなぞるように口づけて愛撫をした。

　次第に部屋には互いの息遣いと、私の声が響き渡る。

「んっ……あっ、由岐、せんせ……」

　名前を呼びながら彼にしがみつくように背中に腕を回す。

　彼はそんな私の頭を優しく抱き寄せながら、激しく腰を打ちつけた。

　ベッドルームから見える、東京を一望できる夜景を背に、長い時間をかけて体を重ね合う。

　熱くなる体は彼を強く求めて、自分にこんな本能があったのだと初めて知った。

「由岐先生……好き、好きです……」

　抱かれながら口にした言葉に彼から返事はなく、代わりに口を塞ぐようにキスされた。

　由岐先生にとってはただの遊びで、たったひと晩だけの都合のいい相手なのかもしれない。

　だけど、それでもいい。

「……美浜」

　今、彼の腕の中で名前を呼ばれている。

　それだけで私は、運命というものを信じずにはいられない。










【２】運命とは、どうにもならないもの




　瞼越しに陽の光を感じて、目を覚ました。

　豪華なシャンデリアがついた見慣れない真っ白な天井と、ハリのあるシーツの質感、ベッドサイドにある五時を指す時計に自宅ではないと気付く。

　あれ、ここどこだっけ……。

　ぼんやりとしながらも昨夜のことを思い出そうとする、けれど、それと同時に体を少し起こしただけで頭痛が走り、起きるのをやめた。

　頭痛い、気持ち悪い……これは完全に二日酔いだ。

　そうだ昨夜、参加したパーティーで男性からお酒を勧められて……それから。

　少しずつ思い出したのは、由岐先生が助けてくれてこの部屋まで連れてきてくれたこと。

　そして五年前の気持ちを伝えて、このベッドでそのまま――。

　そこまで思い出し、ゆっくりと右側へ顔を向ける。

　すると私の隣には長いまつげを伏せぐっすりと眠る黒髪の彼……由岐先生がいた。

「ゆっ……」

　由岐先生!?

　もちろん互いに服は着ていない。その姿がいっそう、昨夜の記憶を事実だと知らせた。

　昨日のことは、夢じゃなかったんだ。

　私、由岐先生と……。

　優しいキスと重なる肌を思い出して、ぼっと顔が熱くなる。

　あの事故の日ぶりに再会した人、とはいえまだ会って二度目の人と寝てしまうなんて。

　これまで人並みより少ないくらいの恋愛経験しか積んでいない自分にとって、とんでもないことだ。

　けれど後悔は微塵もない。

　むしろ、初恋の彼とこうして再会して体を重ねたなんて夢みたいだと思う。

　でも、由岐先生にとってはどうなんだろう。

　行為のあいだ、私が言った『好き』に対して由岐先生からの答えはなかった。

　どんな気持ちで、私を抱いたのか。遊びとか勢いとかだとは思うけれど、ひと晩明けて『なんでこんなやつとしてしまったんだ』と後悔されたらどうしよう……。

　彼の行動の真意を知りたいけれど、下手なことを知ったら立ち直れないかもしれない。

　となればもう、ここは無言で立ち去るのが一番だ。私にとっていい思い出のままにしよう。

　そう決意し、できるだけそっとベッドを下りる。そして音を立てないように早はや々ばやと着替え荷物を手に取ると、駆け足で部屋を後にした。




　それから一度自宅に帰り、お風呂に入り身支度をして……私はいつも通り出勤した。

　昨夜のことが夢に思えてしまうような、普段と変わらぬ小児科病棟へ行くと、そこにはすでにユニフォームを着た鏡花ちゃんがいた。

「鏡花ちゃん、おはよう」

「あっ荻！　ちょっと昨日いつの間に帰ってたの!?」

　不満げに言うその様子から、由岐先生と会場を出たところは見られていなかったらしい。

　昨夜の由岐先生とのことは、鏡花ちゃんには黙っておいた方がいいよね。万が一ここから噂が広まるのもよくないだろうし。

　そう思い、私は笑ってごまかす。

「あはは、ごめん。ちょっと酔っ払っちゃったから途中で抜けたんだ。それより鏡花ちゃんはいい出会いあった？」

「それが、あったの！　うちの内科の先生だったんだけど……」

　鏡花ちゃんの昨夜の話を聞きながら、デスクに置かれていた資料を手に取り確認する。

　するとその中に一部、数カ月に一度発行される院内報があることに気付いた。

　なにげなくそれをパラパラとめくり流し読みしていると、あるページに掲載された顔写真が目に留まった。

　それは、黒い髪に青のスクラブ姿の由岐先生だ。

　顔写真の下には【外科医　由岐徹也】の文字がある。

　そこには彼が外科医として四年目の三十歳であること、若手ながらも数々の手術をこなしてきた敏腕外科医であることがつづられていた。

　顔を見ただけで昨夜のことを思い出し、全身が熱くなる。

　そんな私の様子に、鏡花ちゃんは不思議そうに院内報を覗き込む。

「あ、今回の院内報に由岐先生載ってるんだ。相変わらず綺麗な顔してるよね」

「えっ、鏡花ちゃん由岐先生のこと知ってるの？」

「もちろん。外科医のエースでうちの院長の息子だよ？」

「え!?」

　い、院長の息子!?

　驚き、今更ながらこの病院の院長の名前を調べると、そこには【由岐誠せい一いち】と書かれている。

　同じ名字……本当だ。これまでまったく気が付かなかった。

「外科医としての腕もよくて、次期院長は確実な上にあのかっこいい顔とクールな態度！　反則だよねぇ」

「じゃあきっとモテるよね……？」

「うん、超モテるよ。でも美人の婚約者がいるらしくてさ、告白とかされても誰ひとり相手にしてないって噂」

『婚約者』。その響きがぐさりと胸に刺さる。

　思わず言葉を失う私に、鏡花ちゃんはなんの気なしに話を続ける。

「その婚約者っていうのも、有名病院の院長の娘らしくてさ。結婚を機にいっそう病院の規模が大きくなるらしいよ」

「そう、なんだ……」

「それに医師としての実力を買われて、海外にある系列病院に何年か行くんだって。なにもかも揃ってて、本当別世界の人って感じ」

　そこまで話したところで、奥から中年の看護師に呼ばれた。

「ふたりとも朝礼始めるよー、集合して」

「はーい」

　それから朝礼の最中も、私の頭の中は先ほどの鏡花ちゃんの話でいっぱいだった。

　由岐先生は、違う世界の人。

　かっこよくて人気者で、次期院長で、医師としても評価されていて、海外転勤の話もあって……有名病院の婚約者もいる。

　ずっと会いたくて、どんな人か知りたかった。

　だけど初めて知るそのひとつひとつが、重く心に沈んでいく。

　一介のクラークの私にとっては、本来なら手の届かない人。

　だけど昨夜は気持ちを聞き入れ、抱いてくれた。そんな夜があっただけでも幸せなのかもしれない。

　……今朝、顔を合わせなくてよかった。

　なにか少しでもいいことを言われたら、きっと期待しただろう。

　婚約者がいると彼から聞けば、今以上にショックだったと思う。

　昨夜のことは私ひとりの思い出にする、その判断は間違いなんかじゃなかった。




　それから由岐先生に会うことはなく、いつも通りの日々を過ごすうちに二カ月が経った。

　この二カ月間、由岐先生のことを想っては胸が苦しくなり、今すぐにでも彼に会いたいと思うこともあった。

　けれどそのたび、彼には婚約者がいること、自分ではつりあわないことを思い出して、この気持ちは抑え込まなければと言い聞かせた。

　彼がどこの誰かもわからなかったこれまでより、彼を知った今の方が苦しい。

「うう……胃がムカムカする」

　その日は朝から気持ち悪さが続いており、私は仕事中もデスクでぐったりとしていた。

「ちょっと、荻。顔色悪いけど大丈夫？」

「なんか朝からずっと気持ち悪くて……」

「二日酔いか食べすぎじゃないの？　よっぽど体調悪いなら早めに休憩入ってきなよ」

　見かねて言ってくれた鏡花ちゃんの言葉に甘え、私は予定より少し早く休憩を取ることにした。

　そしてトイレへ向かった……けれど、あまりの気持ち悪さにそこで吐いてしまった。

「うっ、げほっ……」

　吐いてしまうなんて久しぶりだ。でも昨日は食べすぎてもいないし、お酒も飲んでいない。

　なのになんでいきなり？

　胃腸炎かなにかかな、一度内科にかかろうか……。そこまで考えてふと気付く。

　そういえば、先月生理がきていない。

　もしかして……いや、そんなまさか。

　思い当たることといえば、二カ月前の由岐先生との行為しかない。

　だけど、いや、そんな。

　不安と戸惑いが胸に浮かぶ。

　とりあえず悩んでいても仕方がない、と私は体調不良を理由に早退させてもらい、その足で職場から少し離れたところにある個人病院の産婦人科へ向かった。

「おめでとうございます。妊娠されてますね」

　そこで初老の男性医師から告げられたのは、予想通りのひと言だった。

　妊娠……。

　由岐先生との子供が、お腹の中にいる。

　あまりに突然のことに言葉を失う私に、それまでにこにことしていた医師がなにかを察するように問いかけた。

「荻野さんは現在未婚のようですが……お相手は恋人ですか？」

「あ……えと」

　恋人ですらないことから、答えに迷ってしまう。私の態度に医師は真剣な顔で言った。

「まずは産むかどうかを決めましょう。ひとりで育てるにせよ、誰かと育てるにせよ、人ひとりの命を背負う責任を考えて判断してください」

　医師の言葉に、私はなにも答えられずに診察室を後にした。

　帰り道を歩くあいだも、頭の中で考えはまとまらない。

　どうしよう。

　お腹に由岐先生との子供がいるなんて。

　あれはたったひと晩だけの出来事で、彼の気持ちはわからない。遊びかもしれないし同情かもしれない。

　それに、婚約者もいてエリートとしての道を着実に歩んでいる。そんな彼にこんなこと言えるわけがない。

　もしも彼自身が子供の存在を受け入れたとしても、周りの目がよしとしないだろう。

　だけど私は……あの夜の由岐先生の温もりが、忘れられない。

　五年前からずっと好きだった、ううん、今でも想っている彼との夜をなかったことにはできない。

　それに、お腹の中に芽生えた小さな命を大切にしたい。まだ実感すら湧かないけれど、私を選んで宿った命には、きっと意味があると思うから。

　決意するように、私は一度足を止める。

「……産みたい」

　彼とのあいだにできた命なら、自分の人生を捧げても構わない。

　誰が父親か公にできなくても、未婚の母と呼ばれてもいい。

　ひとりで産んで、育ててみせる。

　そう決意して見上げた空は、清すが々すがしいほど青かった。




　それからは産前産後の準備をしたり、保育所を探したり、と慌ただしく日々を過ごした。

　妊娠のことは黙って働いていたけれど、妊娠発覚から一カ月が経つ頃には日に日につわりがひどくなり、職場や親にもそろそろ話さなければと思い始めていた。

　周囲に妊娠の話をしたら、父親が誰なのか絶対聞かれるだろうなぁ。特に両親にはなんて説明すればいいのか……。

　仕事中、そんなことを考えながら私は小児科病棟から総合受付へ続く廊下を歩いていた。

　するとたまたま通りかかった看護師たちの会話が耳に入った。

「聞いた？　由岐先生、来月から海外の系列病院に行くの確定したらしいよ。あーあ、職場からまたひとりイケメンが減っちゃう」

「聞いた聞いた、何年か向こうにいるんでしょ？」

　そっか、由岐先生来月から海外なんだ……。

　婚約者と何年も離れるとは考えづらいし、これを機に結婚して一緒に行くとかかな。

　やっぱり、妊娠のことは彼には言えないと改めて思う。

　子供ができたと伝えて、困った顔をさせたくない。『そんなことしていない』となかったことにもしてほしくない。

　どうせ叶わない恋なのだから、せめていい思い出のままでいたい。

　私は、ひとりでこの子を産み育てると決めたんだ。

　そう自分に言い聞かせるけれど、胸の中にふと不安がよぎる。

　……でも、大丈夫なのかな。ひとりで産んで育てるなんてできるのだろうか。

　もしも父親がいないことで子供を悲しませたり、万が一、子供を愛せなかったりしたら。

　考えるだけで不安で胸がいっぱいになり、一気に吐き気が押し寄せる。

　歩くことはおろか、足からは力が抜けてしまいその場にうずくまった。

　今からこんなことを考えて不安になってもしょうがないのに。怖くてたまらない。

　嫌な想像が頭をぐるぐるとめぐる中、私は必死に吐き気をこらえる。それと同時にめまいを起こし、視界も歪みだす。

「えっ、ちょっと大丈夫ですか!?　しっかり！」

　通りかかった人が大きな声で呼びかけてくれるけれど、次第に限界が来て、意識が遠のくのが自分でもわかった。




　目を覚ますと、背中に少し硬いベッドの感触がした。

　嗅ぎ慣れた病院独特の匂いを吸い込みながら、見上げた白い天井にここが病院内だと気付く。

　あれ、私なんでここに……。

　そういえば仕事中に気持ち悪くなって、動けなくなって……そのまま倒れて運ばれたのだろう。

　となるとここは内科の処置室だろうか。

　目だけを動かして辺りを見回すと、ベッドの周りはカーテンで仕切られている。

「起きたか？」

　横になったまま声がした方へと顔を向けると、そこには青いスクラブに白衣を羽織った由岐先生がいた。

　その姿に驚きながらも、胸は正直にドクンと高鳴る。

「どうして、由岐先生が……」

「ここは外科の処置室だ。内科に空きがなかったからこっちに運ばれてきたんだよ」

　そうだったんだ……。先ほどより体調は落ち着いていて、ひとつ息を吐く。

　すると由岐先生は私のベッド横へ一歩近づいた。

「まさか小児科のクラークだったとはな。どうりで、看護師の社員名簿を見ても名前が見つからないわけだ」

　言いながら彼が手にするのは、ベッド横のサイドテーブルに置かれていた私がいつも下げている名札だ。寝かせる際に外されたのだろう。

　そこに記載された私の名前と部署名を見て、呆れたように言う。

　社員名簿を見て、って……。

「……そんな、まるで捜してたような言い方」

　ぼそっと呟いた私に、由岐先生は眉ひとつ動かさず視線をこちらへ向ける。

「まるでもなにも。俺は美浜をずっと捜してたよ」

　真っ黒な瞳に捉えられ、心がぐらりと揺れる。

　私の動揺が手に取るようにわかるのか、由岐先生は名札を置いた手で私の頬にそっと触れた。

　少し体温の低い、ごつごつとした大きな手の感触に、抱かれた夜の記憶がよみがえる。

『ずっと捜してた』なんて。

　そのたったひと言が嬉しい、だけど反面、期待させないでほしいとも思う。

　捜してくれていたってことは、多少の好意があると思ってもいいのかな。

　本当は、妊娠の話を打ち明けてしまいたい。

　不安も全部ぶつけて、受け入れてほしい。

　だけどそれはできない。彼には婚約者がいるし、私なんかじゃつりあわない。

　そう、だから。もう二度と顔も合わせないような、そんな関係にならなくちゃ。

　自分に言い聞かせるように胸の中で繰り返し、私は由岐先生の手をそっと外す。

「……大丈夫ですから。触らないでください」

　冷静を装い、淡々と彼に告げる。

　この気持ちも、妊娠のことも、彼に知られるわけにはいかないから。

　だからこそ、半端に関わりが保たれるくらいなら、最低な女になって忘れられよう。

「私、恋人がいるんです」

「え？」

「だから、由岐先生とのあの日のことはただの勢いだったんです。初恋の人と再会して舞いあがっちゃいました」

　嘘をつきながら、精いっぱいの笑顔を作る。そんな私の言葉に彼の眉が微かに動く。

「……俺には、お前がそういう人間には見えなかったけど」

「見えないだけでそういう人間なんです。だからもうあの時のことは忘れてください。私も、彼に悪いから忘れたいんです」

　本音をすべて押し殺して言った私に、由岐先生は少し黙ってから口を開く。

「『好き』だって言ったのも、その場の勢いか？」

「……『好きだった』ってだけです。過去形ですよ」

　私の答えに、一瞬彼は悲しげに顔を歪める。その表情に胸がギュッと締めつけられ、泣いてしまいそうになる。

　けれど、その感情もまた飲み込んで私は彼に背中を向けて布団をかぶる。

「私、少し休んでから部署に戻りますから」

　これ以上話したくない、といった私の態度に、由岐先生は黙ったまま静かに部屋を後にした。

　パタン、とドアが閉じた音がして、部屋にひとりになったと確信した途端、目からは一気に涙があふれだした。

　この胸の切なさを微塵も彼に見せることなく、ちゃんと我慢できた。

　由岐先生。最低なことを言って、ごめんなさい。

　だけど、私をすぐ忘れてほしいから。

　本当は今でも好きなのに。好きだから、このままさようならをする。

　泣きながら私はそっとお腹をさする。

　ごめんね、あなたから父親を奪って。

　でもその分、私があなたを守ってみせる。愛する人とのあいだにできたあなたを、世界一幸せにしてみせる。

　ママ、強くなるって決めたから。

　お腹の中のまだ見ぬ子を思い、ひとり決意した。










【３】本心とは、隠し通すべきもの




　あれから二年以上の月日が流れ、季節は秋になった。

　二十四歳となり、変わらず小児クラークとして勤務している私は、夕方五時過ぎを指す時計を見上げて席を立った。

「すみません、お先に失礼します」

　ナースセンターにいる看護師たちに挨拶をして、私はその場を後にする。

「荻。私もちょうどあがりの時間だから、一緒に出よ」

　そこへ声をかけてきたのは、あの頃より少しだけ髪を伸ばした鏡花ちゃんだ。

「お迎え寄ってくけどいい？」

「もちろん」

　ふたりで廊下を歩き、関係者用通路からロッカールームへ向かう。そして私服に着替えると建物を出て、病院の敷地内を歩いた。

　広い中庭を抜け、まっすぐ歩いてきた先にあるのは小さな建物。

【キッズルーム】と書かれたそこは、この病院内で勤務する人の子供を対象にした保育所だ。

　その中の一番下のクラスを窓ガラス越しに覗くと、そこには黒く短い髪の毛の小さな姿が見えた。

「頼より」

「まんまぁー！」

　その黒い瞳で私をとらえた途端、とてとてとおぼつかない足取りで駆け寄ってくる。

　そしてしゃがんで迎えた私に、ぎゅうっと力いっぱい抱きついた。

「ふふ、頼くん今日もママ大好きですね」

　笑いながら荷物を持ってきてくれる保育士に、私は笑いながらお辞儀をして頼を連れ保育所を後にした。

　そう、あれから二年三カ月の月日が経ち、今私は一歳八カ月の息子・頼を女手ひとつで育てるシングルマザーだ。

「久しぶりに頼に会ったけど、少し見ないうちに大きくなったね」

「そうかな。保育所ではまだまだ小さい方なんだけど」

　私の手を引っ張りながら周囲を見回し落ち着きなく歩く頼を見て、隣を歩く鏡花ちゃんは「それにしても」と感心したように言う。

「でもまさか、荻が未婚の母になるなんてね。まったく想像してなかったよ」

「うん、私も」

　あれからほどなくして、由岐先生が海外に行ったと院内の噂で知った。

　彼が病院を離れたことで、私はようやく職場や周囲にも妊娠のことを話し、頼を出産した。

　父親が誰かということだけは、誰にも言わずに。

　実家の両親も最初は『未婚でシングルマザーになるなんてどういうことか』と反対していたけれど、それでも『絶対に産む』と意志の揺らぐことのなかった私に、最終的には納得してくれた。

　産後は手伝いにも来てくれて、今では頼へやたら服を買って送ってくるくらいにデレデレになっている。

　本当は埼玉の郊外にある実家に戻って両親の援助を受けながら暮らす方が楽なのだろうけれど、せっかくの仕事を辞めたくなかったし、由岐先生の面影に後ろ髪を引かれるような思いもあり、ここでひとりで頼を育てることを決めた。

　職場も小児科ということもあってか、父親については深く問わず、ただ純粋に命の誕生をよろこんでくれた。

　それは鏡花ちゃんも同じで、家庭環境については触れずにいてくれている。

　母子ふたりの暮らしは予想以上に慌ただしく大変だ。

　自分のために使える時間も減ったし、インテリアにこだわっていた家には頼のものばかりが増えた。かわいさより動きやすさ重視の服装ばかりになったし、伸ばしていた髪も邪魔に感じてばっさりと切った。

　子供のこと、親としてのこと、シングルマザーとしての暮らし方。いろんなことを吸収しながら考えて、悩んでの繰り返しだ。

　けれどそんな日々の中でも頼はかわいく愛いとしく、いざとなれば力を貸してくれる周囲にも恵まれており、幸せな毎日だ。

「あ、そういえば」

　病院の敷地内を出たところで、鏡花ちゃんが思い出したように言う。

「由岐先生、海外から戻ってきたらしいよ。またうちの外科に勤務するみたい」

　突然発せられた名前に、心臓がドキリと跳ねた。けれど動揺に気付かれぬように、私は平静を装って頷いた。

「そう、なんだ」

「噂では海外の病院で大きな手術を成功させたらしくて、『注目の日本人医師』なんて呼ばれてたらしいよ。本当、ますます遠い世界の人になっちゃったって感じ」

「……そうだね」と小さな声で答えながら、胸の奥がきゅっと痛んだ。

　由岐先生が、戻ってくる。

　だからといってどうにかなるわけでもないだろう。

　ひどい言い方をしてしまったし、そこまで名誉を得た彼はあの頃以上に別世界の人だ。私のことなんてもう覚えていないと思う。

　……それに彼には婚約者がいる。

　だけど、いつかどこかで顔を合わせることもあるかもしれない。

　その時私は、胸の痛みを抱えながら何度でも素知らぬふりをしなければいけない。

　未だくすぶる、彼への好きという気持ちを押し殺して。

　それがただただ、せつない。




　そんな気持ちを抱えたまま、迎えた翌日。

　私は今日も頼を保育所へ預けるために、ふたりで病院の敷地内を歩いていた。

「今日もいい天気だねぇ、頼」

「うー！」

　ぽかぽかと暖かな陽気は、絶好のお出かけ日和だ。

　こんないい天気の日はお弁当を持ってピクニックに行きたいなぁ。家の窓辺でゴロゴロするのもいいかも。

　なんて考えながら歩いていると、頼はつい気の緩んでいた私の手を離し先に駆け出してしまう。

「あっ！　頼ダメ！」

　慌てて追いかけるけれど、頼はそれがまたおもしろいらしく、キャッキャと笑いながら走っていく。

　子供の動きというのは予測不能で、それも結構な速さなものだから、もう何年も運動なんてしていない私の体力ではついていけないのだ。

「ちょっと、頼待ってー！」

「やぁー！」

　すると次の瞬間、よそ見をしていた頼は前を歩いていた誰かに思い切りぶつかってしまった。反動で尻餅をつき、その人を見上げる頼に私は慌てて駆け寄る。

「こら頼！　だからいきなり走っちゃダメって言ってるでしょ！　すみません、大丈夫ですか……」

　そして頼を立ち上がらせながら、目の前に立つその人を見上げる。

　そこにいたのは、黒のジャケットに身を包んだ由岐先生だった。

　昨日鏡花ちゃんが話していた通り、戻ってきたのだろう。だけどまさか、こんな早々に再会するなんて。

　あの日以来、二年以上ぶりに合わせた顔にうまく言葉が出てこない。

　それどころか、名前すら、喉の奥に詰まってしまう。

「美浜……？」

　彼も突然の再会に驚いているのだろう。ぼそっと名前を呼びながら、私から隣の頼へ視線を移す。

　その視線の動きにハッと頼の存在を思い出した私は、慌てて頼を抱き上げると駆け足でその場を後にした。

「あっおい美浜！」

　呼び止められても、振り向くわけにはいかない。

　今の自分の動揺も、頼の父親が彼だということも、悟られたくないから。思わず頼を抱える手に力が入る。

　すると不意に、小さな手が頬に触れる感触がした。

　その温もりにふと頼を見ると、腕の中の頼はどこか不安げな目で私を見ていた。

「まんまぁー？」

　私の動揺が、頼にも伝わってしまっていたのだろうか。

　……ダメだ。ちょっと顔を合わせたくらいでこんな風に動揺して、逃げたりして。

　私がこんなんじゃ、頼だって不安になるよね。

「ごめんね。なんでもないよ、大丈夫」

『大丈夫』、そう伝えて頼の小さな頭を撫でる。

　あの頃と同じ、おまじないをかけるように。




　頼のおかげで平常心を取り戻した私は、頼を保育所へ送り届けるといつも通り小児科へ出勤した。

「荻野さん、今外科から連絡があって処置室まで書類を取りに来てほしいって」

「わかりました」

　仕事を始めようとしたタイミングで看護師からの伝言を受け、私は外科へ向かう。

　子供の病状によっては専門医に診てもらうことも多い。そのカルテや書類を取りに行くことも私の役目のひとつだ。

　いつもならナースセンターなのに、なんで今日は処置室なんだろう。

　不思議に思いながらも処置室のドアを開ける。そこにいたのは、スクラブに白衣を羽織った先ほどの彼、由岐先生だった。

「来たな」

　ふっと笑ってみせるその表情から、書類は口実で、先ほど逃げ出した私を彼が呼び出したのだと気付いた。

「……書類を取りに来ただけです」

　冷静を装い彼に近づき、書類へ手を伸ばす。けれど由岐先生はそんな私の手をするりと避けるように書類を頭上へ持ち上げた。

　話をするまで渡さないということなのだろう。

　その態度に私が観念して向き合うと、由岐先生は話を始めた。

「さっき、なんで逃げた？」

「別に、少し驚いただけです。挨拶もせずにすみませんでした」

　久しぶりに顔を見ることができて嬉しいのに。感情を押し殺して話すと、どうしてもそっけない言い方になってしまう。

　そんな私に、由岐先生は黒い瞳でジッと見つめたまま話を続ける。

「……小児科の看護師から聞いたけど、俺が向こうに行ってから未婚で子供を産んだらしいな。それがあの子か」

　その問いかけに小さく頷く。

　気付かれてしまったかもしれない。だって、頼の顔立ちはどこか彼を思わせるから。

　それに、血の繋がった親子だ。本能的になにかを感じ取る可能性もある。

「もしかしてあの子供は、俺の……」

「違います!!」

　私は思わず語気を強くして、彼が言いかけた可能性を否定した。

「勘違いしないでください。あの頃恋人がいるって言ったじゃないですか、その彼との子です」

　嘘に嘘を重ねる。それでも、本当のことを言うわけにはいかない。

「ただ、いろいろあって結婚まで至らなくて……あの子に父親はいません。私がひとりで育てていくって決めたから」

　だから、もうこれ以上構わないで。嫌な女だったって、忘れてほしい。

　願うように胸の中で繰り返す。ところが彼は、そんな願いとは裏腹に私の手をそっと取った。

　突然触れた手に一瞬で緊張してしまう。

「なら、俺にも手伝わせてくれ」

　次の瞬間彼が発したのは、予想外のひと言だった。

「え……？」

　その言葉の意味がわからず首を傾げた私に、由岐先生は目を見つめたまま言葉を続ける。

「一度は寝た相手がひとりで子供を育ててる、しかも自分の子の可能性もある……なんて状況を、見て見ぬふりなんてできないだろ。だから、俺にもできることがあれば言ってほしい」

　突然の申し出に戸惑うと同時に、嬉しさも込み上げる。

　けれどすぐに我に返ると、私は彼の左手を振り払った。

「余計なお世話です。あなたの手を借りなくたってこれまで通り、頼はひとりで育てられますから」

　そう言い切ると由岐先生の右手から書類を奪い、私は足早に部屋を出た。

　いきなり、なにを言い出すの。

　彼にとっての私は、たったひと晩の相手で、しかも恋人がいるのに彼と寝たというような女なのに。

　見て見ぬふりはできない、なんて……。

　ひとりで育てていくって決めたのに、そんな風に言われて嬉しく思ってしまう自分がいる。

　……手の感触が、まだ残っている。

　骨ばった大きな手があの夜の彼を思い出させて、また胸をきゅっと締めつけた。




　外科を出て、小児科病棟へ続く廊下を歩いていると、突然声をかけられた。

「あっ、いたいた！　荻野さん」

　振り向くと、そこにいたのは数回顔を合わせたことがある耳鼻咽喉科の看護師、小柄な体にショートカットヘアの加か持じさんだ。

　三歳年上の彼女は、二歳の子供を持つ一児の母だ。

　私を捜していたような言い方をする彼女に、私は小さく会釈をする。

「お疲れさまです、どうかしましたか？」

「実は今週末、親子ランチ会があるんだけど荻野さんも参加しない？」

「親子ランチ会……？」

　そういえば、そんなものがあると以前鏡花ちゃんから聞いたことがある。

　病院内の関係者で、歳の近い子供を持つお母さん同士が集まってランチをしたりお茶をしたりする交流会があるのだそう。

　けれど鏡花ちゃんいわく、『医師の奥さん同士がマウント取り合って喧嘩になった』とかあまりよくない話もあるらしい。

　それを思い出しながら返事を濁らせていた私に、加持さんはにこやかに笑う。

「今回は三歳以下のお子さんを持つお母さんが対象だから、荻野さんもお母さん同士交流を持ってるとなにかあった時も安心かなって。あ、もちろん私も行くよ」

　確かに加持さんの言う通りだ。

　積極的にママ友を作ろうとは思わないけれど、近い年齢の子供を持つお母さんと交流を持つのも大切かもしれない。

　なにかあった時に相談できたり、頼の友達作りにも繋がったりするかもしれないし。

　納得すると、私は頷き参加することにした。




　それから数日後の日曜日。

　私は頼を連れて初めての親子ランチ会へとやって来た。

　開催場所は病院の敷地内にあるカフェ。北欧テイストのおしゃれな内装が人気で、いつもお客さんがいっぱいのお店だ。

　奥にある広めの個室にはキッズスペースも付いており、子供たちをそばで遊ばせながらお母さんたちはランチができるというわけだ。

　初めての場所で少し緊張気味に抱きつく頼を抱えたまま、私は席に着くと参加者の面々を見回した。

　参加者は、みんな私より少し年上だろうか。部署も違うし、見慣れない顔ばかりだ。

　そんな中で誘ってくれた加持さんは私の隣に座り、コソッと声をかけてくれた。

「荻野さん、みんな年上だけど緊張しなくていいからね。……あ、でもあの人はちょっと気を付けてね」

「あの人？」

　彼女が視線で示す先、長テーブルの中央の席には、長い髪を巻き上品なブラウスに身を包んだ女性が座っている。

「彼女、循環器科医の主任の奥さんでね、ちょっと上から目線で物を言うところがあるから煙たがられてるんだよね」

「そうなんですか」

「でもご主人が有名大学卒業で若くして主任に就いたエリートで、周りもなにも言えなくてさ。なにか言われても聞き流していいから」

　これが鏡花ちゃんの言っていたマウントというやつだろうか。

　旦那さんの立場が偉いからと、自分も偉くなったように感じてしまう人は少なくないのかもしれない。

　まぁとにかく、そういう人とは深く関わらないに越したことはないよね。

　そう考えているうちに親子ランチ会は始まった。

　まずはそれぞれ自己紹介をして、子供たちとランチを食べた。みんなそれぞれ近い子供を持つお母さんということもあり、子供がぐずったり駄々をこねたりしても『そういうこともあるよね』とわかり合え、気兼ねせず食事ができるのはありがたいと思った。

　そのうち子供たちはキッズスペースで遊び始め、お母さんたちはデザートとお茶の時間になった……けれど、頼は慣れない人たちの中のせいか私の膝の上に座ったままだ。

「あら、頼くんママのお膝の上で大人しくしてていい子だねぇ」

「普段はこんなに大人しくないんですけどね。ちょっと人見知りっぽいところがあって」

　見た目は由岐先生に似ているけれど、性格はどちらかというと私寄りかもしれない。

　私の膝の上でジュースを飲む頼の頭を軽く撫でていると、こちらへ視線を向けたのは先ほど『気を付けて』と言われた主任夫人だ。

　じろ、とこちらを見たその目に、緊張感で身を強張らせる。

「ねぇ、噂で聞いたんだけど、荻野さんって未婚でその子産んだって本当？」

　って、いきなりその話題。

　あまりにもストレートすぎる質問に、その場の参加者たちは気まずそうにこちらを見る。

　それに対し私は、どんな顔で答えるべきか迷いながらも苦笑いで頷いた。

「はい、本当ですよ」

「えー！　よくひとりでも育てようなんて思ったよね。ていうかなんで結婚しなかったの？」

　ズバズバと聞いてくる彼女に、隣の席の女性が見かねて口を挟む。

「まぁまぁ、それぞれ事情があるだろうし……」

「子供作っておいて責任も取らないなんて、ダメな男に引っかかっちゃった？　それとも父親が誰かわからないくらい遊んじゃってうっかりできちゃったとか？」

　けれど主任夫人は止まることなく、それどころか声を大きくして言ってみせる。

「そんなんじゃ子供もまともに育たないよー？　母親に見る目がないと子供がかわいそうだよねー」

　バカにするように言う彼女に、周囲はなんと言っていいかわからない、といった風に黙り込む。そんな空気に気付くことなく、彼女はおかしそうに笑った。

　……なんでこんな風に言われなくちゃいけないの。

　自分に関してはまだしも、頼、そして頼の父親である彼のことまで。

　私がどれほど彼を好きだったかも、どれほどの思いで産むかを決めたかも、嘘に嘘を重ねて身を引いたかも知らずに。

　それらの気持ちが沸々と湧き上がり頂点に達し、ついテーブルを勢いよく叩こうとした。

　その時だった。

「この子の父親は、俺だけど」

　頭上から降ってきた声に、その場の全員の視線が一気にこちらへ集中する。

　私も驚きながら顔を上げるとそこにいたのは、白いシャツに黒のジャケット姿の由岐先生だった。

「由岐先生……？」

　どうして彼がここに、と驚く私以上にその場は騒然とした。

　中でも主任夫人は顔を真っ青にして焦っている。

「えっ……!?　父親って、由岐先生がですか!?」

「あぁ。これまで事情があって籍を入れていなかっただけで、近々入籍もする」

　え!?　そんな話ありませんけど!?

　心の中で叫ぶ私の前で、彼はしれっと嘘をついてみせる。そして「けど」と言葉を続ける。

「父親がいなかろうが未婚の母だろうが、ひとりで頑張って子供を育てている人を笑うような発言はやめろ」

「なっ……」

「親がそんなことを言っていると気付いた時、自分の子供がどう感じるかを考えるべきだ」

　そう言って由岐先生は視線を横に向ける。つられるように見ると、そこにはなにかあったのだろうかと不安げにこちらを見る子供たちがいた。

　自分たちに向けられた眼差しに気付き、主任夫人はカッと顔を赤くすると黙り込んだ。

「悪いけど、今日のところは失礼する」

　由岐先生は私から頼を抱き上げると、そのまま私の手を引いて歩き出す。

「あっ、あの由岐先生……」

　なんで由岐先生がここに？

　それにどうしてあんなことをみんなの前で言ったの？

　驚きや戸惑いもあるけれど、それ以上にこうして手を引かれることに嬉しさを覚えてしまう自分が憎い。

　カフェを出てそのまましばらく歩くと、病院の敷地内にある噴水広場に出たところで由岐先生はようやく足を止めた。

「あの、どうしてあの場所に……？」

「参加者の中にうちの看護師もいてな。昨日、親子ランチ会があるということから誰が参加するのか、それから嫌な噂まで事細かに話しているのをたまたま聞いたから」

　それで気にかけてわざわざ来てくれたということ？

　なんで、どうしてそこまで？

　それに……。

　まだ少し混乱する頭で、先ほどの由岐先生の発言を思い返すと、私はひとつ呼吸を置いて彼に問いかけた。

「どうして、頼の父親が由岐先生だと知っているんですか……？」

　彼の父親発言に事実を認める私に、由岐先生は納得したように頷く。

「やっぱりそうだったのか」

「え!?」

　やっぱり、って……確証を得ていたわけじゃないの!?

　その返事に驚きを隠せずにいる私に由岐先生はふっと笑う。そして腕の中の頼の顔をまじまじと見た。

「子供の頃の俺の顔そっくりだからな。もしかしてと思ってカマかけてみた」

「カマって……」

「俺が普通に聞いたところで、お前は違うと言い張るだろ？」

　う……見透かされている。

　けど、知られてしまった。知られないようにと思っていたのに。

　カマかけに引っかかった自分を憎いと思いながら、ぐっと拳を握る。そんな私に由岐先生は「美浜」と声をかけた。

「俺の子なら尚更きちんと責任は取る。一緒に育てよう」

　由岐先生は、私の目を見てしっかりと言い切る。

　知らぬ間に子供を産んでいた私を責めたり問いただしたりすることもなく、責任を取ろうとしてくれる。やっぱり彼は真っ直ぐで責任感のある、素敵な人だ。

『一緒に育てよう』なんて……彼から言ってもらえるのを、何度夢見ただろうか。

　嬉しくて泣いてしまいそうになるけれど、すぐに彼には婚約者がいることを思い出す。

　その上隠し子がいたなんて噂になったら彼に対する周囲の心象もよくないだろう。

　彼女との結婚は病院の経営にも関係する。それよりなにより、私が彼につりあうわけがない。

　そんな思いから私は一瞬黙り、唇をぐっと噛むと本音を飲み込む。

「あなたが父親だとしても関係ないです。この前も言いましたけど、手伝いなんていりません。ひとりで育てるって決めたので」

　代わりに出たのは、強がりの台詞だ。それでも彼の瞳は揺らぐことなく私を見つめる。

「美浜がそう決めたように、俺は俺で美浜といると決めた」

「なんで……たかがひと晩寝ただけの相手なのに」

　どうしてそんなに、責任を取ろうとしてくれるのか。

　呟いた私に、由岐先生は首を小さく横に振った。

「美浜にとってはそうでも俺にとってはたかが、じゃない。俺は、なんの感情もなく抱いたりしない」

　真剣な眼差しで言い切った彼に抱かれたままの頼は、人見知りすることなく、むしろ懐くように彼の頬に軽く触れてみせた。

　まるで由岐先生を、父親だとわかっているかのように。

　そんな頼に視線を向けると、由岐先生は優しく目を細めて微笑む。

　いつもの無愛想な顔からは想像もつかないような、穏やかな表情。

　彼の言葉が嬉しくて、目の前の光景が尊い。

　だけど嬉しさを感じるほど、真に受けちゃいけないと自制心が働く。

　由岐先生は、そんな私の頑なな心に触れるように顔を近づける。そしてそっと額を合わせた。

「ひとりで育てるなんて寂しいこと、もう言わせない」

　心に呼びかけるような、真っ直ぐな声に胸が強くときめく。

　……これも今だけの夢。

　彼の優しさは、初めて会った日から変わらない。

　優しいからこそ、子供ができたから責任を取ろうとしてくれているだけ。

　私に気持ちなんてきっとない。あるとしたら、ただの同情だ。

　だからその言葉を真に受けたりよろこんだりしてはダメ。

　……そうわかっているのに、どうしても彼への愛情が込み上げてしまう。

　好きな人が、一緒に子供を育てようと言ってくれているのに、嬉しさと切なさが、胸の奥で混ざり合う。










【４】本心とは、あふれ出るもの




『ひとりで育てるなんて寂しいこと、もう言わせない』

　その言葉にときめき、やっぱり今でも彼のことが好きなんだと思い知らされる。

　自分の本心を素直にすべて言えたら、どんなに楽だろう。

　もし彼がそれを受け入れてくれたら……。

　そんな幸せな〝もしも〟を想像して、現実に戻っての繰り返しだ。




　波乱の親子ランチ会の翌日、月曜日。

　頼を保育所へ預けるべく、病院の敷地内を手を繋いで歩いていた。

「でーんでんむーしむーし、かーたつむりー」

「かーあちゅういー」

　頼が好きな歌をふたりで歌いながら歩く、平和な時間だ。

　ところが、そこへ黒いジャケット姿の由岐先生が現れた。

「朝から随分ご機嫌だな」

　落ち着いた声で言った彼に、昨日のことを思い出して、胸がどきりと跳ねる。

「由岐先生……。お、おはようございます」

「あぁ、おはよう」

　由岐先生は私の動揺に気付くことなく、膝をついて頼に視線を合わせた。

「おはよう、頼」

　いつもならまだ慣れない人からは逃げてしまう。けれど頼は由岐先生の顔を見ると、ぱあっと表情を明るくして「きゃーい」と彼にギュッと抱きついた。

　この懐きっぷりに、やはり血の繋がりを感じずにはいられない。

　由岐先生はそんな頼に、少し嬉しそうに口元を緩めた。

　いつもは鋭い目つきが多いのに、頼の前では優しい顔するんだよね。

「ん？　どうかしたか？」

「いえ、意外と子供好きなんだと思って」

「別に好きなわけじゃないけど……子供にはよく泣かれるし」

　あぁ……なんかわかるかも。

　にこやかさのない彼は、大人からすればクールでかっこいいけれど、子供にとってはちょっと怖いだろう。

　納得してしまい苦笑いしていると、由岐先生は頼の頭を撫でる。

「だから、泣かずにこうして懐いてもらえるのは嬉しいな。よし、頼。抱っこするか」

「きゃーあ！」

　嬉しそうに声をあげる頼を由岐先生は軽々と抱き上げ、そのまま保育所へ向かい歩き出した。

　その姿はまるで、これまでもずっと一緒に過ごしてきた親子のようで心が温かくなった。

「あれ……でも由岐先生、出勤時間には中途半端じゃないですか？」

　医師たちはもっと早い時間か、もう少し遅い時間に出勤することがほとんどであることを思いだしたずねると、由岐先生は頷く。

「あぁ、今日は予定より少し早く出てきた。美浜と頼の顔を見ておこうと思ってな」

　そんなわざわざ、と思うけれど彼の言葉が嬉しくて頬が緩みそうになるのをこらえた。

　すると道中、由岐先生がふと思い出したように言う。

「そうだ、これ」

「え？」

　彼が胸ポケットから取り出し、差し出した一枚の紙を手に取り開いて見てみると、そこには【婚姻届】と書かれている。

　婚姻届って……婚姻届!?

「なんですかこれ!?」

「見ての通りだけど。子供もいるんだ、籍を入れるのは自然なことだろ」

「は……!?」

　籍をって……どこまで本気で言っているのだろう。

「結構です。何度も言っている通り、私は頼をひとりで育てますから！」

　私はそう言うと、婚姻届を再度折りたたみ、彼のジャケットのポケットに無理矢理押し込んだ。

「……頑なだな。まぁ一旦諦めるけど、とっておくから書きたくなったら言ってくれ」

「なりませんから！」

　婚姻届を、彼が冗談で用意するとは思えない。

　けど、私相手に本気になるとも思えない。その胸に気持ちがあるとすればやはり、責任感や同情だろうか。

　そんなやり取りをしているうちに保育所へ着いた。

　ところが、なんだか今日は送りに来た他のお母さんたちや保育士たちの視線がいつもと違う気がする。

　やたら見られているし、ひそひそとなにかを話しているのも聞こえる。

　なんだろう、と不思議に思いながら、いつものように入口で保育士へ挨拶をする。

「おはようございます、今日もお願いします」

「はい、おはようございます。頼くんもおはよー」

　保育士は由岐先生から頼を受け取り、私と由岐先生の顔を交互に見ると「あら」とにやけた。

「あの噂本当だったんですね。もう、荻野さんってば教えてくれたらよかったのに～」

「え？」

「隠さないでいいんですよ！　頼くんのパパが由岐先生だって、みんな知ってますから！」

　満面の笑みで言う保育士の発言に耳を疑う。

「な、なんでその話を……!?」

「昨日親子ランチ会で由岐先生が宣言したって、参加してたママさんたちみんなが言ってましたよ」

　あの場で堂々と言ってしまったことからもうすっかり噂になっているらしい。さらにそこに彼が頼を抱えて保育所へ現れたことで信憑性が増した様子だ。

　これはどうにかしてごまかさなければ。

「ち、違うんです！　これはその、ね、由岐先生……」

「いつも息子がお世話になってます。よろしくお願いします」

「由岐先生！」

　深々とお辞儀をした由岐先生に、保育士たちは「キャー！」と黄色い声をあげた。

　まったくごまかす気なし！

　な、なんてことになってしまったの……！

　せっかくこれまで隠してきたのに、一瞬で広まるなんて。

「なんでごまかしてくれなかったんですか！」

　保育所を出て病院へ向かう途中、語気を強めた私に由岐先生は意味がわからなそうに首を傾げた。

「別に、事実なんだから隠す必要もないだろ」

「あるんです、こっちにはいろいろと事情が！」

　ずっと隠してきたこちらの気も知らず堂々とした態度の由岐先生に、私は眉をひそめて言う。

「だいたい、そんなことを公にして自分がどう思われてもいいんですか？」

「どう思われようと関係ない。俺は俺のしたいようにする」

　その返答は彼らしいセリフで、私は「そうですか……」と脱力して小児科病棟のある方向へ向かうため、彼と別れた。

　どう思われようと関係ない、か……。

　私にもそこまでの気持ちの強さがあれば、嘘をつくこともなく、堂々と家族として彼といられたのかな。

　そんなことを考え歩くあいだも、周囲の視線はこちらへ向く。

　看護師や事務員、ついには研修中の看護学生たちからも「あれが由岐先生の……」と噂する声が聞こえ、私は足早に院内を通り過ぎた。




「ちょっと荻！　どういうこと!?」

　その日の午後。遅番で出勤してきた鏡花ちゃんは、開口一番に問いただした。

　その言葉から、彼女の耳にも噂が入ったのだろうと察する。

「頼の父親が由岐先生だったなんて！　しかも入籍するなんて聞いてないよ！　なんで言ってくれなかったのー！」

「きょ、鏡花ちゃん落ち着いて……」

　私の肩を掴みガクガクと揺らす鏡花ちゃんを、苦笑いで制止する。

「違うの、そうじゃなくて実は……」

　そして噂話について鏡花ちゃんへ説明した。

　頼の父親は由岐先生ではなく、親子ランチ会でひどいことを言われたところを由岐先生が庇ってくれただけで、入籍などはその場しのぎの嘘だということ。

　半分本当で半分嘘の説明を、鏡花ちゃんは「そうだったの！」とあっさり信じてくれた。

「由岐先生、クールなイメージだったけどそういう優しいところあるんだね」

「そ、そうかな」

「そうだよ。こうやって噂になるってわかっていながら、そんな風に庇ってくれるなんていい人じゃん」

　確かに、人前で公言すれば噂になるなんて簡単に想像がつくだろう。

　だけどそれも構わず庇ってくれた。それもまた、彼の言う『したいようにする』こと？

「……あれ、噂をすれば」

「え？」

　話しながら遠くに視線を向ける鏡花ちゃんに、つられて私も目を向けると廊下の奥に立つ由岐先生が見えた。

　朝のジャケット姿とは違う白衣に身を包んだ彼は、真剣な顔で看護師となにかを話している。

「めずらしいね、由岐先生が小児科に来るなんて」

「ほら、小児科の田た中なか先生が産休入るじゃない？　だから今度から小児外科も手伝うらしいよ」

「へぇ……」

　そうなんだ、と納得していると、看護師との話を終えた様子の由岐先生はカルテに目を通しながらこちらへ向かって歩き出した。

　するとそこへ制服姿の女性事務員がやってくる。

　私より年下だろう若い事務員は、由岐先生へなにやら話しかけると一枚のメモを渡そうとした。

　ところが由岐先生は真顔のままそれを突き返すと視線をすぐカルテへと戻した。

　今のは……。

「あれは確実に、事務員の子に連絡先を渡されそうになってたね」

　同じ光景を見ていた鏡花ちゃんが、私も思ったことを口にする。

「やっぱり由岐先生ってモテるんだね」

「そりゃあもちろん！　でもああして簡単に連絡先受け取ったりしないところが、しっかりしててまたいいよね。あそこで連絡先もらっちゃったり浮かれたりするような男は絶対ダメ！」

　なにか思い当たることでもあるのか、鏡花ちゃんは力説する。

　聞いていた通り、やっぱりモテるよね。

　なのにどうして、あの日私と寝たりしたんだろう。

　由岐先生は『なんの感情もなく抱いたりしない』なんて言ってたけど……じゃあどんな感情で抱いたの？

　ていうか、婚約者がいるんじゃなかった？　私に婚姻届を渡してきたってことは、結婚はまだなんだろうけど。

　ひとつ考えると次から次へと疑問が浮かび、あっという間に頭の中を埋め尽くす。

　気になるけど聞きたくない。

　子供ができたから責任を取ろうとしてくれてるだけ。そうわかっていても、まだその甘い言葉に浸っていたいなんて思ってしまう。

　その時だった。

　突然病室の方から、ガシャーン！となにかが倒れる音が響いた。

「わっ、なに!?」

　驚き鏡花ちゃんと音がした病室へ向かうと、そこでは男の子がふたり、取っ組み合いの喧嘩をしている。

「えっ、どうしたの!?」

「ゆうきくんね、朝からげんきなかったの。だからこうすけくんが、あそぼーってゆってたのにね、ゆうきくんがおこっちゃってけんかになっちゃったの」

　同じ病室にいた子供たちから話を聞くには、遊ぶ気分じゃなかったゆうきくんと、何度も遊びに誘っていたこうすけくん。互いの態度にイライラとし、喧嘩に発展してしまったそうだ。

「こらふたりとも、やめなさい！」

　鏡花ちゃんがゆうきくんを押さえ、私がこうすけくんを後ろから抱きしめるように押さえる。けれど、小学校高学年の男の子相手となると簡単にはいかない。

「どうかしたのか？」

　そこへ、騒ぎを聞きつけた由岐先生が駆けつける。

「子供たちが喧嘩していて……」

　由岐先生へ状況を説明する中、私と入れ替わるように彼がこうすけくんを押さえ、私は手を離しドア側へと避けた。

　けれど、ゆうきくんの苛立ちはまだ直らないようで、咄嗟にベッド横の小さな花瓶を手に取る。

　そしてイライラをぶつけるようにそれを思い切り投げた。

　けれどそれはこうすけくんのいる方向から大きく逸れ、ドア側にいた私の方へと向かって飛んできた。

「きゃっ……！」

　ぶつかる、そう覚悟してぐっと目をつぶると、不意に誰かに抱きしめられる感触がした。

　ガチャン、と花瓶が床に落ち割れた音を聞いてそっと目を開ければ、由岐先生が私を庇うように抱き寄せていた。

「由岐、先生……？」

「大丈夫か？」

「はい、私は大丈夫ですけど……」

　まさか庇ってくれるとは思わず、私は肩を抱かれたまま頭上にある彼の顔を見上げる。

　すると次の瞬間、由岐先生の額からたらりと赤い血がたれた。

「えっ!?　ゆ、由岐先生！　血！　血が!!」

「あぁ、これくらいなんともない」

「ありますから！　誰かガーゼ！　止血しないと！」

　私を庇い、花瓶が額にぶつかったのだろう。

　血が出てしまったことでその場は騒然とする。けれどそのおかげか、我に返った子供たちは落ち着きを取り戻した後、看護師に宥なだめられ泣き出した。

　その場を鏡花ちゃんたちに任せて、私たちは処置室へ入った。

　そして私は由岐先生の額の血を拭ってから、消毒液を染み込ませたガーゼでそっと撫でる。

　思ったより傷は小さい。おそらく花瓶の飾り部分がぶつかってしまったのだろう。

「なんで庇ったりしたんですか……」

「あの状況で庇わないわけないだろ。美浜に怪我がなくてよかった」

　安堵したように言う彼の優しさに、つい嬉しさを覚えながらも顔に出ないようにこらえた。

「俺は小児科にはあんまり詳しくないけど、ああいうことは多いのか？」

　ああいうこと、というのは先ほどの子供たちの喧嘩を指しているのだろう。

　彼からの問いかけに、私は額に白い絆ばん創そう膏こうを貼りながら頷く。

「そうですね。たびたびあります」

　そしてブラウスの袖をまくり見せたのは、手の甲や腕にうっすらと残った引っかき傷や爪が食い込んだ痕。

「これは……」

「喧嘩したり癇かん癪しゃくを起こして暴れたり……そんな子を止める時にできた傷です。鏡花ちゃんたちも、よくあることって言ってました」

　あはは、と笑いながら私は袖をおろし、由岐先生に向かい合うように椅子に座る。

「今日のゆうきくんもそうなんですけど、子供たちも不安定になっちゃう時期があるんです。親と離れる不安や学校に行けない寂しさや、思うようにならない自分の体がもどかしくてイライラしたり」

　いつもは明るくて元気な子供たち。だけどいつだってそうなわけじゃない。

　ちょっとしたきっかけや気持ちの波で、落ち込んだり滅入ったりすることもある。

　それを悲しみで表す子もいれば、苛立ちや怒りに変えてしまう子もいる。

「でもそういう気持ち、私もわかる気がするんです」

　私の言葉に、由岐先生は不思議そうにこちらを見た。

「私、六歳下の妹がいるんです。甘えっ子で体が弱くて、両親がそんな妹のことばっかり構うことが寂しくて、その苛立ちをしょっちゅう親にぶつけてたんです」

　状況は違うけれど、親に甘えられない寂しさや我慢から募るストレスを強い言葉に変えてぶつけることしかできなかった。

　そんな幼い頃の自分と、子供たちの姿が重なるから。

「だから、受け止めてあげたいって思うんです。私はお医者さんでも看護師でもないから治すことはできないけど。そばにいて話をして、一緒に笑うことはできるから」

　それはクラークとして勤めるうちに、子供たちと触れ合い、自然と芽生えた気持ちだ。

　この気持ちを知ることができたのも、由岐先生と出会ったあの日の延長線上にある。

　そう思うとやっぱり、あの日の彼との出来事が運命としか思えない。

　すると由岐先生の右手は私の頭をそっと撫でる。不意打ちで触れる長い指にドキッと心臓が跳ねた。

「な、なんですか？　いきなり」

「いや、いい子だと思って」

「いい子って……子供じゃないんですけど」

「八歳も下なんてまだまだ子供だよ」

　二十四歳にもなって、しかも母親になって子供扱いされるなんて。

　恥ずかしいような、悪くはないような、複雑な気持ちだ。

　照れながらも無言でその手を受け入れていると、由岐先生は空いている左手でそっと私の右手を取る。

　長い指で私の手を簡単に包み、そのまま顔に寄せ私の手の甲にある傷跡に小さくキスをした。

「ゆ、由岐先生……!?」

　手の甲の薄い皮膚に、柔らかな唇が触れる。

　その感触に動揺が隠せずにいる私にふっと笑うと、由岐先生は手を包んだまま言った。

「美浜のその優しさに、子供たちは守られてるんだろうな。だから時折不安にかられても、次の日には笑顔でいられてる」

　穏やかな声は、医師でもない、看護師でもない、できることなど限られている私の存在を肯定してくれているように聞こえた。

　……そういう優しい言葉が、また嬉しい。

　胸がギュッと鷲わし掴づかみにされて、離してもらえない。

　ところが次の瞬間。

「あー！　ラブラブー！」

　勢いよくドアが開けられると同時に女の子の大きな声が響き、私は即座に由岐先生から離れた。

「え!?　ラブラブ!?　してないよ！」

「だって今おぎちゃんとせんせー、おててつないでたもん！」

「繋いでないよー!?　先生がお手々痛いって言うから見てあげてたんだよ！」

　周囲に知らせるかのように大きな声で言う女の子に、私は慌ててごまかし、話題をそらす。

「ところでどうしたのかな？」

「ゆうきくんがね、おぎちゃんとせんせーにごめんなさいしたいんだって！」

　女の子が指差す方を見ると、そこには部屋の入口からこちらを覗き込むゆうきくんの姿があった。

　落ち着きを取り戻してから大分泣いたのだろう。小さな目を泣き腫はらした顔が胸を切なくさせる。

「ゆうきくんおいで」

　声をかけるとゆうきくんはおずおずと入ってくる。そして私と由岐先生に向かって頭を下げた。

「ごめんなさい……。学校の友達からの手紙もらったんだけど、みんな楽しそうで、ぼくだけ学校に行けないのがくやしくて」

「そっか、それで元気なかったんだね。ごめんね、気付いてあげられなくて」

「こうすけもぼくのこと励まそうとしてくれたのに、イラついて……先生にケガさせて、本当にごめんなさい」

　話しながらポロポロと涙をこぼすゆうきくんに、由岐先生は先ほど私にしたように、頭を撫でた。

　その表情は頼を見つめる時と同じ、優しい笑顔だ。

「ごめんなさいが言えるきみはいい子だな」

「ぼく、いい子……？」

「あぁ。不安になったり寂しくなったりする時は誰でもある。だからそんな時は先生や看護師さん、それに彼女になんでも話してごらん。大丈夫だ、みんなきみの味方だから」

『大丈夫』

　私の心の中にあったおまじないは、今この場所でもやっぱり、不安を包み込むように響いた。

　やっぱり、好きだ。

　医師としての彼も、ひとりの男性としての彼も。

　だからこそ同情から出る言葉にも心が揺らぎそうになるけれど。

　だからこそ、揺らいじゃいけないと何度も自分に言い聞かせる。

　手の甲にまだ、彼のキスの感触を残したまま。










【５】本心とは、抑えきれないもの




　それは、由岐先生と再会して半月ほどが経った、九月半ば。よく晴れた日のことだった。

「頼ー！　早くごはん食べなさーい！」

「あうー！」

　いつものように、頼の支度に自分の身支度にと時間に追われる朝七時。

　けれど頼はマイペースで、手でわしわしと朝ごはんを掴み、周囲を汚しながら食べている。

　離乳食が終わって自分で食べたがるようになったのは成長だけど……食後の片付けが大変なんだよねぇ。

　苦笑いをしながら、台拭きを濡らそうと蛇口をひねる。

　ところが、先ほどまで出ていた水が出ない。

「……あれ？」




「えっ、明日までアパートの水使えないの!?」

　その日のお昼休み。鏡花ちゃんと中庭のベンチでお昼ごはんのパンを食べながら今朝のことを話すと、彼女は驚いた声をあげた。

「そう。アパートの水道管が破裂したとかで、修理が明日の夜までかかる予定なんだって。おかげで今朝は頼の手もテーブルも全部ウェットティッシュで拭いてきたよ」

「うわぁ……でも確かに、荻のアパート結構古かったもんね」

　鏡花ちゃんの言葉に頷きながら思い浮かべるのは、私と頼が住む築三十年の二階建てアパートだ。

　住民も大家さんもいい人だし、家賃も安くていいところなんだけど……ところどころガタがきてるんだよね。

　もう少し新しくて綺麗な家に、とは思うけれど、頼のためともしもの時のために少しでも節約してお金は貯めておきたいし。

「でも明日の夜までってなると大変じゃない？　お風呂も入れないし食事の支度も不便だし」

「そうなんだよね。子供は汗かくからお風呂入れないのは無理……」

　そう話していると、鏡花ちゃんの胸ポケットの携帯が音を立てる。

「げっ、主任からだ！　なんだろ……ごめん荻！　私ちょっと病棟戻るね！」

　発信元を見て嫌そうな顔をしながら、鏡花ちゃんは慌ただしくベンチを去った。

　鏡花ちゃん、看護師さんの中でもしっかりしていて信頼が厚いから、なにかと忙しそうだなぁ。それにしても、私は今夜どうしよう。ホテルでも取ろうか、でも水が出ないだけで大袈裟かな。この辺りだと値段も結構高いし……。

　うーんと頭を悩ませていると、突然頭の上に誰かが寄りかかる重みを感じた。

「なに難しい顔してるんだよ」

「わっ、由岐先生」

　その声と重みに顔を上げると、背後から私の頭に寄りかかるように由岐先生が立っている。

「なにかあったか？」

「なにか、というか……そんな大したことではないんですけど」

　彼にわざわざ話すことでもないかもしれない。けれど、私はアパートの水道管工事のことを由岐先生にも話した。

「どこかホテルでも泊まろうかと思ってるんですけど、この辺り結構高くて……移動時間かけてでも安いところ探すしかないかなって」

「まぁ確かに、それじゃあ美浜も頼も不便だろうな。ホテル代は俺が出すから近場でどこか探せば？」

「そ、それはダメです！　そこまでお世話になる筋合いないですし！」

「筋合い、ねぇ」

　さすがに金銭面でお世話になるのはいけない、と私は慌てて首を横に振る。

　すると由岐先生は「そうだ」と思いついたように言った。

「ここから近くて子供がいても気兼ねせず泊まれて、その上タダのところを紹介してやろうか」

「え？　そんなところあるんですか？」

「あぁ。そこでいいなら連れていってやる。今日仕事が終わったら保育所まで迎えに行くから、頼と待ってろ」

　由岐先生は言い切ると、私の返事を聞くこともなくその場からスタスタと去っていった。

　ここから近くて子供がいても大丈夫、さらにタダで泊まれる……なんて、そんなところ本当にあるのだろうか。

　けど、あるならありがたいことには変わりない。

　由岐先生のお世話になるのは本意ではないけれど、状況が状況だけに仕方がない。

　そう自分を納得させた私はお昼休みを終え、午後の仕事を済ませると夕方に頼を保育所へ迎えに行った。

　そこで由岐先生とも合流し、彼の車で一度私の家へ向かってもらい一泊分の荷物をまとめてから出た。

　そして彼の車で十数分ほど走った先にあったのは――。

「ここだ」

　港みなと区くにある、見た目からして立派な超高層マンションだ。

　空まで届きそうなほど背の高いその建物を見上げると、「はぁ……」と圧倒されてしまう。

「あの、ここは？」

「俺の家だ」

「俺の家……って、え!?　由岐先生の!?」

　驚く私を置き去りにして、由岐先生は私と頼の荷物を手にするとスタスタと歩いていく。

　慌てて頼を抱きかかえたまま中へ入ると、まず広がるエントランスはまるで高級ホテルのロビーのようだ。天井は高く、黒い革張りの上質なソファも置かれている。

　コンシェルジュまでいることに戸惑いながら、私は由岐先生に続いてエレベーターへ乗り込んだ。

「あの、由岐先生の家ってつまり……ここに泊まるってことですか？」

「あぁ。うちならもちろん頼がいても構わないし宿泊費もかからない。ちょうどいいだろ」

　由岐先生は淡々と言うものだから、確かにと納得しそうになってしまう……けど。

「だ、ダメです！　家に泊まるなんて、そこまでは甘えられません！」

「ならやっぱりホテルに泊まるか？　美浜が希望するならこの近くのホテル取るけど。もちろん支払いは俺で」

「うっ……」

　それはそれで、余計嫌だ。

　だけどこの付近のホテルは私が自腹で払えるほど安くないだろうし、頼と荷物を抱えて今から離れたところのホテルを探すのも大変だし……。

　由岐先生は、どの選択肢も選べない私を見てふっと笑うと頭を軽く撫でた。

「余計なことは考えず、こういう時くらい頼れ」

「……すみません」

　そんな優しいことを言われたら折れないわけにもいかない。

　私が小さく頷くと同時に、エレベーターはポンと音を立てて止まった。

　上層階のフロア一番奥のドアを開けると、そこには広い玄関と廊下にいくつかのドアが並んでいる。その中の一番奥のドアの向こうには、横長いリビングが広がっていた。

　壁一面の大きな窓からは東京の景色が一望できて、なんともロマンチックだ。

　すごく豪華な部屋……。

　それにしても、と室内を見回すと、白いソファにライトグレーのラグマット、ガラス素材の高そうなローテーブルとモデルルームのようなおしゃれな家具が置かれ、どう見ても子供連れにはふさわしくない部屋だ。

「やっぱり私、ここには泊まれません……！」

「なんでだ？」

「だって子供ってすぐ汚すんですよ!?　特に最近の頼は掴み食べも多くて、スプーンを使ってると思ったらいきなり投げつけたりするし……こんな高そうな家具、弁償できません！」

　力説する私に、由岐先生は「そういうことか」と頷く。

「気にするな。汚れたら掃除すればいいし、多少傷がついたところで支障はない」

「けど……」

「そんなこと考えなくていいから、風呂入る準備しておけよ。今風呂沸かすから」

　由岐先生はそれだけを言うとリビングを後にする。

　そんなこと、って……普通は家を汚されるのも、家具に傷をつけられることも嫌だと思うのに。

　とことん甘やかされている、と実感する。

　それから少ししてお風呂が沸き、由岐先生に促されるがまま私たちはお風呂へ入った。

　ほこりひとつ落ちていない洗面所と脱衣所を抜けた先にある浴室もこれまた広く、初めてプールにでも来たかのように頼は大興奮だ。

　まるで高級ホテル……。彼の暮らしを知るほど、本当に住む世界が違うんだと思い知らされる。

　圧倒されながらも入浴を済ませ、私と頼は部屋着に着替えてリビングへと戻ったが、室内に彼の姿は見えない。

「あれ、どこ行ったんだろ……」

　キョロ、と辺りを見回すと、壁際に置かれた背の高い本棚が目に入る。先ほどは特に気に留めなかったけれど、よく見るとたくさんの本が並べられている。

　これ……。

　背表紙ひとつひとつを見て、それが医学書であることに気付いた。

　日本のテキストから海外のものまでどれもフチがよれていて、何度も読んでいるのだろうと察した。

　由岐先生はこうして勉強してるんだ。

　そうだよね。院長の息子というだけで、海外で活躍できるほど甘くない。日本でも海外でも、勉強しながら医師として頑張っているんだ。

「すごい人、だなぁ」

　彼の努力を感じているあいだに、頼はとてとてとダイニングの奥へ歩いていく。

「あっ、ちょっと頼……」

　どこへ行くの、と慌てて追いかけると、ダイニングの奥にはクローズドキッチンがあり、フライパンを取り出す由岐先生がいた。

　ちょっと意外なその姿を思わず見つめた私の視線に気付いたようで、彼はこちらを見た。

「お、風呂出たか。ちゃんと温まったか？」

「あうー！」

　由岐先生は一度カウンターにフライパンを置くと、まだ少し濡れたままの頼の髪をタオルで軽く拭う。

「すみません、食事の用意まで。それくらい私がやりますよ」

「いや、いい。せっかくだし頼とゆっくりしてろ……と言いたいところだけど、頼の食事がわからなくてな。頼はなにが食べられる？」

「えっと、そぼろごはんみたいな食べやすいものとか……」

　話しながら由岐先生は冷蔵庫を開けた。つられて中を覗くと、そこには野菜や肉などの食材から飲み物までさまざまなものが揃っている。

「意外です。自炊するんですね」

「あぁ。といっても習慣づいたのは海外に行ってからだな」

「海外行くと日本食が恋しくなるって言いますもんね」

　けれど自分で作るしかない、ということから自炊を身につけたのだろう。

　由岐先生は冷蔵庫の中身を少し見てメニューを決めると、手早く料理にとりかかった。

　そして三十分が経つ頃には、リビングのローテーブルの上にいくつかの皿が並んでいた。ダイニングには立派なテーブルもあるけれど、頼が届かないからとこちらの席を用意してくれたのだ。

　頼用に作ってくれた、そぼろごはんと野菜のみじん切り入りの玉子焼き。そして私たち用のごはんと味噌汁と天ぷらという豪華なメニューに、つい見惚れてしまう。

　すごい、天ぷらも綺麗に揚がっているし味噌汁もいい香り。ここ数年で身につけたとは思えないほどだ。

「いただきます」

　頼と手を合わせてから食事を始める。

　炊き立てのごはんに出だ汁しが香る味噌汁、サクサクの天ぷら……どれもひと口目から美味しさが広がった。

「ん～！　美味しい！」

　思わず声に出す私に、隣で頼もスプーンを手に「んー！」と声をあげた。

「ね、頼も美味しいね」

「そうか、ならよかった」

　最初はスプーンを使い少しずつごはんを食べていた頼だけれど、次第にスプーンを投げ捨てて、手掴みで食べ始める。

　家ではいつもの光景だけれど、この綺麗な家でされると汚して大丈夫だろうかとヒヤヒヤしてしまう。

　あっという間に頼の周りにはごはんやそぼろ、玉子焼きのかけらが散らかる。けれど由岐先生は一切気にする様子もなく、その姿を目を細めて見つめている。

「じゅーしゅう」

「ん？　あぁ、ジュースか」

　由岐先生は頼用の小さなコップにリンゴジュースを注いで手渡す。けれど頼はテンションが上がっているのか、そのコップを思い切り振り上げた。

「あっ、こら頼！」

　まずいと思った時には遅く、コップの中身は由岐先生へとかかり、頭の上から彼を濡らした。

　さ、さすがにこれはまずい……！

「由岐先生すみません！　ほら頼もごめんなさいして……」

　慌ててバッグからハンカチを取り出した。

「ふっ……ははは！　すごいなお前は、豪快だな」

　けれど次の瞬間、彼は声をあげておかしそうに笑ってみせた。

「由岐先生……怒らないんですか？」

「子供がしたことだしな。頼だって楽しくなってはしゃいだだけだもんな」

　その反応に驚きを隠せない私に構わず、由岐先生は頼の小さな頭をよしよしと撫でる。

　笑って許せてしまうなんて……本当に、頼のことを受け入れてくれてるんだなぁ。

　頼を包むような彼の笑顔に、また心が惹かれるのを感じた。




　それから夕飯を終え、由岐先生がお風呂に入る間に私はせめてと食器洗いを済ませた。

　そしてリビングへと戻ると、頼はすでにぐっすりと眠ってしまっていた。

「頼、寝たか」

「由岐先生」

　後ろからかけられた声に振り向くと、そこにはちょうどお風呂からあがった由岐先生がいた。

　黒いＴシャツを着た、バスタオルで濡れた髪を拭うその姿は、外では決して見られないであろうオフモードだ。

　由岐先生は他の部屋から白いブランケットを持ってくると、ソファで眠る頼にかけてくれた。

　目元にかかる前髪をそっと避よける、その指先は丁寧で優しい。

「今日はありがとうございました、助かりました」

「気にするな。むしろ夫婦になるんだしこのままここに住んだっていいけど」

「なりません！」

　すかさずはっきりと否定する私に、彼はふっと笑う。

　そして一度キッチンへ向かうと、白いボトルとグラスをふたつ手にして戻ってきた。

「せっかくだし、一杯飲まないか？」

「……じゃあ、少しだけ」

　小さく頷いた私を連れて、由岐先生はリビングの窓を開けテラスへ出る。

　うちの小さなベランダとは比べ物にならないくらい広々としたテラスには、ベンチとテーブルが置かれており、そこにふたり並んで腰かけた。

「テラスにベンチなんて、本当にリッチですね」

「そうか？　普段ひとりでボーッとする時くらいしか使わないけど」

　話しながら由岐先生はボトルを開け、中身をグラスへ注ぐ。

　炭酸の泡が浮かぶグラスを手に取ると、とりあえず、と互いにコンと合わせて小さく乾杯をした。

　ひと口飲むと、すっきりとした炭酸と甘めのアルコールが喉を通り、肩の力が緩むのを感じる。

　頼が生まれてから、平日の夜にゆっくりとお酒を飲むなんて初めてかも。

　頼と過ごすにぎやかな夜も楽しいけれど、静かな夜もまた贅沢な気分だ。

　ベンチの背もたれに寄りかかるように顔を上げると、目の前に広がる東京の夜景に、つい目を奪われる。

「こんなにゆっくりした夜、久しぶり」

「子供といると夜もバタバタしてるだろうしな」

「そうなんです。さっきみたいにごはん食べて、お風呂入ろうとしたらぐずって泣かれて、疲れて頼と寝落ちって感じで」

　苦笑いをした私に、由岐先生はその光景が想像つくかのように笑った。

「けど夫婦ふたりでも大変なことをひとりでこなしてきた美浜はすごいな。頼もいい子に育つわけだ」

「いい子に、育ってますかね」

「あぁ。言葉がまだ通じなくたって、笑顔を見てればわかる」

　はっきりと言い切って笑ってくれる、その眼差しに心が揺れる。

　由岐先生の言葉はやっぱり、私に希望を与えてくれる。たったひと言が嬉しくて勇気をもらい、自然と笑みがこぼれてしまう。

　しばらく見つめ合うと、由岐先生はテーブルにグラスを置く。そして私の頬にそっと手を添え、ゆっくりと顔を近付けた。

「ダメです！」

　けれど私はつい、彼の顔を両手で思い切り押しのけた。

「なんでお前はそんなに俺を拒むんだよ」

「だって……その、婚約者はどうしたんですか！」

　勇気を出してたずねると、由岐先生は少し驚いてから言う。

「なんだ、美浜もその話知ってたのか」

「……はい、噂で聞いて」

　私の言葉に納得したように頷き、彼は言葉を続けた。

「婚約者の件なら、海外に行く前の時点で断った」

「え……？」

　断った……？

　まさかの言葉に驚きを隠せない。

「そもそも親が決めた話で、俺も彼女とは数回会っただけで食事くらいしかしてないしな」

　そうだったんだ……。

　由岐先生の言葉に、心からホッとしている自分がいる。

　だからといって彼との関係が変わるわけじゃないのに。

「でもどうして断ったんですか？　相手、有名病院の娘さんだったんですよね？」

「病院の得になるからとはいえ、親が勧めるまま結婚していいのかっていう迷いはずっとあってな。それが美浜に会ってから確信に変わった」

「え？」

　私？

　意味がわからず首を傾げると、由岐先生はふっと笑って再びこちらへ手を伸ばす。

　そして私の髪を指先で優しく撫でた。

「あの日、『ずっと好きだった』って言い切ってみせただろ。そんな美浜を見て、結婚っていうのはここまで想える人とするべきだと思ったんだ」

「……そんな理由で、病院を大きくするチャンスも棒に振ったんですか」

「別に俺は病院のために婚約話を受けたわけじゃなかったからな。それに、俺にとっては『そんな理由』じゃなかった」

　落ち着いた声で丁寧に、由岐先生は話を続ける。

「五年前の、未熟でなんの力もなかった俺のことを覚えてくれていた。そんな俺を好きだと言った、美浜の眩しいくらいの純粋さに、惹かれたんだ」

　あの日の私を見て、そう思ってくれた。

　その言葉がとても嬉しくて心を揺さぶられる。

「心惹かれる人にしか触れたくない。永遠を誓うなら、好きな人がいい」

　真っ直ぐに見つめてその黒い目に私を映すと、ゆっくりと近付いて額にキスを落とした。

　……そんな風に言われたら、期待する。

　触れる唇に心が込められているんじゃないかって思ってしまう。

　だけど、婚約破棄をしているからといって私がそのポジションに納まるわけじゃない。

　私と由岐先生がつりあうわけがない。

　それに今更、散々嘘と拒否を重ねた私は、本当のことを素直になんて言えない。

　彼にはもっとふさわしい人がいるはず。その人と出会い、一緒になってくれたら。

　そう願うのに心は戸惑い揺れて、頬を撫でる指先に愛しさがあふれてしまう。

　視界を覆う彼の顔に、拒まなきゃ、受け入れちゃいけない、と思うのに。重ねられる唇に私は目を閉じ、そのキスを受け入れた。

　柔らかな唇と、微かにアルコールの味が混ざり合う。

　あの夜よりもはっきりと鮮明に、より強く、由岐先生を感じた。




　そんな夜を越え、迎えた朝。

　瞼越しに朝陽の明るさを感じて私は目を覚ました。

「ん……朝」

　いつもより柔らかなベッドの感触に、そういえば、とここが自宅じゃないことを思い出した。

　昨日は由岐先生とテラスで過ごして……次第に眠くなってきてしまった私に、由岐先生は当たり前のように同じベッドで寝ることを提案した。

　当然一度は拒否したけれど、『家族なんだから自然なことだろ』と強引な彼に、三人で眠ることにした。

　頼がいる中でなにかがあるわけもないとわかっていても、同じベッドで眠ることはやはりドキドキしてしまって、なかなか寝付けなかった。

　けど結局、気付いたら寝てしまったみたいだ。

　思いだしながら寝返りを打つと、同じベッドの上に頼、由岐先生、私の順番で並び三人で眠っていたことに気付いた。寝るときは頼が真ん中にいたはずだけど、寝ている間に壁際にいってしまったらしい。

　由岐先生の右手は私の下に、左手は頼に添えられている。

　まるで、私も頼も大切にすると言ってくれているようだ。

　その温かさがまた愛しくて、名残惜しさを感じながらも私はゆっくりと体を起こす。

　仕事が終わったら帰るから、荷物をまとめておかなくちゃ……。

　由岐先生と頼を起こしてしまわぬように、ベッドから下りようとした。

　ところがその時、突然腕をくいっと引っ張られる。

「わ……由岐先生？」

「まだ起きるには早くないか」

　まだ少し眠そうな目をした由岐先生は、寝起きの少し掠れた声で呟く。

「いえ、今日仕事が終わったら家に帰れるように支度しておかないとと思って」

「今日も泊まっていけばいい。言っただろ、このまま住んだっていいって」

　由岐先生はそう言って腕を引き、私を再びベッドへ引き戻す。その長い腕にすっぽりと後ろから抱きしめられ、胸がドキッと跳ねた。

「……ダメです、そこまで甘えられません」

「甘えろよ。いつだって何度だって、俺だけに」

　強引な腕と、言葉。だけど温もりは優しくて、やっぱり好きだと思う。昨夜のキスを拒めなかった自分がなによりの証拠だ。

　……受け入れちゃダメってわかってる、だけど今だけ。

　由岐先生の胸に額をあてて、再び目を閉じた。










【６】願いとは、強さをくれるもの




　頼を産むと決めた時、両親は当然いい顔をしなかった。

　恋人の存在すらも聞いていなかった娘から突然、『子供ができた』、『父親はいないけど絶対に産む』と言われれば当然かもしれない。

　だけど、それでも私は産むことを諦めなかった。

　人生でこんなにもなにかを譲れないと思ったのは初めてだった。

　母親として、責任を持って育ててみせると約束した私に根負けし、両親は産むことを認めてくれた。

　父親がいない形で子供を産み、母親としても人間としても未熟な私は、時には頼に強く当たってしまうし疲れて動けなくなることもある。

　母親としてまだ胸を張れないし、自分の選択が正しいかなんてわからない。

　だけど頼の笑顔を見るだけで報われた。

　それに加えて今では由岐先生の優しさに触れるたび、彼との子供を産んでよかったと心から思える。

　この気持ちが永遠に誰にも言えないものだとしても。




　由岐先生の家にお世話になった日から一週間ほどが経った、九月の下旬。

「くちんっ」

　水道管もすっかり直りひと安心のある日の夜、お風呂上がりのリビングに頼の小さなくしゃみが響いた。

「あらら、頼お洟はな出てるよ」

　小さな鼻から垂れる鼻水をティッシュで拭い顔に触れると、体温がいつもより少し高い気がする。

「風邪かな。冷えてきたもんね、あったかくして寝ようね」

「うー」

　頼にパジャマを着せると、続いて私も「くしゅんっ」とくしゃみが出た。

　まずい、私も風邪引きそう。

　頼もだけど、私まで体調崩してちゃ大変だ、気を付けなくちゃ。

　そんなことを考えた、翌朝のこと。

　ピピピ……と音を立てた体温計を見ると、そこには三十七度四分と表示されていた。

　頼、微熱出てる。昨晩の心配は当たり、頼は風邪を引いてしまったようだ。

　でも頼を休ませると、私も休まなくてはならない。職場の迷惑になるし、極力それは避けたい。

　ギリギリだけど保育所は行ける体温だ。預けさせてもらおう。

　そう決めて、私はいつも通り支度をすると保育所に頼を預け仕事へ向かった。

　うう……私も寒気がする。明日あたり熱が出そうだから薬を飲んでおこう。

　ロッカールームで風邪薬を飲み、小児科へ向かい廊下を歩く。

「あ、荻ちゃん！」

　するとその途中、声をかけられた。

　振り向くとそこにいたのは、院内の清掃員である原はら田ださんだ。

　なにかと顔を合わせることが多く、ちょうど私の母と原田さんが同じ歳、そして私と原田さんの娘さんが同じ歳ということでこうしてたびたび話をする仲だ。

「原田さん、おはようございます」

「おはよう。ちょうどよかった、話があったの」

「話？」

　なんの話だろう、とたずねる私に原田さんはにこにこと笑う。

「荻ちゃん、お見合いしない？」

「へ？　お見合い？」

　いきなりなにを？

「知人の息子さんがお嫁さんを探しててね、うちの病院にこんな子がいるの～って荻ちゃんのことを話したら一度会ってみたいですって」

　由岐先生と私の噂を知らないのだろう、原田さんは意気揚々と話を続ける。

「でも私、シングルマザーですし……」

「それが、お子さんがいても気にしませんって。だから会うだけ会ってみない？　頼くんにもパパがいた方がいいでしょ？」

　頼の名前を出されて、言葉を飲み込む。

「それにこの先もずっとひとりで子育てするなんて大変よ。荻ちゃんに万が一があったら頼くんも大変だし、そういう時のことも考えてあげないと！」

　私に万が一があったら……。

　原田さんが親切心から言った言葉は痛いところを突いていて、はっきり断ることができなくなってしまう。

「……少し考えさせてください」

「もちろん。気持ちが決まったら教えてね」

　原田さんに軽く会釈をすると、私はその場から歩き出した。

　確かに、生活の面でも金銭面でもこれからもっと大変になるだろう。

　もしも怪我や病気で働けなくなったら？　事故で命を落としたら？　私になにかがあった時、頼はどうなっちゃうんだろう。

　そう思うと確かに、父親という味方はいた方がいい。

　それに未婚で子持ちというわけありの私でもぜひ、と言ってくれる人がいるだけですごいことだ。

　……そっか、そういうのもありだ。

　他の誰かと結婚して、由岐先生との関係を完全に断ち切る。

　由岐先生は夫婦になろうと言ってくれているけれど、それはきっと責任感や同情からだろう。つりあいもしない私を本気で想っているわけがない。

　今後なにかの拍子に彼が私自身を愛しているわけじゃないと知って傷つくくらいなら、他の誰かと結婚して今度こそ本当の別れをする方がまだつらくない。

『心惹かれる人にしか触れたくない。永遠を誓うなら、好きな人がいい』

　彼の言葉を思い出すだけで、この胸は期待してしまうけれど。

　――プルルル。

　そんなことを考え続けていた仕事中、突然鳴り響いた電話の音にハッとして受話器を取った。

「はい。小児科病棟、荻野です」

《あっ、キッズルームです。荻野さん、頼くんなんですが……》

　それは保育所からの電話で、頼が三十八度近くまで発熱したため迎えにくるようにとのことだった。

　やっぱり熱上がっちゃったか……。

　私は鏡花ちゃんたちに事情を話して頭を下げ、急いで保育所へと向かった。

「頼、来たよ！」

　保育士に抱えられた頼は熱で苦しいのか泣きじゃくっている。

「うっ……うぁぁぁんっ、まーんまぁー!!」

「ごめんね、お待たせ。よしよし」

　頼を受け取ると、その手で必死に私の腕にしがみつく。

「荻野さん、すみません。お仕事中だったのに」

「いえ、こちらこそすみません……頼、ずっとこの状態でしたか？」

「はい。苦しくて不安で、早くママに会いたかったんでしょうね」

　保育士にお礼を言い、家へ向かい歩き出した。

　泣きじゃくっていた頼はいつのまにか腕の中でぐっすりと眠っている。真っ赤な頬と濡れた目元が胸を締めつけた。

　不安だったよね。本来なら朝の時点で休ませて、私がそばにいてあげればよかったのに。

　自分の都合で預けて、つらい思いをさせて……ダメな母親だ、私。

「ごめんね、頼……」

　頼への罪悪感で胸は埋め尽くされて、腕の中の頼をギュッと抱きしめた。




　その後頼を病院へ連れていき、帰宅後もぐずったり吐いてしまったりする頼の看病で深夜まで眠れなかった。

　けれどその甲斐あってか翌日には熱も下がり、頼はすっかり元気になった。

　子供の回復力ってすごい、そう思うと同時に、今度は私の体温が三十八度を超えていた。

　体重い、足がふらつく……昨日も早退させてもらったばかりだけど、この体調で出勤するわけにもいかないし休ませてもらおう。

　鏡花ちゃんに電話をして事情を話すと、電話の向こうからは《了解！　お大事に！》と快い答えが返ってきた。

　とりあえず、病院行かなくちゃ……。

「まんまぁ？」

「大丈夫だよ。でもママが早く元気になれるように、一緒に病院ついてきてくれる？」

「んー！」

　元気よく返事をする頼を不安にさせないように、笑顔を作って家を出た。

　ところが、アパートの敷地を出ようとしたところで足が止まってしまう。

「まんまぁー？」

「ごめんね、頼ちょっと待って……」

　せめて頼を大家さんか誰かに預けてから、そう思うのに動けない。それどころか足に力が入らず、その場に膝をつきうずくまってしまう。

　自分がここで倒れて、頼がどこかへ行ってしまったら、頼になにかがあったら。

　そんなの絶対ダメ、そうわかってるのに動けない。

　視界が回り、汗が滲み、ひどい寒気を感じる上に体が重い。

「よ、り……」

　そのまま体は地面に倒れて、意識が遠くなっていく。

　ごめんね、頼。こんなママで、頼りなくてごめん……。

「――浜……、美浜!!」

　遠くで由岐先生の声が聞こえた気がした。




　ふと目を覚ますと、私は柔らかなベッドの上にいた。

　大きな窓から照らす日の明るさと、清潔感のあるシトラスの香りが鼻をくすぐるその部屋は自宅ではないけれどどこか見覚えがある。

「ここ、は……」

　掠れた声で呟くと、同じタイミングで部屋のドアが開いた。

　そこから姿を現したのは、白いワイシャツ姿の由岐先生だ。

「起きたか」

「由岐先生……ここって」

「俺の家。美浜の家に勝手に入るのもどうかと思って連れてきた」

　そっか、由岐先生の家。だから見覚えがあったんだ。

「でもどうして由岐先生が……」

「保育所の人から、昨日頼が具合悪くて早退して、その上美浜も調子悪そうだったって聞いてな。念のため様子見に来たら、アパートの外で美浜が倒れてた」

「そうだったんですか……」

　由岐先生が来てくれていなかったら、あそこで倒れたままだったかも。

「はっ、頼は！」

　倒れる直前のことを思い出し、咄嗟に体を勢いよく起こすけれど、くらっとめまいがしてひっくり返りそうになってしまう。

　そんな私に由岐先生はすぐさま駆け寄り、上半身を抱き留めた。

「いきなり飛び起きるな。解熱剤投与したとはいえ、三十九度近くあったんだ」

　呆れたように言いながら、彼はまくらの角度を変えクッションのようにしてくれる。

　そこに寄りかかると負担なく体を起こすことができた。

「由岐先生、頼は……？」

「事情話して保育所に預かってもらったよ、安心しろ」

「そっか、よかった……」

　それを聞けただけで心の底から安心した。

「美浜は、大丈夫か？」

「え？」

「熱じゃなくて、心の方。ずっとうわ言みたいに『頼ごめん』って言って泣いてたから」

　由岐先生は言いながら私の目元をそっと撫でる。

　胸の中でずっと繰り返してた言葉は、声に表われてしまっていたのだろう。その不安をごまかすように私は笑顔を作る。

「大丈夫です。ちょっと頼が心配だっただけで、私は本当に……」

『大丈夫』。言い聞かせるように再び言おうとしたその時、目から自然と涙がポロッとこぼれた。

「あれ、なんで……」

　涙はひとつこぼれると、次から次へとあふれ出る。

　止めようとしても止まらない涙を、由岐先生は指先でそっと拭った。

「たまに、自分の選択が正しかったのかわからなくなるんです……」

「選択？」

「父親がいなくても頼を産む、ひとりで育てるって決めたのに……私、できないことばっかりで、頼を不安にさせて悲しませて」

　きっと、体調不良からくる不安定な気持ち。

　いつもは隠せている不安が、むき出しになってしまう。

「あの子には私しかいないのに……こんな私が頼の親でいいのかなって」

　強くなるって決めたはず。だけど私はいつまでたっても弱いまま。

　子供のように泣きじゃくりながら、泣き顔を見られたくなくて両手で顔を隠す。

「そうやって自分を追い込むな。人ひとりを育てるんだ、迷ったり悩んだり、誰かに頼ることもある。そうやって自分だって育てられてきた」

　由岐先生は顔を隠していた手をそっと外すと、大きな手で私の手を包んでくれる。

「だから、無理、しんどいって思う時は俺を頼れ。いつだってどんな時だって、俺は美浜と頼の味方でいるから。だから強くなくていい、ひとりじゃない、大丈夫だ」

　彼の言葉は、あの日と同じ温かさを持ち、私の心を救う。

　何回だって繰り返し、『大丈夫』と伝え続けてくれるのだ。

「それに、こんな私なんて言うなよ。頼にとっては美浜がこの世界でただひとりの母親なんだから」

「そう、ですけど……」

「今朝俺が美浜を見つけた時、頼は美浜のそばから一切離れず泣いてたよ」

「え……？」

　由岐先生の言葉は少し意外だった。いつもの頼ならひとりでふらふら歩いていってしまうとばかり思っていたから。

「美浜の隣で服の裾しっかり握って泣いててさ。幼いなりに今ここで美浜から離れちゃいけないって思ったんだろうな」

　突然母親が倒れて、不安にさせてしまったかもしれない。きっと怖かっただろう。

　だけど逃げ出さず、ずっとそばにいてくれた。

　そんな頼を思うと愛しくて、早く会って抱きしめたいと心から思う。

「それで、由岐先生がここまで……？」

「あぁ。これから仕事に戻るけど、夕方には頼連れて帰ってくるから。大事をとって今日はうちに泊まれ」

「なにからなにまですみません……」

　この前も泊めてもらって、今回はこうして看病までしてもらうなんて。

　申し訳なさから呟くと、由岐先生は顔を近付ける。

「せっかくなら『すみません』以外の言葉が聞きたい」

　すみませんじゃなくて、それ以外の言葉は……。

「……ありがとう、ございます」

「よくできました」

　私のひと言に由岐先生は優しく微笑むと、額にキスをして部屋を出た。

　またこうして、由岐先生の存在が胸の中を埋め尽くしていく。

『大丈夫』という彼の言葉が今日も私を強くしてくれた。










【７】願いとは、近付き遠くなるもの




　すっかり熱も下がり、体調も本調子に戻ったある日の夕方。

　定時で仕事を終えた私は頼を迎えに行くべく、身支度を済ませロッカールームを出た。

　体が軽い、健康って素晴らしい。

　熱を出し倒れた五日前のあの日、私は由岐先生の家にお世話になった。

　頼を連れて帰ってきた彼は、夕飯の支度から頼のお風呂、寝かしつけまですべてしてくれて……夜中に頼が『ママ』と泣いていたようだけれど、由岐先生があやしてくれたのだった。

　次の日には熱も下がったけれど、『大事を見て今日一日ゆっくりしてろ』とまた泊めてもらい、自宅へ戻ったのは二日後のことだった。

　すっかりお世話になっちゃった。それに、熱で弱っていたとはいえ子供みたいに泣いて恥ずかしい。

　けれど、そんな私のことも受け入れてくれるから、甘えてしまう。

「あ、ロッカーにハンカチ忘れた」

　ふとバッグの中を見て気付くと、私は急いでロッカールームへ戻る。

　そして部屋のドアに手をかけた、その時だった。

「あーもう、由岐先生の噂が本当だったなんて超ショックー！」

　聞こえてきた『由岐先生』の名前に、思わずドアを開ける手が止まる。

　由岐先生の噂って……？

「あぁ、小児科の荻野って子だっけ？　あの子と結婚するって噂、本当だったんだ」

　って、私との噂のこと!?

　続いて出てきた自分の名に、血の気が引いていく。

「看護師の中ではどうせただの噂って信じてなかった子も多いんだけどさ、由岐先生のマンションから由岐先生とあの子と子供が出てくるの見た先生がいるんだって！　これはもう確実に同棲中じゃん！」

「あー、それは確実だねぇ」

　そ、そんなことが……。

　以前からの噂が、先日私が由岐先生の家にお世話になっていたことを知られてさらに広がってしまったんだ。

　でもここで私が出ていって否定するのもなんかなぁ。

　どうするべきかと頭を悩ませていると、彼女たちは話を続ける。

「でも正直もったいないよねぇ、由岐先生ほどの人がただのクラークで、しかも未婚のシングルマザーと付き合うなんてさ」

「だよね。医師でも看護師でももっと美人で優秀な人なんていくらでもいるのに、よりによってあの程度の子って。つりあわないって」

　なんてことない気持ちで言っているにすぎないのだろう彼女たちの言葉は、胸の痛いところにぐさりと刺さる。

　……そうだよね、周囲からはそう見られて当然。

　私と彼は立場も大きく違う、ましてや私は未婚の母だ。

　変な噂になって由岐先生の評価を下げちゃいけない。

　やっぱり、距離を置くべきだ。

　わかりきっていたことなのに、落ち込む気持ちを隠し切れない。

　ロッカールームに入ることをやめ、私はそのまま保育所へ向かった。

　足取りは重く、けれど頼の前では元気でいなくては、と息をひとつ吸い込んで保育所のゲートをくぐる。

　すると、頼を膝に乗せ、保育所の敷地内にあるブランコに揺られる由岐先生の姿があった。

「美浜、お疲れ」

「由岐先生……」

　距離を置くべき、そうわかっていても彼の目がこちらを向くだけで嬉しい。

「まんまぁー！」

　私を見つけた頼は彼の膝から下り、手にしていた折り紙を見せてくる。

　それは保育士さんが作ってくれたのだろう、象の形の折り紙だ。

「ん？　頼これどうしたの？」

「うー！」

　なんだか興奮気味に、象の折り紙をぶんぶんと振り回す頼に、意図が読めない私。そんな状況に由岐先生が笑いながら口を開く。

「俺が来た時からこうでさ、保育士さんに聞いたら、今日象のＤＶＤを見て以来この興奮っぷりだそうだ」

「あぁ、それで……」

　そういえば普段本物の動物なんて見ないから、映像だけでもテンションが上がったんだろうなぁ。

　納得していると、由岐先生は思いついたように言う。

「じゃあ頼、今度の日曜に本物の象さん見に行くか？」

「え？」

「日曜なら美浜も休みだろ？　三人で動物園に行こう」

　その誘いは嬉しいけれど、さっきの噂もあるし、距離を置くべきだと思う。

　でもはしゃぐ頼の顔を見ると断れず……なにより自分も本心では嬉しくて、頷いた。

　由岐先生とはつりあわない。だから、これ以上甘えずに離れた方がいい。

　そう思うのに、優しさを撥はね除のけられない。




　そして、迎えた日曜日。

　由岐先生の車に乗って三人でやってきたのは、都内にあるパンダで有名な動物園だ。けれど頼はパンダには目もくれず、象の檻の前で目を輝かせていた。

「うきゃー！　まんま！　おーん！　おーん!!」

「うん、ぱおーんだねぇ」

　大興奮で象を指差し大きな声で叫ぶ頼に、私は少しでも近くで見せてあげようと抱っこする。

「美浜、俺が代わる」

「え、でも」

　由岐先生は私の腕から頼を受け取り、よく見えるようにと肩車をしてくれる。より高い位置から見る象に、頼はいっそうはしゃいだ。

「すみません、ありがとうございます」

「気にするな」

　頼と象を見上げる由岐先生をつい横目で見つめる。

　その姿は、コーチジャケットにグレーのパーカー、黒いパンツといつもよりカジュアルな印象だ。白衣姿や出勤着より少し若く見えるかも。

　でも、どんな格好でもそのスタイルと顔立ちからモデルのように決まって見え、つい見惚れてしまうのが悔しい。

「ね、見て。あのパパ超かっこいい」

　周囲の人も同じ意見のようで、その声とともにこちらをチラチラと見る視線を感じた。

　……それと比べて、私の格好ときたら。

　荷物が多いからと大きなリュックを背負って、動きやすさ重視のパンツスタイルにスニーカーとなんとも色気のない格好だ。

　せめてもうちょっとおしゃれしてくればよかったかも。でもひらひらした服やヒールは動きづらいし頼を連れて歩くのには不向きなんだよね……。

　でも、けど、と考えていると由岐先生はなにかに気付いたようにこちらへ視線を留める。

「ん？　美浜どうかしたか？」

「い、いえ……どうかしたってほどじゃないんですけど、もうちょっとまともな格好してくればよかったかなって」

「格好？」

　由岐先生は不思議そうに聞き返しながら、ジッと私を上から下まで見つめると、察したように口を開く。

「それはつまり、デートだからもっとおしゃれすればよかった、ってことか？」

「デッ……!?　違います！　別にそうじゃなくて！　デートとか思ってませんから！」

「そうか。俺はそのつもりで誘ったんだけどな」

「え!?」

　そうなの!?

　デートという言葉に反応して思わず頬が熱くなる。そんな私を見て由岐先生はおかしそうに笑うと私の頭をくしゃくしゃと撫でた。

「大丈夫だ、どんな格好でもかわいいよ」

　甘い言葉を囁きながら見せた小さな笑みに、胸の奥がくすぐったくなる。

　そんな言葉、ずるい。

　熱い頬を隠すように両手で押さえていると、たまたま近くを通った従業員の女性と目が合った。

「こんにちは、よかったらご家族でのお写真お撮りしますよ～」

　女性が親切心から言った『家族』の言葉に一瞬戸惑ってしまうけれど、由岐先生はすかさず頷く。

「ありがとうございます。頼、象さんと写真撮ってもらおうか」

「きゃーあ！」

　よろこぶ頼を肩車したまま由岐先生は私を手招き、ちょうど象がよく写る位置に立つ。

「あの、由岐先生……」

「せっかくだしいいだろ、記念にな」

　彼の笑みに小さく頷くと、私たちは三人でカメラの方を見た。

　日曜日の園内はたくさんの家族連れでにぎわっている。私たち三人もこの中のひと組に見えているということかな。

　夫婦に、親子に見えているとしたら、嬉しいな。

「はい、ＯＫです。こちらお写真どうぞ！」

「ありがとうございます」

　インスタントカメラからプリントされた写真を見ると、この動物園オリジナルのフレームに笑顔の私たち三人が写っている。

　この景色の中では、互いの立場の違いも周囲の目も評価も関係ない。

　それはどう見ても幸せな三人家族で、宝物にしようと思えた一枚だった。




　それから私たちは三人で園内をぐるりと回った。

　そして気付けば時刻は十二時過ぎのお昼時となっていた。

「そろそろ昼食にするか」

「はい。私お弁当作ってきたので、向こうの広場で食べましょうか」

　一面が芝生で覆われた広場の一角で、レジャーシートを敷きお弁当を広げる。

　目の前に並んだおかずとおにぎりを、由岐先生はまじまじと見た。

「どうかしましたか？　あ、苦手なおかずとかありました？」

「いや、そうじゃない。人の手料理は久しぶりだと思ってな」

　少し嬉しそうに言って、彼は「いただきます」と玉子焼きをひとつ食べる。

「ん、うまい。甘めなんだな」

「はい。実家が玉子焼きは甘め派で」

　なにげない会話の中でこぼれた由岐先生のひと言が嬉しい。

　すっかり由岐先生になついている頼は、彼の膝の上で頼用の小さなおにぎりを頬張っている。朝からはしゃいで興奮してごはんを食べて……幸せそうな頼に胸がいっぱいになる。

「由岐先生、今日は連れてきてくれてありがとうございました。頼が楽しそうでよかった」

「あぁ。ここまでよろこんでもらえると連れてきた甲斐があるな」

　口の周りにごはん粒をつける頼を見て、お互い自然と笑みがこぼれた。

　快晴の空の下、この時期にしては暖かな気温とそよぐ風。そんな穏やかな天気の中、気付けば頼はごはんを食べながら寝てしまっている。

「寝ちゃったな」

「朝からあれだけはしゃいでたから、電池切れって感じですかね」

　手にしていた食べかけのおにぎりを取り、上着を頼にかけてあげようと脱ごうとした。すると由岐先生はそれを止め、自分の上着を脱ぎ頼にかけてくれた。

　こういう些細なことのひとつひとつが、また彼の優しさを教えてくれる。

　昼食を食べ終え、私たちは眠る頼を見守りながら風にあたっていた。

　ふたり並んで座っていると、由岐先生は自然と私の手に自分の手をそっと重ねた。

　なんて、幸せな時間なんだろう。

『つりあわない』『もったいない』、そんな周囲の言葉も気にせずいられる。こんな時間がずっと続けばいいのにと願ってしまう。

「……美浜」

　すると不意に、由岐先生が口を開く。

「はい？」

「ずっと聞きたかったことがあるんだけど、いいか？」

　由岐先生が私に聞きたかったこと？

　見当もつかず首を傾げると、彼は言葉を続ける。

「どうしてお前はあの日、俺のことを受け入れた？」

　それは、彼と再会し体を重ねたあの夜のことを指しているのだろう。

　突然の問いかけに戸惑いながらも、冷静を装い答える。

「言ったじゃないですか、ただの勢いだったって。初恋の人に再会して浮かれちゃっただけです」

「俺も最初はそんなもんかと思った。けど美浜を見てる限り、そんな軽率なタイプには見えない」

　私の目をジッと見つめて呟く。

　その言葉は、由岐先生がこれまで私を見てくれていた証あかし。

　だけど、この気持ちを正直には言えない。

　あの夜、たったひと晩だけでもと縋るような気持ちで繋がったこと。

　ずっとあの夜の温もりが忘れられなくて、だからこそ頼を産みたいと強く思ったこと。

　今でも、あなたのことが好きだということ。

　好きだからこそ、どの気持ちも伝えられない。

　もしも同情だったら、と由岐先生の本心を知るのが怖い。

　周囲の言葉から、つりあわないと思い知らされることがつらい。

　……だけど、どれくらいあなたを想っていたか、それだけは伝えたい。

　その想いから、口が自然と動く。

「……前に、私も親に反発してた時期があったって言ったじゃないですか」

「あぁ、体の弱い妹さんに嫉妬して、って」

「はい。私ずっと、特に母に対して『どうせ私より妹の方が大切なくせに』って思ってたんです」

　妹のことは、もちろん私も大切だった。

　けれど、私が勉強を頑張っても、なにかを期待しても、母の目はいつも妹に向いていた。寂しいという気持ちはいつしか嫉妬になって心をひねくれさせ、母に強く反発するようになった。

　家では無言でいるようにもなったし、妹にも冷たくした。それを注意した母にきつい言葉をぶつけたこともある。

　だけどそれは、あの事故の日をきっかけに変わった。

「だけどあの事故の日……突っ込んできた車は本当は私をめがけていて、でも母が庇って助けてくれたんです」

　いつも妹のことばかりで、私なんて見ていないと思ってた。

　そんな母が、必死な顔で私の体を突き飛ばした。

『美浜!!』

　次の瞬間、尻餅をついた私の前には、ぐしゃぐしゃになった車と血まみれで倒れた母、無数の人の悲鳴が響き渡っていた。

「私を庇って重体になった母を見て、ようやく気付いたんです。母が私のことも、ちゃんと大切に思ってくれていたって。それと同時に、自分が今まで発してきた言葉のひどさにも、気付いた」

　これまで何度、母にきつい言葉を言ってしまっただろう。

『どうせ私のことなんてどうでもいいくせに！』

　母の言葉には耳も傾けず、自分の思いばかりをぶつけただろう。

　病院に搬送され、手術室の外で母を待つ間、そんな自分のこれまでの行いを悔やみ、次第に怖くなった。

「『庇ってくれてありがとう』も『今までごめん』も言えずに、このまま母を亡くしてしまったらどうしようって怖くて不安で……そんな時励ましてくれたのが、由岐先生だったんです」

　私を見た彼に、小さく笑う。

『大丈夫』

　そう言って頭を撫でて、母を助けると約束してくれた。その優しさと頼もしさが今にも折れそうだった心を救ってくれた。

「由岐先生が『大丈夫』って励まして、母を助けてくれたから……私はその後母に謝って向き合うこともできた」

　あの日由岐先生がいてくれたから、私は今悔やむことなくここにいられている。

「それからずっと、心に由岐先生の存在が残ってたんです。それはいつしか恋になって、追いかけるようにあの病院に入って……だからこそ、再会したら止まれなかった」

　ずっと好きだった。ずっと、ずっと、今この瞬間も。

　こぼれ出す言葉に、ふとしゃべりすぎてしまったことに気付いた。

「……まぁ、もう過去の話ですけど」

　最後に嘘を付け足して、自分の心を抑え込んだ。

　すると由岐先生は私の頭をそっと抱き寄せる。周囲の人の目も気にすることないその行動に、私もされるがまま彼に頭を預けた。

「……前にも言ったけど、俺はそんな大した人間じゃない。俺は――」

　顔を上げると、なにかを言いかけた彼は悲しげに顔を歪める。この顔は前にも一度見たことがある。それは再会したあの夜、私が気持ちを伝えた時だった。

　その表情の意味をたずねようとしたけれど、遮るように由岐先生は私にキスをした。

　言葉の続きをはぐらかされてる、そう感じながらも、重ねられる唇を拒むことはできない。

　するとその時、私たちの顔の下で寝ていた頼がぱちりと目を覚ます。

「ん……まんまぁ……？」

　それに気付くと、由岐先生はゆっくり私から手を離した。

「頼、おはよう。もう一回象さん見に行くか？」

「おーん！　みぅー！」

　そして起きて早々はしゃぎだす頼に、私たちは荷物をまとめるとまた象を見に行くことにした。

　彼の悲しい表情が引っかかったまま、頼を抱き上げる由岐先生の優しい横顔を見つめた。










【８】願いとは、心の中できらめくもの




　動物園に行ってから数日が経ったある日の午後。

　今日もいつも通り、小児科病棟の受付で仕事に追われていると、鏡花ちゃんから声をかけられた。

「ね、荻。見て見てこれ！」

「ん？　なに？」

　鏡花ちゃんが示すパソコンの画面は、医療関係のニュースのページだ。

　よく見るとそこには【東京国際中央病院　由岐徹也医師】の名前と、彼が全国でも数例しかない難しい手術を成功させたという記事が載っていた。

「へぇ……すごい」

「ね、こんな風にニュースに載っちゃうなんて、やっぱり由岐先生すごいよねぇ」

　難しい手術を……そんな話少しも聞いていなかった。というか、私や頼の前では仕事の話って一切しないかも。

　まぁ、同じ医療関係ってだけで私じゃ由岐先生レベルの話についていけないからかもしれないけど。

　でも由岐先生、思えば週に何日も夕方に上がって私たちと帰って……仕事は大丈夫なのかな。

　もしかして時間作るために無理してるとか？　お迎えは来なくていいって言った方がいいかな。

　そう考えていると、鏡花ちゃんは「ところで」と言いながらニヤッと笑う。

「ね、荻。結局のところ由岐先生とはどうなの？」

「えっ、な、なんのこと？」

「とぼけないの。聞いたよ～、荻が頼と由岐先生のマンションから出てきたって話。もう、なんだかんだ言っていい感じなんじゃん」

　以前耳にした噂が、鏡花ちゃんの元にも届いたのだろう。冷やかしながら問う鏡花ちゃんにどう答えるべきか戸惑ってしまう。

　するとその時、周囲が突然ざわめく。

　なんだろう、とカウンターから廊下を覗くと、そこには書類を手にした白衣の由岐先生の姿があり、こちらへ向かってきている。

　看護師や入院患者、その家族、周囲の視線を一気に集めながらも、彼はいつもの真顔のまま。

「荻野、この書類について確認いいか？」

「あっ、はい」

　仕事中だからか、いつもと違う呼び名で呼ぶ彼に、私は慌てて席を立つ。

　そして一緒にすぐ近くの応接室へ入ると、書類を挟んで内容について話をした。

「……そうか、わかった。この件は外科にも伝えておく」

　そう言う由岐先生は、手で目元を揉み、疲れている様子だ。

「由岐先生、疲れてます？」

「あぁ、朝から手術が二件あってな。神経使う内容だったから、さすがに疲れた」

　朝から……。その話に先ほどのニュースの件を思い出した。

「あの、由岐先生もしかしていつも無理してませんか？　由岐先生ほどのお医者さんが毎日のように夕方に上がるって大変なんじゃ……」

「無理はしてない。できる仕事は持ち帰ってるし、日によっては当直も入ってる」

「けど……」

　彼の休む時間を奪ってしまっているのでは、と申し訳ない気持ちを隠し切れない私に、由岐先生はふと思いついたように言う。

「ならちょうど頼みたいことがあったんだ。気がかりならそれでチャラでどうだ？」

「頼みたいこと？」

「あぁ。今週の日曜空いてるか？　可能なら頼抜きで。大丈夫ならその日に」

「え？　空いてますけど……」

　内容を詳しく言うことはなく、由岐先生は「じゃあ迎えにいく時間はまた連絡する」とだけ言って部屋を出る。

　由岐先生が私に頼みたいことって……なに？

　わからないけれど、まぁ彼が私になにか頼むなんてなかなかないと思うし。そう納得して、私は当日を迎えることにした。




　そして日曜日。頼を保育所に預け、私は由岐先生と車で出発した。

　用事の内容がなにかはわからなかったけれど、ふたりでの外出ということでモスグリーンのワンピースに黒のショートブーツとこの前よりは服装に気を遣ってみた。

「なんか、今日いつもと印象違うな」

「えっ、変ですか？」

「いや。どんな格好でもかわいいって言っただろ？」

　ただでさえふたりきりという状況に緊張してしまうのに、そんなことを言われたら余計ドキドキする。

　平常心、平常心。自分に言い聞かせるように心の中で呟いて話題を切り出す。

「あの、それで頼みたいことっていうのは？」

「あぁ。これから俺の実家に一緒に行ってほしい」

　俺の実家って……由岐先生の!?　ご両親がいる家!?

「じ、実家!?　いきなりですか!?」

「事前に言ったら美浜、絶対断るだろ？」

「直前に言われるのも嫌ですよ！」

　突然の言葉に動揺を隠し切れない私に、由岐先生は冷静に前を向いたまま話す。

「うちの親が最近、病院内での俺と美浜の噂を聞いたらしくてな。『一度連れてこい』『来ないならこちらから行く』と言われて、観念して行くことにした」

「ええ……」

　私と由岐先生の噂が、まさかそこまで届いていたなんて。

　由岐先生の親……つまりはうちの病院の院長夫婦が、勤務中にいきなり来るのは心臓に悪いかも。

　でも急に挨拶だなんて。

　職場で息子とそんな噂になるような女クビ！とか、息子とつりあわない女クビ！とか言われたらどうすれば……！

　頼とふたり、路頭に迷う将来を想像してゾッとしてしまう。

「そもそもただの噂ってことで流してもらって、私を紹介することないのでは……」

「俺としてはいずれ結婚するつもりだし、いい機会かと」

「は!?　私はそんなこと言ってない……！」

　赤信号で車を停めると、由岐先生はこちらへ顔を近付ける。

「何度もキスした仲なのに、か？」

　意地の悪い言い方をする彼に、先日のキスを思い出し顔がかあっと熱くなる。

「したんじゃなくてされたんです！」

「あぁ、確かにそうか」

　はは、と笑いながら由岐先生は視線を前に戻した。

　こうなっては仕方がない、彼女として装うしかないかと私は観念する。

「……せめて手土産を買いたいので、どこかお店寄ってもらってもいいですか」

「別に気遣わなくていいけど」

「ダメです！　私がクビにされたらどうするんですか！」

「クビ……？」

　そして戸惑いも収まらぬうちにやってきたのは青あお山やまにある住宅街。

　いくつもの家が並ぶ高級住宅地の中、ひと際目立つ白い外壁が眩しい三階建ての一軒家のガレージに車を停めた。

「……もしかして、ここですか？」

「そう、ここ」

　ベージュ色の洋瓦に黒い格子がアクセントになった、おしゃれな洋風の家。車を降り、正面から見るといっそう大きく、いくつもの窓が並ぶその建物を唖然と見上げた。

都内の一等地にこんな立派な家……さすが院長。

　すっかり腰が引けてしまった私を気に留めることなく、由岐先生は【由岐】と書かれた表札の横の門を通り敷地内へ入った。

　綺麗な芝生の庭を横目に通り過ぎ、重厚感のある玄関のドアを開けた。

　その先に広がる玄関は綺麗に片付いており、玄関だけで私の家のひと部屋くらいある。

　するとパタパタとスリッパの音を立てやってきたのは、茶色い髪をふわふわと揺らした六十代くらいの中年女性だ。少し細いたれ目がちな顔をしたその女性は、穏やかな雰囲気を漂わせにこりと笑った。

「徹也、おかえりなさい」

「ただいま。父さんは？」

「もちろんいるわよ。それにたまたまだけど、今日は智とも成なりもいるの」

　どうぞ、と促されて靴を脱ぎ家に上がる。

　そして通されたのはこれまた広々としたリビングだ。カーテンが開けられた大きな窓からは、タイル造りのテラスと綺麗なガーデニングをされた庭が見える。

　茶色いトイプードルが二匹、「ワン！」と出迎えるその部屋で、Ｌ字形のソファに座る男性がいた。

「徹也。久しぶりだな」

　それは白髪交じりの髪をラフにセットした男性。目力のある端整な顔立ちは由岐先生によく似ていて、紛れもない血の繋がりを感じさせた。

「お、そちらが例の……」

　こちらへ向いた視線に、私は背筋を伸ばして頭を下げた。

「はじめまして、由岐先生……じゃない、徹也さんとお付き合いさせていただいております、荻野美浜と申します。これ、つまらないものですが」

「美浜ちゃん、ね。かわいい名前だわ～」

「わざわざすまないね、お気遣いありがとう」

　ご両親は差し出した袋を受け取り、にこにこと優しい笑みを見せる。

「確かうちの小児科で働いてるんでしたっけ」

「はい。クラークとして勤務させていただいております」

「はは、そんな硬くならずに」

　由岐先生のお父さんはあははと声をあげ、笑った。

　由岐先生のご両親とは思えないほど穏やか……！

　てっきり見定められるとばかり思っていただけに、拍子抜けしてしまう。

「急にごめんなさいね。徹也に彼女ができたなんて噂を聞いたら、どんな子なのかどうしても気になっちゃって」

「けど俺たちがいきなり小児科まで行ったら、何事かと思われて大騒ぎになっちゃうもんなぁ」

　笑って言う由岐先生のお父さんに、確かに院長夫婦がいきなり小児科病棟に来たとなるとみんな騒然としてしまうかもしれないと思った。

　想像して苦笑いをしながら、私は由岐先生へ小声で言う。

「あの、随分イメージと違うんですが……」

「言っただろ、気遣わなくていいって。そういうの気にするタイプじゃないんだって」

　言ってたけど……あまりにも予想外すぎる。

　するとそこへ、ドアが開く音が響き、もうひとり誰かが入ってくる。

　振り向くと、部屋の入口には由岐先生より少し年上だろう男性がいた。

「あっ智成、ちょうどいいところに。今徹也がお付き合いしてる方を連れてきてくれたの」

　智成と呼ばれた彼はひと重のつり目で眼鏡をかけ、線が細く神経質そうな雰囲気だ。彼がにこりともせず由岐先生を見ると、その場の空気が一瞬ピリッとした。

　ん？　なにこの空気……？

　違和感を覚えていると、智成さんは続いて私へ視線を向けた。

「どうも、徹也の兄の由岐智成です」

「はじめまして、荻野美浜と申します」

「智成はもともとうちの外科医だったんだけど、今は医大の方で教員として働いているの。よろしくね」

　うちの病院の敷地内にある医大のことだろう。まだ若いのにそこの教員として働いているなんて、智成さんもエリートなのだと思う。

「立ち話もなんだし座りなさい」

「そうね、お茶でも淹いれましょうか」

「あっ、私手伝います！」

　客として寛くつろぐのもどうかと思い、由岐先生のお母さんとキッチンへ向かった。

「そうだ、せっかくだしいただきもののとっておきのカップ使おうかしら。あ、でも地下にあるし結構重いから徹也に頼んだ方が……」

「あの、私でいいなら持ってきます」

「あら、いい？　そこの階段から地下に入って、すぐ右手のケースの中にあるから」

　由岐先生のお母さんからの説明を受け、私は部屋を出て階段を下りた。

　自宅に地下室があるなんて……本当にすごい。

　それにしても、由岐先生にお兄さんがいたなんて初めて知った。

　無愛想なところは由岐先生と似てるけど、ちょっときつそうで由岐先生とはまた雰囲気が違う。それにあの空気、なんだかわけありな感じ……。

　考えながら地下室に入り、辺りを見回す。右手のケースの中にあるって言ってたけど、どれだろう。

「カップならそのケースの中」

「えっ」

　突然の声に振り向くと、背後には智成さんの姿があった。

　その言葉に従いケースを開けると、その中には確かに真新しい箱に入ったティーカップのセットがあった。

「どうしてカップを探してることを……？」

「母さんとの会話が聞こえたから。この部屋の中わかりづらいだろうと思ってついてきた」

「そうだったんですね、ありがとうございます」

　なんだ、意外と優しい人なのかも……。

　そう思いカップが入った箱を取り出そうとした、けれど。

「それで、アンタどうやって徹也のこと落とした？」

「え？」

　突然投げかけられた問いに、私は意味がわからず首を傾げる。

「なんのこと、ですか？」

「とぼけるなって。どんな女に言い寄られても相手にしないようなあいつがいきなり結婚するなんてよっぽどだろ」

　冷めた目をした彼は、鼻で笑いながら一歩こちらへ近付く。

「それにしても、せっかく有名病院の娘と結婚できるって話だったのに。こんな普通の女のために破談にするなんてな。そんな無計画な奴がこの先病院を背負うなんて恐ろしいよ」

　こんな普通の女って……確かに普通だけど、真正面で言われるとついカチンとくる。

　やっぱり最初の印象通りきつい人だ。

「アンタもあいつのどこがいいわけ？　やっぱ顔？　あ、そういえばシングルマザーなんだっけ、じゃあ金目当てだ」

「なっ……」

　失礼な言い方をされ反論しようとしたけれど、智成さんは私の言葉を遮るように続ける。

「言っておくけど、あいつの今の有名外科医の肩書きも、次期院長って立場もただ運がよかっただけだから」

「え？」

「あいつの大きな手術が何回か成功したのもたまたまだし、長男である俺が教職の方が好きだから病院経営はあいつに譲ってやったんだ。すべて運がよかったんだよ」

　その言葉の端々から、弟である彼をよく思っていないことや嫉妬心のようなものが伝わってくる。それを由岐先生自身も気付いているからこそ、あの空気だったのかもしれない。

「あいつの実力なんかじゃないから」

　彼のすべてを否定するような言葉を、黙って聞き流せない。

「お言葉ですけど、その発言撤回してもらえますか」

「は？」

　私の言葉に彼は不快そうに眉をピクッと動かす。けれど私はその目をしっかりと見たまま続けた。

「由岐先生が今の立場にいるのは、彼自身が頑張ったからです。患者さんのことを考え寄り添い、勉強をして治療や手術に臨んでいる成果なんです」

　由岐先生が医師として、子供ひとりにすら真摯に向き合ってくれることを知っている。部屋にはたくさんの本があって、今でも学び続けていることも知っている。

　今の彼の評価や立場はそれらが実を結んだ結果で、それを『たまたま』や『運』なんて言われたくない。

「彼の努力をすべて、『運』なんて言葉で片付けようとしないでください」

　はっきりと力強く否定した私に、智成さんはカッと顔を赤くする。

「なんだと……！」

　そして怒りのまま声を荒らげようとした、その時。

　部屋の入口の方から、「ぷっ」と噴き出す声がした。

　見るとそこには、笑いをこらえるように肩を震わせる由岐先生が立っていた。

「徹也、お前っ……」

「悪い、まさか兄貴も嫌み言ったら言い返されるとは思わなかっただろうなと思ったらおかしくてな」

　やり取りを見ていたらしい由岐先生は、私の方へ近付くと手元の箱を奪い代わりに持つ。

「なっ……バカにするな！　お前はいつもそうだ！　ちょっと要領がいいだけで俺を見下してっ……」

「見下したことなんて一度もない。兄貴が勝手にそう思ってるだけだろ。まぁ、俺のことはどう思ってもいいけど」

　由岐先生は左手に箱を持ち替えると、右手で智成さんの襟ぐりをぐいっと掴む。

「でも美浜のことを見下すような発言はやめろ。次同じことを言ったら俺も黙ってない」

　さっきまでとは打って変わって鋭い目つきで凄む由岐先生に、智成さんは怯ひるみ、顔を青くする。

　一触即発といった空気の中、突然横から伸びてきた女性の手が由岐先生と智成さん、両者の後頭部に添えられ、そのままゴツン！と勢いよく頭突きさせた。

「いっ……！」

　相当痛かったのか、ふたり揃って声をあげ頭を押さえてうずくまる。

　そんなふたりを見下ろすのは、由岐先生のお母さんだった。

「もう、遅いと思って来てみたら、いい歳してまた兄弟喧嘩なんてして！　美浜ちゃんが困っちゃうでしょ！」

「えっ、いえ私こそ……」

「罰としてお茶の準備はふたりですること！　徹也はお茶淹れて！　智成はお菓子の準備！」

　いいわね！とお母さんは念押しし、私を連れて地下室から出る。

　意外とお母さん強い……！

　圧倒されている私に、由岐先生のお母さんはリビングに戻りながら言う。

「ごめんなさいね、どうせ智成が失礼なこと言ったんでしょ」

「いえ、こちらこそ失礼なことを……」

「いいのよ。あの子、昔からなにかと要領のいい徹也にコンプレックスを抱えてたみたいなんだけど、徹也に外科医としての才能があるって知ってから余計こじらせちゃったのよね」

　そうだったんだ、それであの態度……と納得できてしまった。

「でも初対面の智成にも強く言えちゃうくらい、徹也のことを想ってくれてるってことでしょう？」

　ふふ、と笑う由岐先生のお母さんに、私はゆっくりと頷く。

「……はい。私、学生の頃に由岐先生にお世話になったことがあって、その時に由岐先生に救われたんです」

「あらそうだったの、あの無愛想な子が」

「普段は無愛想なんですけど、優しいんです。今でも、その優しさに支えられてます」

　つい笑みをこぼした私に、由岐先生のお母さんも嬉しそうに笑った。

「ありがとう。徹也のことちゃんと見て、思ってくれる子で安心したわ」

　そっと目を細める、その眼差しは優しい。

「私も夫もね、徹也の結婚相手が有名病院の娘さんだろうと一般家庭の娘さんだろうとなんだっていいの。もともと婚約者の子も、徹也に結婚の気配が見えないからお膳立てしただけで」

「そうだったんですか」

「望むことはひとつだけ。徹也と向き合い助け合える子だったらいい。……美浜ちゃんなら、大丈夫そうね」

　由岐先生のお母さんは、つりあうとか立場の差とかそんなことは気にしていなかったんだ。

　どんな相手だろうと、由岐先生自身の幸せをただ願っている。

　優しく微笑む由岐先生のお母さんの愛情に胸が温かくなると同時に、奥の方がチクリと痛んだ。

　……向き合ってなんて、ない。

　私は傷つくことが怖くて、自分の本音も伝えずにごまかしてばかりだ。

　だけど今更、素直になんて言えない。

　婚約者のこと、立場の差のこと。もう障害に感じるものはないはず。

　だけど、彼の本音を知るのが怖い私は、彼に向き合うことができない。

　傷つくくらいなら離れてしまいたいと本当に思うなら、潔く身を引くべきとわかっているのに。

　中途半端なまま、今の位置に甘えている。私は、ダメだ。

　それからは、由岐先生たちが淹れてくれたお茶を飲みながら、和やかな時間を過ごした。

　そして頃合いを見て帰ろうとした時、由岐先生のお母さんは「今度は息子くんも連れてきてね」と言ってくれて、実は由岐先生が頼のことを話していたことを知った。

　由岐先生のお父さんもお母さんも本当に優しくて温かくて……胸が、痛い。




「ふぅ～……緊張した」

　由岐先生の実家を出てから、まだ頼のお迎えまで時間があるということで私たちは一度由岐先生の家へやってきた。

　緊張感から解放され一気に脱力してしまい、ソファの背もたれにだらしなく寄りかかる私に、由岐先生はキッチンでコーヒーを淹れてくれた。

「悪かったな、いろいろと疲れただろ」

「いえ、ご両親もいい方で安心しました。それに……頼のこと、伝えてたんですね」

「あぁ。息子がいる、けど事情があってまだ公にはできないと伝えてある。『いろいろあるんだな』って笑ってたな」

　その反応は由岐先生のご両親らしい、優しいものだ。

「……それより、悪かったな。兄貴の件」

　由岐先生はコーヒーカップをふたつ、目の前のローテーブルに置くと、私の隣に腰を下ろす。

「兄貴は昔からあんな感じでな。俺は慣れてるから今更なんとも思わないけど、まさか美浜が反論するとは思わなかったな」

「すみません、生意気に……」

「謝ることないだろ。むしろ俺は嬉しかった、ありがとな」

　小さく笑って私の頭を優しく撫でてくれる。その手つきから、彼の言葉が嘘には聞こえなかった。

「お礼を言われることじゃないです。私が、嫌だっただけ」

「え？」

「聞き流すのが一番無難だってわかってても、そんなことできなかったんです。由岐先生が優しいことも努力してることも知ってるのに、あの場で黙ってるなんて絶対嫌って思っちゃったんです」

　はっきりと言い切った私に、由岐先生はおかしそうに笑って腕を伸ばすと、正面からギュッと抱きしめた。

　ドク、と胸が跳ねるのを感じると同時に彼の心臓の音が聞こえる。鼓動に耳を傾けながら、逞しい腕に全身を預けた。

　すると由岐先生は私の額から頬へキスを落とし、唇をゆっくりと重ねた。

　触れるだけの優しいものから、キスは徐々に深くなり、私も精いっぱいそのキスに応える。

　彼は私の体をそっとソファの上に押し倒すと、そのままジッと目を見つめた。

　まっすぐに私を映す、熱を帯びた黒い瞳。その眼差しは二年以上前のあの夜を思い出させて、肌に触れる指先を受け入れた。

「……美浜、好きだ」

　低い声で囁いて、もう一度キスをする。彼の唇は顎、首筋、胸元へと下り甘い声を誘う。

　全身に触れるその唇を受け入れてしまうのは、私も同じ気持ちを抱いているから。

　少し暮れるのが早くなった秋の夕暮れの中、私たちは一枚ずつ服を脱ぎ、そのまま体を重ねた。

「由岐、先生……」

　好き、大好き。

　この気持ちは言葉に出せないけれど、ほんの少しでも伝わってほしくて彼の背中に精いっぱい力をこめて抱きついた。

　愛しくて、温かい。由岐先生を感じるほど涙がこみ上げる。

「……美浜？」

　涙に気付き、由岐先生は私の頬に手を添えた。

「どうかしたか？」

「いえ……なんでも、ないです」

　小さく呟き笑った私に、由岐先生は切なげに目を細めもう一度キスをした。

　あの夜から、もう二度目はないと思っていた。嬉しくて愛しくて、何度体を重ねても夢にしか思えない。

　ずっと、この時間が続いてほしい。何度も願うように、心の中で繰り返した。










【９】愛とは、強く弱いもの




　どんなに嘘をついても、強がっても、やっぱり心の奥底では彼への想いが消えない。

　今でも、由岐先生のことが好き。

　その気持ちに気付いたら、胸の中に彼への想いがとめどなくあふれた。

　つりあわなくたって、ふさわしくなくたって、そばにいたい。

　そう、強く願ってしまう。




　由岐先生の実家に行ってから、三日。私は仕事中にもかかわらずパソコンを目の前に、ぼんやりと上の空だ。

　仕事に集中しなければいけない、そうわかっていても先日の由岐先生とのことが頭の中を占める。

　由岐先生の肌の感触、指先の優しさ、溺れるほどのキス。すべてはっきりと覚えている。

『美浜、好きだ』

　あれは、本当の気持ちだったのかな。

　同情ではなく、彼の気持ちが込められた行為だと思ってもいいのかな。

「……荻、荻ってば！」

「わっ！」

　すると、鏡花ちゃんの大きな声にハッと我に返った。

「なにボーッとしてるの。しっかりする！　ってことでゴミ捨てお願いしてもいい？」

「うん、行ってきます」

　事務所のゴミを袋にまとめて、病院裏の収集場まで持っていくべく私は小児科病棟を出た。

　建物を出ると外では秋の風がひんやりと頬を撫でた。

　十月も中旬に入って、少しずつ涼しくなってきた。もうあっという間に秋も深まり冬が来るだろう。

　そんなことを考えながら建物の角を曲がった、その時。前方からこちらへ曲がってきた人とドンッとぶつかってしまう。

「わっ！」

「うわっ」

　思い切りぶつけた鼻をさすりながら「すみませ……」と言いかけた。けれどそこにいたのは、眼鏡をかけ青いシャツを着た男性……智成さんだった。

　先日のことを思い出し一瞬で渋い顔になる私に、彼の顔も怪け訝げんなものとなる。

「……先日はどうも、お邪魔しました」

「あぁ。手土産の安いクッキーうまかったよ」

「悪かったですね、安物で！」

　庶民にはそこそこのお値段だったんですけどね！

　相変わらず嫌みっぽい人！

　ふんっと顔を背けた私の態度は、彼の癇に障ったのだろう。腕をがしっと掴まれた。

「なんだそのかわいげのない態度は。親の前ではいい子ぶりやがって」

「いい子ぶってません、社会人として当然の態度を取っただけです」

「なら俺の前でもその社会人として当然の態度とやらをしてみろ！」

「嫌みを言ってくるような人にはしません！」

　ああ言えばこう言う私に対し、智成さんは呆れたように手を離す。

「ったく……自分の母親の恩人相手にかわいげねぇな」

　ポロッとこぼされたひと言が耳に留まる。

「え……？」

「母さんから聞いたけど、アンタ前にうちの病院にかかってたんだってな。名前で調べたらすぐ情報が出てきたよ」

　そういえば私、先日由岐先生のお母さんに、由岐先生にお世話になった時のことを話したっけ。

　それを彼も聞いたのだろうけれど……『母親の恩人』って、どういう意味？

　話についていけずにいる私に智成さんは続ける。

「もう何年も前、俺がここで外科医やってた時に大きな事故があったの思い出したよ。搬送されたたくさんの患者の中に、重体の母親と高校生の娘がいたのも」

「待ってください。母の恩人って、あの日母を助けてくれたのは由岐先生じゃ……」

「なに言ってんだよ、あの日アンタの母親を手術したのは俺。あの頃徹也はまだ研修医だったし、あの場で手術なんてできなかったからな」

　あの日、お母さんの手術をしたのは智成さん？

　……確かに、そうだ。

　年齢から考えてみれば、あの頃由岐先生はまだ研修医だ。なんでずっと気付かなかったんだろう。

「もしかして、あの日私を励ましてくれたのも……」

　微かに震える声で、恐る恐る問いかけた。私の言葉に智成さんは少し黙ってから、ふっと笑って頷いた。

「そうだよ、俺」

　そのひと言に、一瞬で頭が真っ白になった。

　俺、って……『大丈夫』と伝えてくれたのも、母を助けてくれたのも、智成さんだったということ？

　それはつまり、由岐先生が嘘をついていた？

　どうして、なんで。

　智成さんの言葉を受け入れられず、頭が混乱してしまう。

「もしかして、それがきっかけで徹也のことが好きになった、とかだった？」

　図星を指され黙る私に、智成さんは「ははっ」と笑った。

「救われたとか言ってその相手が誰かすら覚えてないなんて、記憶なんてあてにならないよなぁ」

　……私、ずっと勘違いしてた？

　ううん、そんなわけない。

　だって由岐先生は再会した夜、私のことを覚えてくれていた。

　だから私はこれまでずっと、私と母を救ってくれたのは彼だと信じて疑わなかった。

　だけど、確証はない。

　確実なのは、彼が当時研修医で、私はその時顔を見ていなかったこと。

「けど、俺の手術を自分の手柄にするなんて。そんなくだらない見栄張るようなこと、お前でもあるんだな」

　まるで本人に対してのような言い方に違和感を覚え、ハッとして振り向くと、そこには由岐先生がいた。

　彼は私たちの話を聞いていたようで、険しい表情を見せる。

「嘘、ですよね……由岐先生」

　恐る恐る問いかけたけれど、由岐先生は視線を下へ向けて黙ったまま。その反応は、事実と認めているようなものだ。

「ずっと嘘ついてたんですか？　どうして……」

　もしかして、心の中で笑ってた？

　ひとつの嘘を信じて、思い出に浸っていた私を。

　初恋の人が誰かすら見分けもつかずにいた私を。

　……情けない。恥ずかしい。悲しい。

　きっと、これまでの私の由岐先生を想う気持ちはなにひとつ伝わってなんていなかった。

　それどころか、全部思い違いで、全部、全部嘘だった。

　その事実に、ぽたっと涙がひとつこぼれた。

「……違うんだ、美浜。俺はただ……」

　由岐先生は言いかけて、また言葉を濁す。彼の態度からそれ以上の言葉を聞きたくなくて、私はその場から立ち去った。

　いつかの悲しい表情や言いかけていた言葉は、このことだったんだ。

　……嘘だったなんて信じたくない。

　だって確かに、あの手の優しさは彼のものだったはず。

　それに今、胸にあるのはもうあの日の彼だけじゃない。

　無愛想で、温かくて、私のことも頼のことも包んでくれる。そんな今の彼に対する愛情であふれているのに。










【10】愛とは、あなたと誓いたいもの




　ずっとずっと、好きだった。

　だけどこんな風に事実を知って苦しむくらいなら、早く終わりにすればよかった。

　そうすればきっと、ここまで好きになる前に終わった恋だった。




「荻、なんだか元気ない？」

　仕事中、鏡花ちゃんにたずねられ、私は一瞬黙ってから小さく笑い首を横に振った。

「……ううん、そんなことないよ」

「そう？　ならいいけど……なんとなく元気なさそうに見えたからさ」

「あはは、そうかなぁ。朝食べそびれてお腹空いてるからかも」

　心配してくれている鏡花ちゃんに明るく装うと、私は「書類届けてくる」と言って小児科病棟を後にした。

　あれから一週間が経ったけれど、あの日以来由岐先生とは顔を合わせていない。

　気まずいのか、忙しいのか。彼は頼のお迎えに現れることはなく、小児科病棟にも姿を現していない。

　当然だよね。嘘がばれて、由岐先生からすればゲーム終了だ。私ひとりに構う理由がない。

　自分の中で納得させるように呟いて、落ち込んでしまう。

「荻ちゃん！」

　本棟に向かい廊下を歩く途中、名前を呼ばれ振り向くと、そこには今日も明るい笑顔の原田さんがいた。

「お疲れ様です」

「お疲れ様！　ねえ、この前の話考えてくれた？」

　この前の……？となんのことだったか一瞬考えて、以前話していたお見合いのことだと思い出した。

　あの時は迷ったけど……由岐先生を忘れるいい機会なのかもしれない。

「……はい。お話、受けようかと」

「あらよかった～！　じゃあ早速会う日程決めましょ！　私から彼に連絡しておくから！」

「はい、お願いします」

　原田さんは嬉しそうに言って、私の都合を聞くと「決まったらまた報告するね」とその場を後にした。

「ちょっと荻！　今の話、なんのこと!?」

「わっ、鏡花ちゃん。聞いてたの？」

　こちらに用があったのか、私の後から付いてきていたらしい鏡花ちゃんは今の話を聞いていたようだ。驚きを隠すことなく問い詰めてくる。

「原田さんの紹介でお見合いすることになったの。わけありのシングルマザーでも、ぜひって言ってくれる人がいるなんてびっくりだよね」

「でも荻、由岐先生といい感じなんじゃないの!?　なのにお見合いなんて……」

「いいのいいの！　由岐先生とは本当になにもないから」

　から元気で否定した私に、鏡花ちゃんは納得いかない様子で口を噤つぐんだ。

　……これでよかった、よね。

　その人とうまくいけば、頼にもパパができる。私もそのうち由岐先生のことが忘れられる。すべてうまくいくかもしれない。

　そう、何度も胸の中で繰り返した。




　その日の帰りには、早くも原田さんからお見合いの日取りと場所が決まったと聞かされた。

　今度の日曜日、場所は銀座にある料亭だ。さらには『お子さんも一緒にぜひ』と言ってくれていたようで、お言葉に甘えて頼も連れていくことにした。

　頼を連れて料亭はちょっと緊張しちゃうけど……。

　そんなことを考えながら保育所へお迎えに行き、頼と病院の敷地内を歩く。

「頼、日曜日はおでかけだよ。楽しみだね」

「うー？」

　当然だけれど、おでかけの意味がまだわからない頼は不思議そうに首を傾げる。まんまるなその目がかわいらしくて、私は思わず笑ってしまった。

「楽しそうなもんだな」

　すると背後から、聞き覚えのある低い声が響く。

　その声に足を止め振り向くと、そこにいたのは智成さんだ。見慣れない彼の登場に、頼は人見知りするように私の後ろに隠れた。

　智成さんはそんな頼を一瞬だけ見てすぐこちらへ視線を戻す。不機嫌そうなその顔は、頬が微かに腫れており、それを隠すように湿布が貼られている。

「智成さん……どうしたんですか、その顔」

「どうしたもこうしたも、殴られたんだよ！　徹也に！」

「え!?　由岐先生に!?」

　普段の冷静さから、手を出すタイプには思えないけど……よほどのなにかがあったのだろうか。

　驚きを隠せない私に、智成さんはチッと不服そうに舌打ちをした。

「この前アンタが去った後、畳みかけてやろうと思って徹也に『あの子はどうせ母親を治した医者であるお前に憧れてただけなんだ』って言ってやったんだよ。そしたら殴ってきやがって……図星だからって普通殴るかよ」

　私のこと、で……。

　でもどうして、殴りかかるほど怒ったの？

　まんまと騙されて、と呆れて笑ってくれたらいいのに。

　私が戸惑いを隠せずにいるのを見て、それまでの智成さんならきっと笑っただろう。けれど予想に反して、バツが悪そうに頭をかいた。

「……けどまぁ、アンタがまさか泣くとは思わなかったから。嘘ついて悪かったとは、思った」

「嘘……？」

　って、なんのこと……？

　謝り慣れていないのだろう、ぶっきらぼうな言い方で智成さんは白状した。

「あの日アンタの母親を手術したのは俺だ、そこは間違いない。けど手術室の外で声をかけたのは……徹也だよ。俺はただ、手術室の外にアンタがいたのを一瞬見かけただけ」

「え……」

　それはつまり、あの日私を励ましてくれたのはやはり由岐先生だったということ。

　どうして……それならそうと、ちゃんと言ってくれたらよかったのに。

　……いや、それを聞き入れないであろう疑いの目を向けてしまったのは私だ。

　あの日の由岐先生の優しさ、救われた自分の心。

　すべて大切なものなのに、疑ってしまうなんて。

　尚更、私が由岐先生のそばにいる資格なんてない。

　泣きそうになりながら、涙をぐっとこらえて笑う。

「……もういいんです、すみません」

「え？」

　私の反応は予想外だったようで、智成さんは驚いた声を出す。

「信じることもできなかった私に、今更由岐先生と話す資格なんてないので」

「いや、けど」

「それに私、お見合いするんです。初恋とか思い出とか、もう忘れることにしたんです」

　それだけ言って、私は頼を連れてその場を後にした。

　その言葉は、私なりの精いっぱいの強がりだ。

　もう全部過去にする。そしていつか由岐先生にはふさわしい人が現れて、きっと幸せになるだろう。信じることすらできなかった私とは違う人が。




　それから数日後の日曜日。

　銀座にある大きな料亭の一室には、私と頼、仲人として原田さん、お見合い相手の男性という四人が並んで座っていた。

「初めまして、佐さ倉くらと申します」

　そう名乗り、笑顔を見せたスーツ姿の男性、佐倉さんはややふっくらとした体つきの穏やかそうな人だ。

「初めまして、荻野美浜と申します。こちらが息子の頼です」

「よろしくお願いします。頼くんも、よろしくね」

　テーブル越しに頼にも優しく声をかけてくれる。けれど頼は彼に対し人見知りを発揮し、私の胸元に顔をうずめた。

「すみません、人見知りで」

「いえ、かわいらしいですね」

　そんな頼にも佐倉さんはにこにことした表情を崩さない。

　少し話をして、彼は大手企業の経理として働いていること、三十五歳でなかなか縁に恵まれず独身でいることを知った。

「原田さんから荻野さんのお話をお聞きして、ひとりでお子さんを育てながらお仕事もして、率直にすごいと思いました。それに……見せていただいた写真がかわいくて、ひと目ぼれです」

　頬を染めて言う彼はなんだかかわいらしい。

　少しの時間でも穏やかでいい人なのだということは伝わってきた。

　この人となら、うまくいくかもしれない。

　この人と結婚して、いつか由岐先生のことも忘れて、頼も彼を〝パパ〟と呼んで、私の恋が過去になるだけ。それだけのこと。

「そろそろ私はお暇いとましようかしら。この後三人でお散歩でもしてきたらどう？」

　それなりに時間が経った頃、原田さんの提案に私と佐倉さんは同意し、部屋を出るべく立ち上がった。

「まんまぁ、あっこー」

「うん、荷物持ってから抱っこしてあげるね」

　頼と出かけるとなるとどうしても増えてしまう荷物を持ち、それから頼を抱っこしようとした。

「荷物も頼くんもとなると大変ですよね、僕が頼くん抱っこしましょうか」

「あ、すみませ……」

　佐倉さんはよかれと思って頼を抱っこしようとする。ところが彼が頼に触れた瞬間、頼は火の付いたように「わああん!!」と泣き出した。

「わっ、頼どうしたの？　佐倉さん、すみません」

「いえ、怖がらせちゃったかな」

　収まる気配のない大泣きの頼に、困った顔の佐倉さん、申し訳ない私。そんな空気に原田さんも焦ってフォローをしてくれる。

「頼くん眠くなっちゃったかな？　ちょっと今日はお開きにしましょうか」

「そうですね。またゆっくりとお会いしましょう」

「すみません」

　ふたりに頭を下げる私に、原田さんは「頼くんが落ち着くまでこの部屋使うといいわ」と気を遣ってくれた。

　そしてふたりが去り、その場は私と頼だけになった。

「頼ごめんね、びっくりしたね」

　縁側で風にあたりながら小さな背中をトントンと撫でていると、頼は目いっぱいの力で私にしがみついたまま口を開く。

「ぱんぱぁ……」

「え？」

『パパ』って……今まで口にしたことなんてなかったのに。頼の突然の言葉に驚いてしまう。

「ぱんぱぁ！　ぱーぱーぁー!!」

　それはまるで『パパがいい』と由岐先生を呼ぶかのようだ。

　やっぱり頼はわかっているんだ。自分と由岐先生の血が繋がっていることを。

　佐倉さんを拒み、由岐先生を求めている頼の姿を見ていると、切なさに胸が締めつけられる。

「ごめんね頼、パパとはもう一緒にいられないんだよ」

　言い聞かせるように頼をギュッと抱きしめる。

　一緒にいたい、そばにいたい。その気持ちは私も同じなのに。

「ママは、パパのこと忘れなきゃ……」

　自分で口にした言葉に涙がこぼれ出す。

　恋が過去になるだけ。なのにこんなにも胸が痛い。

　苦しくて切なくて、今でもこれほどまでに彼が好きだと思い知る。

　声を押し殺しながら泣いていると、不意に頼の泣き声がぴたりと止まる。

「頼……？」

　すると次の瞬間、背後から誰かに抱きしめられるのを感じた。

　逞たくましい腕、ふわりと漂うシトラスの香り、それだけで誰かなんてすぐわかる。

　顔を上げ振り向くと、そこにいたのは息を切らせた由岐先生だった。

「由岐、先生……？」

「忘れなきゃ、なんて寂しいこと言うな。俺は美浜も頼も大切なんだ。……俺に言う資格なんてないのわかってるけど」

　どうしてここに由岐先生がいるのかという疑問よりも先に、会えた嬉しさが大きく勝る。

「資格がないのは私です。一方的に疑って、信じられなくて…」

　私に、彼のそばにいる資格なんてない。

　そう思うのに、抱きしめる腕が愛しくていっそう涙があふれ出した。

「智成さんから聞きました。あの日、母の治療をしてくれたのは智成さんで、でも手術室の外で励ましてくれたのは由岐先生だって……なのにどうして、智成さんの嘘を否定しなかったんですか」

　私の問いかけに、由岐先生は少し黙ってから、呟くように言う。

「……美浜があの日『好き』と言ったのは、母親を助けた医者である俺に対してだと、思ってたから」

「え……？」

「当時の俺は、いくら知識や気持ちがあっても立場上はただの研修医で、血まみれで担ぎ込まれる患者になにもできなくてもどかしかった。そんななにもできなかった俺のことを知ったら、美浜の心が離れてしまうんじゃないかって。ずっと、怖かった」

　私が由岐先生の本心を知るのが怖かったように、由岐先生も恐れていたの？

　その事実に、私は小さく首を横に振った。

「違います。私は……もちろん母を助けてもらったことも感謝してます。だけど、あの日不安で怖くて悲しかった、そんな心に寄り添ってくれたあなたに惹かれたんです」

『必ず助ける』

　あの言葉がたとえ彼なりの見栄だったとしても。

「由岐先生が『大丈夫』って言ってくれたから。たとえそれが嘘でも見栄でも、それだけで強くなれたんです」

　その言葉が私を支えてくれたことには変わりないから。

　失望なんてしない、心が離れることなんてない。

　そう伝えるように、彼の腕に頭を預けた。

「けどどうしてここに……？」

「兄貴から聞いた。『あの子もうお前のことはいいんだってさ』って嫌み付きで」

「智成さんが……」

　そこで彼の名が出てくるのは少し意外だった。

　由岐先生のことをよく思っていないのなら、わざわざお見合いの話を彼に伝えたりしないだろう。

　この前も一応謝りにきてくれたみたいだし、智成さんなりに悪いと思ってうまくいくようにしてくれたのかもしれない。

「それで小児科に行ったら、美浜と仲のいい彼女がお見合いの詳細と場所まで教えてくれたんだ」

「鏡花ちゃんが……」

　そういえば、原田さんから日程や場所が決まったと知らされたのは小児科病棟の受付だった。それを鏡花ちゃんも聞いていたのだろう。

　由岐先生を見つめていると、彼は私の濡れた目元を指先でそっと拭ってくれる。

　そしてひとつ息を吸って話を始めた。

「美浜と再会したあの時、前にも話したけど俺にはすでに婚約者がいて海外転勤の話もほとんど決まっていたんだ。けど、迷いも不安もあった」

「え……由岐先生って、迷ったりするんですか？」

「当たり前だ。このまま結婚していいんだろうかという迷いと、見知らぬ土地で自分がやっていけるんだろうかという不安、いろんな気持ちに押し潰されそうだったよ」

　そうだったんだ……。

　結婚や仕事に迷いや不安を覚えるのは、由岐先生も同じだったんだ。

「そんな中で友人から気分転換にってあのパーティーに誘われて美浜と出会った。もちろん最初はわからなかったけど、話を聞いてすぐ思い出したよ、あの日の女の子のこと」

「本当、ですか？」

「あぁ。けど俺以上にあの日のことを覚えていて、自分を追いかけてくれた美浜のひたむきさに心を打たれた。医者としてなにもできなかった自分のことを好きだと伝えてくれた、そんな美浜の言葉で心にあった迷いや不安が解消されるのを感じたんだ」

　私の言葉が、由岐先生の迷いや不安を消した……？

　これまでずっと自分だけが支えられていると思っていたけれど、そうじゃないと知った。

「結婚はこれほどまでに心焦がれる相手とするべきだと、婚約解消の決心が固まった。婚約者には翌日すぐ、婚約解消のことを伝えたよ」

「婚約者さんは、大丈夫だったんですか？」

「いや、ものすごく怒ってたな。けどそれでこちらの気持ちが変わるわけじゃないと悟ると引き下がってくれた」

　由岐先生は「なのに」と付け足しながら、私にこつんと額を合わせる。

「美浜は朝起きたらいないし、連絡先もわからない。外科や内科、身近な医師や看護師に聞いてみても『そんな看護師は知らない』と言うし……もう二度と、会えないかと思った」

「確かに、私名前しか名乗ってなかったですもんね」

「だからその分、また会えた時は嬉しかった。けど恋人がいるって言われたのはショックだったな。まぁおかげで、美浜を忘れたくて仕事に没頭して海外で大きな評価を得たわけだけど」

　よかったのか悪かったのか、と苦笑いをこぼすと由岐先生は下から見上げる頼の頭をそっと撫でた。

「でも帰国してまた美浜に会って、やっぱり嬉しかった。それに頼を見てすぐ自分の子供だってわかったよ」

「由岐先生の子供の頃そっくりだから、でしたっけ」

「あぁ。それに、それ以上にどこか感じるものもあったから」

　それはきっと、頼が彼に感じているものと同じようなもの。目に見えない、親子の絆なのだろう。

「けど、美浜は『他の男との子』だと嘘をつこうとするし、ひとりで背負おうとするくらい俺との関係を断ち切りたいのかと思った」

　私がついた嘘に対して悔しそうな声で言う由岐先生に、私は首を横に振る。

「違うんです。由岐先生には婚約者がいるって聞いてたから、由岐先生の将来を邪魔しちゃいけないと思って……それに私じゃ由岐先生にはつりあわないから、恋人がいたって嘘をついて、距離を置こうとしたんです」

　嘘も強がりも、すべて由岐先生への愛しさから。

「由岐先生のことが好きだから、頼を産みたいと思ったんです。由岐先生のことが好きだって、この先一生誰にも言えないとしても、それでもいいって決めたんです」

「バカだな。つりあうとかそんなこと関係ないだろ」

　私の言葉に、由岐先生は呆れたように笑いながら抱きしめる腕に力を込める。

「俺は、まっすぐに見てくれる美浜だから心惹かれたんだ。再会してもっと美浜のことを知って、もっと好きになった」

　そして目を見つめて、優しく微笑んだ。

「好きだよ、美浜」

　彼のたったひと言が、胸の中の不安や迷いを打ち消して、幸せな気持ちで埋め尽くしてくれる。

「私も……由岐先生のことしか、見えないです。ずっと、ずっと大好きです」

　ようやく言えた気持ちに、由岐先生は嬉しそうに顔をくしゃくしゃにして笑ってみせた。

　そして腕の中の頼に視線を向ける。

「頼も、俺のこと父親として受け入れてくれるか？」

　由岐先生の問いかけに、頼はきょとんとした目で私たちを見上げた。

「ぱんぱぁ、まんまぁ、しゅき！」

　けれどすぐに顔をぱっと明るくさせ、そう言って私たちに抱きついた。

『大丈夫』

　あの日の由岐先生のひと言が、これまで私をずっと支えてくれていた。

　だけどこれからは、私も彼を支えられるように。そして頼を守れるように。強くなろうと心に誓った。

　愛する、家族と生きていくために。
















特別書き下ろし番外編










未来とは、きみと思い描くもの




　季節は冬となり、朝の寒さに目が冴える感覚を覚える十二月。

　自宅マンションのリビングでは、ガチャン！とコップが倒れる音が響くと同時にテーブルに牛乳が広がった。

「こら頼！　またコップ倒してる！」

「きゃーあっ」

「きゃーあっじゃないの！　あーもう服濡れた！」

　それは朝食中によくあるひとコマで、頼が物を倒し美浜が叱るという、毎日のように見る光景だ。

　トップスを牛乳で濡らす美浜に、俺は席を立ちキッチンから台拭きを持ってくる。

「俺が拭いておくから、美浜は着替えてこい」

「すみません……うう、おろしたての服だったのに」

「どんまい。頼は濡れてないか？」

「あうー」

　濡れてないよ、というように両手を上げた頼の頭を撫でてテーブルを拭いた。

　美浜と想いが通じ合って二カ月。あれから俺たちは、病院近くの高層マンションに引っ越し三人で生活を始めた。

　入籍はまだしていないが、ふたりでいろいろと話し合い年明けにはする予定だ。

　見回すと、白と黒、ベージュのインテリアで統一されたモダンな印象の部屋には頼のおもちゃが転がり、ソファには汚れが、ローテーブルには傷が入ってしまっている。

　朝から家の中はにぎやかで、仕事から帰るとふたりがいる。これまでひとりで過ごしていた生活とは一変したけれど、愛しい人と息子がそばにいる日々はとても幸せだ。

　にぎやかな朝食を終え、身支度を済ませた俺たちは、三人で病院へと向かうべく家を出た。

　これまで俺は車で通っていたけれど、家が病院から近くなったことと美浜が『頼と散歩がてら歩きたい』というので、同じ時間に出る日はこうして三人で歩いて通っている。

「そうだ、美浜。今日俺帰り遅いから、先に寝ててくれ」

「わかりました。じゃあ、由岐先生の分の夜食を用意しておきますね」

「悪いな」

　俺は右手で、美浜は左手で頼と手を繋ぎ、道路沿いの道を歩いていく。

「ところで、いつになったらその〝由岐先生〟呼びはなくなるんだ？」

「えっ」

　そう、それは付き合い始めてからも度々気になっていたこと。

　結婚前提の、それも子供もいる間柄だというのに美浜はいつまで経っても俺のことを『由岐先生』と呼ぶ。

　敬語もない方がいいが……まずはこの呼び名から直してほしい。

「だって、恥ずかしくて……」

「恥ずかしがろうと美浜ももうすぐ〝由岐〟になるんだから、その呼び方じゃ不自然だろ。ほら、呼んでみろ」

「けど……」

　強引に言った俺に、美浜は恥ずかしそうに頬を染めて、少し口ごもってから呟く。

「……徹也、さん」

　美浜の高めの声で呼ばれる名前は、これまで誰に呼ばれたときよりも耳の奥に響いて、思わず顔が緩みそうになる。

　咄嗟にそれを隠すように左手で口元を覆いながら、俺は視線を逸らした。

　思った以上に嬉しい。

　まずい、まずは俺が呼ばれることに慣れなくては。

　浮かれる気持ちを美浜たちの前で隠しながら、そうだとふと思い出したことがあった。

「あとそうだ、そろそろ美浜の家に挨拶に行きたいと思ってるんだけど」

「えっ、うちにですか？」

　俺の言葉が少し意外だったのか。美浜はまだ微かに赤い頬のまま驚く。

「行かなければと思って、そのままになってたからな」

「いいですよ、そんなわざわざ。ただでさえ最近、由岐先……徹也さんも忙しいのに」

「いや、ダメだ。結婚の挨拶はきちんとしておかないと」

　美浜はうちの親には会ったことがあるし、電話で結婚することになったことも伝えておいたから大丈夫だろう。

　けれどそこからここ一カ月ほど俺の忙しい日が続き、美浜の両親にはきちんと挨拶ができていない状態だ。

　さすがに入籍前にはきちんと挨拶をしなければ、というわけだ。

「それに、美浜は気にしなくても俺はちゃんとご両親に認めてもらいたいんだ。大事に育てた娘さんを、嫁にもらうんだから」

「徹也さん……」

　率直な気持ちを美浜の目を見て言い切ると、彼女は少し恥ずかしそうに、けれどそれ以上に嬉しそうに笑った。

　認めてもらいたい。美浜の夫として、頼の父親として。ふたりのことが大切だから。




　それから美浜とは『両親に都合のいい日を聞いてみる』という形で話がまとまった。

　……とはいえ、さすがの俺も少し緊張している。

　なぜなら、普通の結婚の挨拶とは事情が違う。

　向こうのご両親からすれば俺は、娘を妊娠させた上に結婚もせずにいた男。最悪、挨拶どころか門前払いだってあり得る。

「そんな男、親として認められないわよねー！」

　仕事中。ナースステーションの隅で書類を確認していると、奥の方から聞こえてきた声にドキリとした。

　心を読まれたような気がして話に耳を傾けると、そこでは中年の看護師が数名肩を並べて作業をしながら話をしていた。

「整形外科の佐さ藤とうさん、子供ができた途端彼氏が逃げたって話あったじゃない？　それが、出産して何年も経って今更彼氏が『やっぱり父親になりたい』って戻ってきたんだって」

「えっ、今更？」

「それで佐藤さんの親が怒ってるらしくてね。親なら怒るのも当然！って話」

　どうやら他の科の看護師の話のようだ。彼女たちからすれば親の年代にあたることから、親目線で語る言葉は自分の胸にもグサグサと刺さる。

　事情は違えど……美浜のご両親から見れば俺も同じようなものだろう。

　頼を産む時も、生まれた後もなんの力にもなっていなかったのだから。

　妊娠自体知らなかったとはいえ、今思えば美浜に強く跳ね除けられたあの時、彼女はつわりで体調を崩していたのだろう。

　そこで俺がもっとちゃんと気付けていたら、と悔しい気持ちからため息がひとつ出た。

　……小児科の様子でも見てくるか。

　そう思い、五階下にある小児科病棟へ向かうべくナースステーションを出て病院内を歩き出す。すると、たまたま通りかかった妊婦が目に入った。

　美浜と同じくらいの年齢だろうか。彼女は臨月に近い大きなお腹をさすりながら、ゆっくりと廊下を歩いていく。

　その足は目の前の、ちょうど開いたままのエレベーターへ向かっている。けれどその足取りでは間に合わず、後少しのところでドアが閉まりかけてしまう。

「あっ……」

　急ごうとした女性を見て、俺は思わず駆け寄るとエレベーターのドアの間に手を挟み、強引に開けた。

「大丈夫、ゆっくりで構いませんから」

　声をかけると、女性は少し安心したように頷いてゆっくりとこちらへ歩いてくる。

ふたりでエレベーターに乗ると、俺は三階を、女性は一階のボタンを押した。

「すみません、ありがとうございました」

「いえ、妊婦さんなんですから迂闊に走ったら危ないですよ」

「ですよね、つい」

　ふふ、と笑うけれどやはり大きなお腹を抱えて歩くのは大変なのだろう。少し苦しそうだ。

「臨月ですか？」

「はい。もうすぐ予定日で」

　女性はそう答えてから、ふと不安げに眉尻を下げる。

「でもこんなときに限って主人も長期出張が入っちゃって、ひとりでの出産だからちょっと怖くてで……って、母親になるのにこんなんじゃダメですよね」

　心配をごまかすように笑った顔が、以前のひとりですべてを抱えようとする美浜に重なった。

「大丈夫ですよ」

「え？」

「母親だって、不安にもなるし弱気にもなる。それは自然なことだから、そういう気持ちも俺たち医師や看護師に遠慮なく打ち明けてください。必ず、力になります」

　以前だったら、医師として適切な言葉をかけることしかできなかっただろう。

　けど今は、夫側としての思いも込められる。

　もし美浜が不安になったとき、どんな言葉でも打ち明けてほしいと思うから。

　すると女性は、そっと柔らかな笑みを見せた。

「ありがとうございます。そう言ってもらえて安心しました」

「出産、頑張ってください」

　それだけを言うと、ちょうど止まったエレベーターから降り、俺は小児科病棟へと向かった。

　……美浜もあんな風に、不安を抱えていたんだろうか。

　ひとり大きなお腹を抱えて、命懸けの出産に耐え……想像するだけで、なにも知らずなにもできなかった自分が憎い。

　だけど、過去はもうどうしようもできないから。

　今は、自分にできることを誠実にするべきだと、心を奮い立たせた。




　それから数日後の日曜日。俺と美浜、頼の三人は車で自宅を出て、埼玉の郊外にある国道を走っていた。

　美浜はあれからすぐご両親に話をしたようで、全員の休みが揃う日曜に自宅へ伺うこととなった。

「あ、そこの道を右です」

　美浜の案内で道を一本入っていくと、戸建ての家が並ぶ住宅地が続いていた。

　それから少し走った先にある家の前に、俺は車を停めた。

「徹也さんのご実家と違って本当普通の家ですけど、がっかりしないでくださいね」

「うちだって普通だっただろ。気にしすぎだ」

「普通はあんな豪邸じゃないです……！」

　話しながら、美浜は頼の手を引き車を降りる。

　続いて俺も降りると、目の前には茶色い外壁に黒い屋根の、二階建ての一軒家があった。

　駐車場の奥にある小さな庭の片隅には、バッドやボール、ゴルフクラブなどスポーツ用品がいくつも置かれている。

「ご両親はスポーツが好きなのか？」

「父がいろんなスポーツやってるんです。野球にラグビー、ゴルフ……中でも柔道は長く続けてて黒帯だって言ってました」

「黒帯……」

　なにかあれば投げ飛ばされるんじゃないか、と想像して血の気が引いた。

　そんな俺の顔を見て美浜は不思議そうにしながらも、玄関のドアを開ける。

「ただいまー」

　花が飾られた玄関は、ふわりと甘い香りがする。その香りに鼻をくすぐられながら「お邪魔します」と家に上がった。

　リビングのドアを開ける美浜に続いて部屋に入ると、そこには眼鏡をかけた中年女性と、ガタイのいい中年男性が横長のソファに座っている。

　こちらへ向けられた視線に、このふたりが美浜のご両親か、と緊張がはしる。

　ところがその瞬間、ふたりはデレっと目尻を下げた。

「あら頼たん～！　おかえり～！　ばーば待ってたよ～！」

「じーじも待ってまちたよ～！」

「きゃいー！」

　甘い声で呼ばれて、頼は嬉しそうにふたりのもとへ駆け寄る。そんな小さな体を受け止めて、ご両親は頼を抱きしめた。

「ず、随分頼をかわいがってるんだな……」

「産むって話をした時は反対してたんですけどね。生まれた途端すっかり孫ラブになっちゃって」

　赤ちゃん言葉で頼に話しかけるご両親を見て、美浜は苦笑いをする。

「お父さんお母さん、今日の主役はこっち」

　見かねた美浜が声をかけると、ふたりの顔がこちらへと向いた。美浜の母親は「あら、ごめんね～」と笑顔のままだけれど、父親は、俺を見た途端に真顔となり、次第に険しい表情となった。

　その顔から、やはり歓迎されていないのだろうことは明らかだ。

「おかえり美浜、ふたりともこっちにどうぞ」

　母親から促され、俺と美浜はふたりが座る席に向かい合う形で置かれたソファに座る。

「飲み物持ってこようか。コーヒーでいい？」

「あ、私やるからお母さんは座ってて。頼、ばーばのお膝の上にいて」

　席を立とうとした母親に、美浜は率先して動くとキッチンでコーヒーを淹れ始める。

　こうしてみると、しっかり者の長女って感じがするな。

　なんて、実家での美浜の姿につい見惚れる……が、そんな俺を美浜の父親は鋭い目つきで睨みつける。

　どういうつもりで来やがった、と視線が言っている。これまで経験してきたどんな手術よりも緊張感がはしる。

「はい、徹也さん。ブラックで大丈夫ですか？」

「あぁ、ありがとう」

　そして美浜がコーヒーの入ったカップを四人分テーブルの上に並べ席に着いたところで、改めてご両親と顔を合わせた。

「お父さんお母さん、こちらが今お付き合いしてる由岐徹也さん」

「初めまして。由岐徹也と申します。美浜さんとは結婚を前提にお付き合いさせていただいております」

　美浜からの紹介に、俺は名乗り座ったまま一礼をする。

　厳しい顔のまま俺を見る父親の隣で、母親は笑顔で口を開く。

「美浜から少し聞いたわよ。病院の先生なんですって？」

「はい。東京国際中央病院で、外科医として勤務しております」

「あら、すごいじゃない！　こんなイケメンなドクターがいるなら、今度から私もそこにかかろうかな」

「お母さん……！」

　美浜の母親は空気を和ませるように言ってくれるけれど、それでも父親の表情は変わらない。

　そして淹れたての熱いコーヒーをぐっとひと口飲むと、ようやく口を開いた。

「率直に聞く。頼の父親は、きみか？」

　突然のストレートな問いかけに、美浜は「ちょっと！」と動揺を見せる。

　聞かれるだろうと思ってはいたけれど、いざ実際に聞かれると一瞬声が詰まった。

　けれど小さくひとつ息を吸い込んで、俺はゆっくりと頷いた。

「はい、そうです。頼は、自分と美浜さんの子供です」

　その返答に対し、美浜の父親の眉間にはいっそう深いシワが寄る。

「どんな事情があったのかは知らないが、産前産後になんのフォローもなく今更ノコノコと現れて……それでも父親と名乗れるのか？　図々しい」

「お父さん、それは私が……」

「美浜は黙ってなさい」

　予想通りの厳しい言葉に、俺は膝の上で拳を握る。

　けど今日は、言い訳をしにきたわけでも、ただ叱られにきたわけでもない。

　俺は、俺の気持ちを伝え認めてもらうために来たんだ。

　その一心で、こちらを見る美浜の父親とまっすぐに向き合う。

「おっしゃる通りだと思います。恥ずかしながら自分は、海外転勤から戻ってきてようやく彼女の出産を知りました。妊娠中の不安も、出産の苦しさも、産後の苦労も……すべて知らずに」

　ひとりで生む決心をするのは、どれほど不安だっただろう。

　どんな気持ちで嘘をつき俺を突き放して、どんな気持ちで出産の苦しみに耐えたのだろう。

　なにもできなかった、無力な自分に腹が立つ。

『由岐先生のことが好きだから、頼を産みたいと思ったんです』

　だけど、その言葉がこんな自分を救ってくれるから。俺は今と未来のために力を尽くそうと決めた。

「だからこそこれから何年何十年先、つらいことや悲しいことを一緒に乗り越えていきたいと思っています。嬉しいことは分け合って、共に生きていきたい。美浜の夫と、頼の父親として」

「徹也さん……」

　過去はもう、変わらない。

　いくら振り返っても悔やんでも、どうしようもないから。ここから、美浜と始めていくんだ。

　その決心を口に出すと、話の途中で頼は美浜の母親の膝を降りてしまう。

「うきゃー！」

「あっ頼！」

　そしてそのまま駆け足でリビングを飛び出していく。そんな頼を美浜の母親はとっさに追いかけようとするけれど、美浜が慌ててそれを止める。

「お母さんはいいから、私が頼捕まえてくる！」

　美浜はそう言って、頼の名を呼びながらリビングを後にした。

　そんなやり取りを見てふと気付く。美浜の母親が座るソファの横には、銀色のロフストランドクラッチ……歩行補助用の杖が置かれている。

　やけに美浜自らが動くと思えば……美浜の母親は足が悪いのか。

　俺の視線に気付いたように、美浜の母親は左足をさすりながら笑う。

「私、足が悪いから美浜が気を遣ってくれるの。年々痛みがひどくなって、立ち上がるのがつらくて。後遺症って厄介ね」

　その言葉に、あの事故のことかとすぐ思い付いた。

「後遺症……って、あの事故のですか？」

「えぇ。でもあれだけの大きな事故で一度は意識をなくして、生きてただけマシだよね」

　明るく笑い飛ばす美浜の母親に、どんな顔をすればいいかわからずにいると、その目は俺の顔を見つめた。

「……あなたが美浜がよく話してた『ユキ先生』、ね？　あの事故の日に美浜を支えてくれた……私の恩人の先生」

　美浜は、あの日の俺とのことを家族にも話していたらしい。

　穏やかに言われた言葉に、以前美浜につき続けていた嘘を思い出し胸が痛くなる。

「いえ、お母さんを助けたのは自分の兄です。当時自分は研修医で、なんの力にもなれなくて……」

　正直に否定した言葉に、美浜の母親は首を横に振る。

「違う違う。あの時、美浜を励まして支えてくれたでしょ？　あの子がつらいときに寄り添ってくれた……私の宝物を守ってくれたから、あなたが私の恩人」

　その言葉から、『私の恩人』という言葉は、怪我の処置をしたことに対してではなく、娘を想っての言葉なのだと知った。

「ずっとお礼が言いたかったの。本当に、ありがとう」

　座ったまま深く頭を下げられ、俺はなんと返していいかわからなくなってしまった。

　自分のことより美浜を思って、『ありがとう』を伝えてくれる。そんな美浜の母親に、胸がじんわりと熱くなった。

「頼のことも、美浜のことだから子供ができたことを言わなかったんでしょ」

「え？　どうしてそれを……」

「親だもの、あの子の性格くらいわかるわ。それにあなたも、こうして挨拶に来てくれる人がそんな不誠実だとは思えないから」

　その優しい言葉から、きちんとこちらと向き合ってくれようとしているのを感じた。

「頼の名前の由来って、美浜から聞いてる？」

「名前？　いえ、特になにも」

　頼の名前の由来……そういえば聞いたことなかったな。

　首を横に振る俺に、美浜の母親は口を開く。

「『この子の父親のように、人に頼られ信頼される人になるように』って、美浜が言ってたの。それを聞いて、美浜はちゃんと頼の父親のことを大切に想ってるんだって感じたの」

　俺の、ように……？

　これまで何度も口にしてきた名前にそんな深い意味が込められているのだと初めて知り、なんだか気恥ずかしい。

　そんな美浜の思いを通して、美浜の母親は俺を受け入れてくれてるのだろう。

「美浜がそれだけ信頼していて、私たちの恩人で……そんな人が悪い人なわけないわよね、お父さん」

　笑顔で問いかける美浜の母親に、父親はなにかを言いたそうに、けれど言えない、と言った様子で言葉を飲み込む。

　そして少しの間を置いて、渋々頷いた。

「……今度来る時は、酒の一杯でも用意しておいてやる」

　それは、酒を飲み交わすのを許す程度には認めてくれたということ。

　その言葉が嬉しくて、俺は座ったまま勢いよく頭を下げた。

「ありがとうございます。絶対に、美浜さんと頼のことを幸せにします」

　見栄なんかじゃない、心からそう思う。

　美浜のために、頼のために。そしてふたりを見守る家族のために。

　俺の一生をかけて、幸せにしてみせる。




　それから俺たちは話をしながら軽く食事をとり、夕方前には美浜の実家を後にした。

　そして車で都内へと戻り、自宅に着いた時には夕日が傾き始めていた。

「ふぅ、疲れたー」

　自分の家族を紹介するということで美浜自身も気疲れしたのだろう。家に入った途端、気が抜けたように言いながらコートを脱いだ。

「俺、寝室に頼寝かせてくるな」

「あっ、すみません」

　美浜の実家を出る頃には眠ってしまっていた頼は、今もまだ俺の腕の中でぐっすりと眠っている。

「頼よく寝てる」

「だいぶはしゃいでたからな、頼も疲れたんだろうな」

「お父さんが全力で遊んであげてたしね。今頃お父さんも腰痛めてるよ」

　笑って言う美浜に、はしゃぐ頼を馬になり乗せて歩いた美浜の父親の姿を思い出し、俺もつい笑ってしまった。

「でもごめんなさい。いきなり父が嫌なこと言って……」

「いや、全然嫌なことじゃなかった。それに、ご両親ともにいい人で安心したよ」

「ならいいですけど。あっ、今度は妹も紹介しますね」

　話しながら俺は寝室へ行き、頼をベッドにそっと寝かしつけた。

　そしてリビングへと戻ると、美浜が窓を開けて空気を入れ替えていたところのようで、ふわりと冬の冷たい風が白いレースのカーテンを揺らしていた。

「徹也さん、見てください。夕日がとっても綺麗ですよ！　きっと明日は晴れですね」

　テラスに出て、柵に手をかけながら空を見る美浜に俺も続く。

　目の前には美浜の言う通り、真っ赤な夕日が空を赤く染め上げながら沈んでいく。

　横顔を夕日色に染め、笑いながら明日のことを口にする。そんな美浜の横顔はとても綺麗で、愛しくて、また心が奪われる。

「……美浜」

　小さく名前を呼ぶと、その目がこちらへと向いた。

「頼を妊娠した時も、出産の時も、そばにいてあげられなくてごめん」

「気にしないでください！　そもそも私が黙って産んだんですし、徹也さんはなにも知らなかったですし……」

　胸に残る後悔を口にした俺に、美浜は笑顔を見せる。

「それに私、確かに不安もありましたけど、それ以上に幸せでしたよ」

「え？」

「大好きな人の子供を産むことができる、その子と一緒に生きていける。それだけで幸せで、なんでもできる気がしたんです」

　美浜のその言葉は眩しく、空に沈む真っ赤な夕日と同じくらい、輝いている。

　その眩しさが愛しくて、泣きたくなるのをぐっとこらえた。

「でも今は、由岐先生ともいられてもっと幸せ」

　そんな気持ちを知ることなく、美浜は恥ずかしそうにえへへ、と笑う。

　初めて会った、あの事故の日。

　俯き塞いでいた彼女を支えたくて、どうにか力になりたくて声をかけた。

　けれど今は、俺の方がその笑顔に支えられているのだから、不思議だ。

「俺も幸せだよ。美浜と頼といられて、毎日が楽しい。だから改めて言わせてほしい。美浜……俺と結婚しよう」

　その言葉とともに、俺は着ていたジャケットの内ポケットから赤い箱を取り出す。

　手のひらより小さなその箱をそっと開くと、中にはダイヤモンドのついたプラチナの指輪が輝いている。

「これ……」

　指輪を見た美浜はそれが婚約指輪だと気付くと、少し驚き、次第に顔をほころばせた。

「はい……よろこんで」

　そしてふたり、夕日に包まれながらそっとキスをした。

　これから先、ずっとともにいようと誓いを立てるように。

　その笑顔が、今日も俺を支えてくれるから。なくさないように、一生涯支え愛そう。

　そう、心の中で何度も繰り返し囁いた。










未来とは、あなたと作りたいもの




　徹也さんが私の実家へ挨拶に行ったのは十二月のこと。

　それから私も、改めて徹也さんの実家に結婚の挨拶へ行き、のちに両家で顔合わせをした後、年明けから少ししてふたりが初めて出会った日に合わせて入籍を済ませた。

　婚姻届は、いつかに徹也さんが私に差し出してみせたものを提出した。

　夫側の欄のみ埋められ、妻側は空欄のままだった婚姻届に、私は緊張から震える手で記入をし、ついに由岐美浜となったのだった。

　そして後は、五月に結婚式を迎えるだけ……なのだけれど。

　一月末のある日の夜。私は自宅マンションのダイニングテーブルの上にいくつもの資料を広げ、頭を悩ませていた。

「あーもう、決まらないー！」

　頼が寝付いた夜遅く、私は結婚式の準備の真っ最中だ。

　どんなドレスを着ようかから始まり、招待状や案内状のデザインから式場の内装イメージ、披露宴のプランや料理など……ある程度自分たちの好きに選べるだけに、なかなか決まらず悩んでしまっている。

　式場も散々迷ってようやく決まったくらいだ。本当なら徹也さんとふたりで考えたいけれど、徹也さんは相変わらず忙しく、『美浜がやりたい形でいい』とすべて一任してくれている。

　けれど自分だけのセンスや好みで決めていいのかなとか、下手なものを選んで徹也さん側の親族になにか言われたらどうしようとか、そんなことを考えてしまい進まない。

「どうした、声あげて」

　その声に顔を上げると、そこにはちょうどお風呂から出てきたところの徹也さんがいた。

　彼はまだ濡れた髪をタオルで拭いながら不思議そうにこちらを見た。

「結婚式の準備ですよ。招待状のデザインひとつとっても種類がありすぎて、なにがいいかわからなくなっちゃって」

「美浜の好きなものでいいだろ」

「自分の好みで選んで、徹也さんの身内にセンスないなって思われたくないんです！」

「そんなこと思う身内はいない」

　ならいいけど……。

　それでもまだ迷ってしまい、招待状のデザインがいくつも載った資料をペラ、とめくる私の背後に徹也さんは立つ。

　そして後ろから抱きしめると、頬に軽くキスをした。

「わ、どうしたんですか」

「別に。今日も一日疲れたから、美浜に癒されようと思って」

　そう言って、甘えるようにいっそう強く抱きしめて、頬を寄せてから唇を重ねる。

「ん……徹也さん、これ決めちゃわないと」

「最近俺も夜勤続きですれ違いだったし、今日くらいいいだろ」

「けど」

　というものの、吸い付くような甘いキスを強く拒むことはできず、その唇を受け入れてしまう。

　そして徹也さんの手が服の裾から入り込み、肌に触れた……その瞬間。

「まーんまぁー!!」

　突然寝室の方から、私を求める頼の大きな泣き声がした。

　それを聞いた途端、それまでの甘いムードは吹き飛んで私は徹也さんから体を離した。

「頼だ！　起きちゃったかな!?」

「……みたいだな。あの様子だと美浜が行った方がよさそうだ」

「ですね。ちょっとあやしてきます」

　そして急いで寝室へ向かうと、寂しくて泣く頼を抱き上げ、再び眠るまであやし続けた。

　結婚後も、私たちの生活はあまり変わらない。

　朝起きて、仕事へ行って頼とともに帰ってきて、バタバタと家事や育児に追われて一日が終わる。

　少し変わったことといえば、徹也さんは最近少し忙しくて、夜勤や帰りが遅いことも増え、少しすれ違い生活をする日もあるくらい。

　時々、夜にふたりで甘い時間を過ごせることもあるけれど……まだまだ頼は手がかかることも多く、ふたりの時間を作れないことも多い。

　ひとりで頼を育てると決めた時と比べれば、徹也さんと一緒に暮らせるだけで幸せなんだけどさ。

　仕方ないことだけど……徹也さんとイチャイチャしたかった……！




「まぁそれは、子持ちあるあるだよねぇ」

　翌日。仕事の合間に昨夜のことを世間話のひとつとして話すと、鏡花ちゃんは同意するように笑った。

「頼が悪いわけじゃないんだけどね。でも結局、私も頼寝かしつけてる間に寝落ちしちゃったし」

「一日働いて家事して、疲れてるんだし仕方ないよ。私も夜勤の時に夜泣きした子の寝かしつけとかしてると寝そうになっちゃうもん」

　お互いにわかるわかると気持ちを分かち合う。すると鏡花ちゃんは、「でも」と話を続けた。

「まさか、荻から由岐先生との惚気話を聞かされる日が来るとは」

「惚気話……のつもりではないんだけど」

　入籍をする際、徹也さんとのことや彼が頼の父親であることなど、職場にも公にすることにした。

　これから頼が成長するにあたって下手に隠して変な憶測を呼ぶことは避けたいし、なにもやましいことはないから、と徹也さんも言ってくれたので、覚悟を決めての公言だった。

　周囲の反応はもちろん様々だったけれど、鏡花ちゃんや小児科の看護師、病院内での親しい人たちは皆、口を揃えて『これまでひとりでよく頑張った』と言ってくれて、つくづく恵まれていると感じた。

「あ、そういえばこれ。さっき総務の子が来て渡していったよ」

　鏡花ちゃんが思い出したように引き出しから取り出したのは、私の新しい社員証だ。

　そこには私の顔写真と【小児科クラーク　由岐美浜】の文字が並ぶ。

　その名前を目にするだけで、本当に徹也さんと家族になれたのだと証明しているように思えて少しくすぐったい。

「由岐美浜、かぁ。じゃあこれから私も荻のこと〝由岐〟って呼ばなきゃね。それか〝次期院長夫人〟？」

「もう、からかわないで！　今まで通り呼んでよー！」

「えー、それはそれで由岐先生に失礼っていうか……」

　からかうように言いながら、鏡花ちゃんはなにげなく見た廊下の方へ目を留める。

　私もつられるようにその視線の先を見ると、そこには廊下の奥からこちらへ向かい歩いてくる徹也さんの姿があった。

　その隣には、白衣を着た小柄な女性をひとり連れている。

　あれ、見慣れない人……でも白衣ってことは医師なんだよね。

　ついまじまじと見てしまうと、彼女は少したれ目でふっくらとした頬に小さな唇……と、かわいらしい顔立ちをしている。

　おまけに私より少し小柄な身長のわりに、胸は大きくスタイルもいい。なんて羨ましい。

「かわいい人だね。あんな先生、うちの病院にいたんだ」

「いや、あれは確か『品しな田だ医院』の院長の娘だったはず。何回かうちの病院に来てるの見たことあるよ」

　品田医院……。といえば、千ち葉ばにある有名な病院だ。総合病院ではあるけれど、がん治療に特化した病院で、よくテレビに出ている専門医も数名在籍している。

「そんな有名病院の院長の娘さんが、なんでうちに？」

「そりゃあ……由岐先生の元婚約者だもの。病院同士の繋がりってものがあるんじゃないの？」

「えっ……えぇ!?」

　鏡花ちゃんの言葉に、私は思わず耳を疑う。

　元婚約者って……徹也さんの？

　そういえば有名病院の娘さんで、美人だって聞いたっけ。

　結婚することで病院同士も大きくなるという話も、品田医院が相手となれば納得だ。

　でも、あんなかわいい婚約者との婚約を破棄したということ……!?

　動揺を隠せずにふたりを見ていると、ちょうどこちらを見た徹也さんと目が合った。

　そして徹也さんは私を呼ぶように手を招く。

「ほら、荻。呼んでるよ、行ってきなよ」

「で、でも元婚約者って……」

「気にしないの！　妻は荻なんだから堂々と名乗ってきな！」

　鏡花ちゃんはたじろぐ私の背中を押す。

　その力に敵わず、私は廊下の端にいる徹也さんたちのもとへ向かっていった。

「悪いな、仕事中に。今少しだけ大丈夫か？」

「あ……はい、大丈夫です」

　彼の隣に立つ私に、女性はこちらへ視線を向ける。

「晴はる美み。紹介する、妻の美浜だ」

「は、初めまして……由岐美浜と申します」

　初めて妻として紹介され、思わず緊張する私に、女性はにこりと目を細めて笑った。

「ふふ、緊張しちゃってかわいい。初めまして、品田医院の内科医、品田晴美です」

「院長同士の縁で、今回お互いの病院の取り組みを共有し合うことになってな。一週間の研修に来てるんだ」

「そうだったんですね」

　高く甘い声の晴美さんは、にこやかでとても愛嬌がある。このかわいさでスタイルもよくて女医だなんて……パーフェクトすぎる、と感心してしまう。

「それにしてもかわいらしい奥様ですね。さすが、由岐先生が私との婚約を破棄してまで選んだだけある」

「……それは言うな」

「ふふ、冗談。よろしくお願いしますね、美浜さん」

　晴美さんはおっとりとした口調で大人の余裕が感じられる。

　この人が元婚約者……。

　てっきり私のことはよく思っていないだろうと思っていた。けれどこうして笑顔で冗談を交えながら話ができるということは、そこまで気にしていないのだろう。

　もしかして、晴美さんも親の勧めで婚約しただけで、婚約破棄になって安心してるとか……？

　都合のいい想像だと思いながらも、彼女の反応に安堵してしまう。

　するとその時、徹也さんの白衣の胸ポケットから携帯の着信音が鳴った。

「悪い、外科からだ」

　すぐに電話に出ると、徹也さんは私たちから距離を取るように少し離れた。

「相変わらず忙しそう。そうだ、今由岐先生に院内の案内をしていただいてたんですけど、美浜さんさえよければ小児科を案内していただけますか？」

「私ですか？」

「えぇ。お部屋の設備や病床数、小児科ならではの取り組みとかがあったら教えてほしいんです」

　晴美さんからの提案を特に断る理由もなく私は了承し、電話中の徹也さんと別れる形で小児科病棟内を案内することにした。

「小児科だけでも結構病床数があるんですね」

「はい。なので看護師も多いですし、医師も小児科医以外に各科の先生方にもご協力いただいてます」

「さすが、都内一の大病院だけある」

　話しながら部屋をひとつひとつ案内し、最後に処置室へと入る。

　子供向けの淡い黄色のカーテンが印象的なその部屋で、パタンとドアを閉じふたりきりになった……その瞬間だった。

「……あーあ、最悪」

　突然低い声とため息が聞こえ、私は驚き振り向く。けれどそこには、どう見ても私と晴美さんしかいない。

　あれ、今の声って……？

「え？　晴美、さん？　今のって……」

「聞こえなかった？　最悪って言ったの。本当ありえない、こんなガキに由岐先生取られるなんて！」

　え？　最悪？　ガキ？

　次々と出る彼女のものとは思えない言葉に、混乱してしまう。そんな私をよそに、晴美さんは近くに置かれていた椅子にどかっと腰かけた。

　ふんぞり返り足を組むその姿は、とても先ほどまでのおっとりとした女性と同一人物とは思えない。

「え……二重人格ですか……!?」

「なわけないでしょ。ただの外面よ。あー高い声出しすぎて喉痛ーい」

　だるそうに言いながら、晴美さんはジロリと私を見る。

「にしても由岐先生の嫁がこんな程度とは思わなかった。意外と趣味悪いのね」

「なっ！　失礼ですよ！」

「本当のことでしょ。顔も平均、スタイルは子供みたい。それに女医でもなく看護師ですらなく、誰でもなれるただのクラークだなんて」

　晴美さんは言いながら私を上から下まで見て鼻で笑う。

　確かに、晴美さんのような美人でもなければスタイルがいいわけでもないけど……！　クラークも立派な仕事のひとつだ。バカにされてついムッとしてしまう。

　けれどそんな私にも、彼女は余裕の笑みだ。

「ま、由岐先生もどうせ子供ができたから仕方なく結婚したんだろうけど！　よかったわね、由岐先生が真面目な人で」

　頼のことも知っているのだろう。ただの嫌みとわかっていてもその言葉が胸にチクリと刺さる。

「晴美さんは、そこまで徹也さんのことが好きだったんですか……」

「好きっていうか、顔も地位もあって文句ないし、うちの病院のためにもなる結婚だったのよ？　それを『本当に好きな人と結婚したいから』って理由で破談にされて……そんなの諦めきれないでしょ！」

　話で聞いた限りでは、すんなり納得したとばかり思っていた。けどそれはフリでしかなくて、本当は未だに納得できていないようだ。

　そんな……と彼女の態度にオロオロしていると、晴美さんは私を見て笑う。

「でもむしろよかった、由岐先生の結婚相手がこのレベルで」

「え？　それってどういう……」

「私、この研修期間中に彼のこと落としてみせるから。せいぜい離婚届の用意でもしておくのね」

　そ、そんな……！

　堂々と宣言され、思わず言葉に詰まってしまう。

　すると、不意にドアが開けられ徹也さんが私たちを見つけた。

　彼の顔を見た瞬間、晴美さんはスッと立ち上がりにこやかな笑顔を作ってみせる。

「ふたりともここにいたのか。悪かったな、席を外して」

「あっ、由岐先生。いいえ、美浜さんが案内してくれて助かっちゃいました」

　その声は先ほどの低い声とは違う、高くかわいらしい声だ。

　瞬時にこうも変えられるなんて……すごい。

「小児科はもう見終わりましたし、次の科へ行きましょうか」

「あぁ。じゃあ美浜、また」

　あまりの変わりように唖然とするうちに、晴美さんは徹也さんの腕を引くようにして小児科を去っていった。

　なんて人だ……怖すぎる。




　あんなに自分を否定されたことも、堂々と喧嘩を売られたことも初めてで、その衝撃は仕事を終え、夜になっても頭から離れなかった。

　それは頼をリビングで遊ばせながら、キッチンで夕飯を作る間も変わらず、私は鍋をぐつぐつと煮込みながら晴美さんとのことを思い出していた。

　それにしても……一見いい人そうだと思ったのに、あんなにキツい人だったなんて。

　きっと徹也さんはあの外面しか知らないんだよね。

　でもなにを言われても、徹也さんの妻は自分だ。不安になることなんてない。

　徹也さんだって、裏切るような人じゃないって信じてる。

　……信じてる、けど。

　有名病院の院長の娘で、医師で、顔もかわいくてスタイルもよくて、あんなにレベルの高い人に迫られて徹也さんの気持ちが揺らいでしまわないだろうかと、やっぱり不安になってしまう。

　それに引き換え、私は……。自分の体を見ると、メリハリのないなんとも色気のないスタイルだ。

「はぁ」とため息をひとつついたタイミングで、玄関のドアが開く音がした。

　そして少しすると、リビングのドアを開けて徹也さんが姿を見せる。

「ただいま」

「ぱんぱぁ！」

　彼の顔を見た瞬間、頼は嬉しそうに声を上げた。

「おかえりなさい、もうすぐごはんできますから」

「あぁ。……どうした？　元気ないな」

「いえ、なにもないです」

　昼間からのモヤモヤとした気持ちが顔に出てしまっていたのだろう。徹也さんは私の異変にすぐ気付き、頼を抱っこしながらキッチンへと来た。

　すると不意に、徹也さんのワイシャツの胸元にファンデーションのような汚れがついていることに気付いた。

「あれ、それ……？」

「え？　あ、汚れてるな。多分さっき帰り際に晴美がよろけたのを支えた時についたんだろ」

　晴美さんが!?

　よろけたフリをして徹也さんの胸元に顔を寄せる彼女の姿が想像つく。

　さっそく徹也さんを落とそうとしてる……！

　ついムッとしていると、頼が徹也さんに抱っこされたまま「きゃいっ」と私の頬をつまんだ。

「わっ、頼？」

「怖い顔してる、ってさ」

「えっ!?　してました!?」

　頼の気持ちを代弁するように言って、徹也さんは小さく笑うと私の頭を軽く撫でた。

「なにがあったか話したくないなら無理には聞かないけど、言いたくなったらちゃんと言えよ」

　そしてそれ以上はなにも言わずに、頼を連れてリビングへと戻っていく。

　……私が言いづらいことを察して、無理に聞かずにいてくれたんだ。

　やっぱり優しい。そういうところがまた好き。

　自分が晴美さんより劣っていることはわかっている。だけどこの気持ちは簡単には譲れないから。

　自分と徹也さんを、信じてる。




　ところがそれからも、晴美さんの徹也さんに対する猛アタックは毎日のように続いた。

　病院では朝から晩まで隣にいて、なにかと彼に触れているのを周囲に見せつけたり、こまめなメールや電話をしてきたり、ついには休日にまで『仕事のことで聞きたいことがある』とふたりで会う口実を作ったり……。

　もちろん徹也さんは仕事の一環として淡々と対応しているけれど、見ているこっちは気が気じゃない。

　ふたりきりにならないで、もう少し距離を取って、そう言いたいけれど、元婚約者とはいえ今は仕事相手なわけだし、そこまで束縛するような言い方をするのもどうかと思ってしまう。

「はぁ……」

　仕事中、院内の廊下を歩きながらここ数日の溜まりに溜まったストレスを吐き出すようにため息をつく。

　でももうすぐ、研修期間も終了だ。品田医院に戻れば晴美さんも少しはおとなしくなるかもしれない。

　それまでの我慢、そう、我慢……。

　自分に言い聞かせながら歩いていると、目の前の応接室から出てきた徹也さんと晴美さんと目があった。

　噂をすれば……。

　徹也さんと会えたのは嬉しいけれど晴美さんとは会いたくなかった、そんな複雑な気持ちにどんな顔をしていいかわからなくなってしまう。

「美浜。ちょうどよかった」

　その場を逃げ出してしまおうかと思ったけれど、徹也さんに名前を呼ばれて仕方なく足を止める。

「明日なんだが、栃とち木ぎにある系列病院のパーティーに急遽出席することになってな。泊まりになった」

「そうなんですか、わかりました」

「本当は美浜も連れていきたいところなんだが、どうしても招待チケットが二枚までしか用意できなくてな。仕事の都合上、晴美と行かなきゃいけないんだ」

　申し訳なさそうに言う徹也さんに私も頷く。

　泊まり、かぁ……でも仕事だし仕方ないよね。

　するとそこへ、晴美さんが会話に割り込むように入ってくる。

「本来なら奥様の美浜さんも出席するべきなんでしょうけど……ごめんなさいね、招待チケットが二枚しかなくて。私と由岐先生の分だけなの」

　そう言いながら晴美さんはチケットを二枚見せた。

　つまり、徹也さんと晴美さんのふたりでパーティーに行くということ。しかも泊まりだなんて、嫌な予感しかしない。

「安心して、由岐先生のパートナー役は私がしっかりと努めてみせますから。……もちろんパーティーの後も、ね」

　にこ、と晴美さんが見せた笑みに、嫌な予感はいっそう増す。

　晴美さんは「行きましょ」と徹也さんの腕を引いて、その場を歩き出した。

　パーティーの後って……まさか、お酒の力を使って徹也さんを無理矢理自分のものにする気じゃ……!?

　徹也さんを押し倒す晴美さん、という図を想像して血の気がサーッと引いていく。

　それにパートナー役って、つまり晴美さんが徹也さんの隣を歩くということ。きっと美男美女でお似合いなんだろうけど、正直そんなの嫌でたまらない。

　ぐるぐると思考を巡らせていると、突然背後に誰かが立つ気配がした。

「なんだ、修羅場か？」

　その声に振り向くと、そこにいたのは黒いセーターに身を包んだ智成さんだった。

「智成さん！　どうしてここに……」

「大学と病院は連携してやることがいろいろあるんだよ。その打ち合わせに来たら、弟夫婦と元婚約者がいたからおもしろそうだと思って見てた」

「おもしろくないです！」

　またそんな言い方して……嫌な人！

　けれど今は、彼への不快感よりも晴美さんのことを考える方が優先だ。

「どうしよう……このままじゃ徹也さんが襲われちゃうんです！」

「は？」

　意味がわからない、と言った様子の智成さんに、私はこれまでの晴美さんとのことを話した。

「へぇ……品田医院の娘もあっさり身を引いたかと思えば、未だに諦めてなかったってことか。それにしても積極的だな」

「感心してる場合じゃないんです！」

　そんなのんきな！

　まるで他人事と言った様子で言ったかと思えば、智成さんは少し考え口を開く。

「今後、俺を兄として敬う気持ちはあるか？」

「え？」

「あるなら、これを一枚やってもいいぞ」

　そう言いながら智成さんが上着の内ポケットから取り出してみせたのは、先ほど晴美さんが持っていたものと同じチケットだ。

「な、なんで智成さんも……!?」

「主催はこの病院の系列病院だぞ。長男の俺も呼ばれてて当然だろ」

　言われてみれば確かに……。

　納得する私に、智成さんは自信満々に笑みをみせる。

「で、どうする？　くださいって頭下げるならやらないこともないけど」

　以前散々嫌なことを言われただけに素直に従うのは悔しい。けど……背に腹は代えられない。

「ください！　お兄様！」

　手を合わせて頭を下げた私に、智成さんは「ふっ」と声を漏らす。そのひと言だけで、頭上の彼が満足そうに口角を上げているのだろう姿が想像ついた。

　くやしい……！

　けど、これで晴美さんの思惑通りにはさせないんだから。

　言われっぱなしの私だって、譲れないものはある。




　翌日。頼を実家に預けた私は、智成さんとの待ち合わせ場所である東京駅のロータリーに立っていた。

　なんと栃木のパーティー会場まで、智成さんが車で連れていってくれるのだという。

『アンタは今回俺の連れとして同行させるんだからな。別々に行くのも変な話だろ』

と、智成さんは言っていた。

　正直、電車で行くのはなかなか大変そうな距離だったので助かった。

　けど……こうしてまたひとつ、智成さんに借りを作っていると思うと複雑だ。

　今日パーティーに行くことを徹也さんに言おうと思っていたけれど、昨夜も徹也さんの帰りが遅く、頼を寝かしつけているうちに私も寝てしまい話をする時間がなかった。

　それに、仕事で行くパーティーに私もついて行きたいと言い出したら鬱陶しいかも、とか思うと言うのも気が引けるし……。

　人が行き交う駅前で、そんなことを考えながらぼんやりと立っていると、プッと短いクラクションが鳴らされた。

　その音に顔を上げると、そこには白い乗用車が一台止まっている。

　左側の窓から顔を見せた智成さんが、『乗れ』というように右のドアを指さした。それに従うように、私は車へ向かい助手席に乗った。

　私はあまり車には詳しくないけれど、左ハンドルとテレビでよく見るマークから、この車が高級外車なのだと気付く。

　車内も真っ赤な革のシートで統一されており、こだわっているのが見て取れる。

「すみません、わざわざ迎えに来てもらっちゃって」

　言いながら運転席を見ると、智成さんはシャドーストライプ柄のライトグレーのスーツに身を包んでいる。クールな色がきつめの顔立ちによく似合っていて、こうして見ると彼もかっこいい人なのだと思った。

　すると智成さんは、こちらを見て怪訝そうに眉を寄せる。

「……アンタ、その格好でパーティーに出席する気か？」

　その格好、と言われて自分の格好を見直すけれど、友人の結婚式の時に揃えたシアー素材の黒いワンピースにパンプスといった服装だ。特に変な格好ではないと思う。

「え？　ダメですか？」

「ダメっていうか……あーもう、面倒くさい」

　説明することすら投げ出して、智成さんはとりあえず車を走らせた。




　それから四時間ほどが経ち、辺りもすっかり暗くなった頃。

　私と智成さんは、栃木県の那な須す高こう原げんにある大きなホテルのロビーを歩いていた。

　真っ赤な絨毯の上を歩く私の格好は、うなじにリボンがついた赤いロングワンピースだ。一見ホルターネックで控えめな印象だけれど、後ろは背中が大きく開いており、肩甲骨が見えてしまっている。

　髪の毛も綺麗に巻かれ、メイクもラメ多めでいつもより濃い。まるで別人のような格好だ。

　あの後、私の格好を見かねた智成さんが連れていってくれたのは、銀座にあるブランドショップだった。

『彼女に似合うものを適当に。あとヘアメイクもよろしく』

　そう言った智成さんに、店員は笑顔で頷き、私はただただされるがまま。

　気付けばこの姿となっていたのだった。

　けれどこのブランドは、シャツ一枚でも数万円するようなハイブランドだ。

　ドレス代なんて、とてもじゃないけれど私には払えない。そんなことを考えていると、智成さんがさっさとクレジットカードで支払いを済ませていた。

『と、智成さん!?　なんで……』

『俺の連れとしてみっともない格好をさせたくないっていう俺の意地だからな。代金はこっちで持つ』

『でも……』

『あーもう、つべこべうるさい。気が引けるっていうなら、結婚祝いだと思って受け取っておけ』

　智成さんはそっけない言い方をしていたけれど……意外と世話焼き、なのかな。

　最初の印象と比べて、少しずつ実はいい人なのかもしれないと感じ始めている。

　そんなことを思いながら、スタスタと歩く智成さんの隣を早足でついて歩く。

「あ、あの智成さん？　やっぱりこの格好、ちょっと派手じゃ……」

「元の服装が地味すぎなんだよ。友達の結婚パーティーじゃねーんだぞ」

「うっ……」

　話しながら受付を済ませて会場であるホールへ入っていく智成さんに続いていくと、大きなシャンデリアが輝くそこは、豪華なドレスや高そうなスーツに身を包んだ人々であふれていた。

　確かに……この中であの黒いワンピースでは浮いてしまっていたかも。

「で？　ここまで来てどうするつもりだ？」

　会場内を歩きながら智成さんにたずねられ、私は首を傾げた。

「どう……したらいいですかね」

「は!?　無計画かよ！」

　言われてみれば、とにかく晴美さんの思惑通りにはさせまいと勢いで来たはいいけれど……どうすればいいかまでは考えていなかった。

　徹也さんと晴美さんのいるところに割り込んでみる？　それともふたりにバレないように見張る？

「ていうか、わざわざパーティー会場まで追いかけてくる嫁さんとか怖いよなぁ」

「えっ！」

「だってあいつは仕事の一環で来てるだけだろ？　なのに他の女との関係を心配した嫁さんがこっそりついて来て……俺ならうざったくてしょうがないね」

　智成さんの遠慮のない言葉がグサグサと痛いところに刺さる。

　確かに……私、ストーカーみたいかも……!?

　どうしよう、やっぱり帰るべきだろうか。

　頭を抱えて悩む私に、智成さんは呆れたようにひとつ息を吐く。

「そもそも、そんなに徹也のこと信用してないわけ？」

「え……？」

「いくらかわいくて胸がでかい相手に誘われたって、そんなもんでなびくようなやつだとは思わないけど」

　それは、兄としての立場から見た徹也さんの人柄だろう。兄弟仲は決して良好ではないようだけれど、それでも智成さんは、徹也さんの誠実さを認めているようだ。

　徹也さんのことを、信用してない？

　……ううん、信じてる。信じてる、けど。

　薬指に輝く指輪に、そっと触れる。

「あ、いた」

　その時、智成さんの声に顔を上げると、徹也さんと晴美さんの姿が目に入った。

　ホールの端のテラスで、柵に寄りかかるようにして立つ徹也さん。その隣には、スタイルのよさを際立たせるタイトな黒いミニワンピースを着た晴美さんが立っている。

　思わず私は忍び足で近付いて、扉の影に身をひそめながらふたりの会話に耳を澄ませた。

「由岐先生、どうしたんですか？　せっかくのパーティーなのに上の空で」

「いや、最近美浜……妻の元気がないみたいでな。そのことばっかり考えてた」

　不意に彼の口から出た自分の名前に、胸がドキッと音を立てる。

　そういえば最近、家にいる時も晴美さんのことを考えてしまってずっとモヤモヤしていたかも。それを徹也さんも気にかけてくれていたんだ。

　それにこうして私がいないところでも、気にしてくれている。その優しさが嬉しい。

　けれど晴美さんからすると気に食わないようで、顔を一瞬ムッとさせてから、笑顔を作り徹也さんの腕に抱きつく。

「もう、日常のことは今日は忘れましょうよ。忘れられないっていうなら……私が忘れさせてあげます」

　徹也さんに顔を近づけながら、デコルテが大きく開いたドレスで胸元を見せつける。

　そんなふたりのあいだに今にでも割り込んでしまいたいけれど、智成さんが『もう少し見ていよう』と言うように私の肩を掴んで止める。

「……結構だ。離れろ」

「私、本気ですよ」

　晴美さんの腕を離そうとする徹也さんに、彼女はしがみつくようにさらにしっかりと掴まる。

「晴美……？」

「私、本当は婚約破棄なんて受け入れたくなかったんですよ。でも由岐先生があまりにも真剣に言うから、渋々身を引いたんです。なのに、子供ができた責任を取るために結婚するなんて。しかもあんな普通の子と」

『子供ができた責任』、はっきりと言い切る彼女の言葉が胸に刺さった。

「私なら、由岐先生をもっと幸せにできます。医師としてもっと輝かせてあげられますし、同じ医師として支えることもできる」

　医師として、徹也さんを輝かせ支えることができる。それは、彼女が持っていて私は持っていないもの。

　自信に満ちた声で言う晴美さんに、自分の存在がちっぽけに思えてしまう。

「だから、私にしません？」

　誘うような言葉に、近付く顔。けれど徹也さんは晴美さんの体をぐいっと離す。

「悪いけど、俺の気持ちはあの日伝えた通り。心から好きだと思える人と結婚したい、その気持ちは今でも変わらない。だから、美浜と結婚したんだ」

　徹也さん……。

「子供ができたからとか責任とか、そういうものじゃない。俺はただ、美浜が好きなだけ。医師としての名誉より、同じ立場の支えより、美浜がそばで笑ってくれることだけが幸せなんだよ」

　一瞬感じたみじめな気持ちも、徹也さんの言葉ひとつで一気に吹き飛んでしまう。

　私なんか、じゃなくて、私だから。そう言ってくれる彼が愛しくて泣いてしまいそうだ。

　込み上げる嬉しさをこらえていると、突然徹也さんの顔がこちらへ向く。

「で？　なんでそこに、美浜がいるんだ？」

「え!?」

　ば、バレてた!?

　まったく気付かれていない自信があっただけに、名前を呼ばれて動揺してしまう。

　晴美さんは気付いていなかったようで、私を見て目を見開いた。

「な、なんでここに!?」

「俺が連れてきたんだよ。品田医院の娘さん」

「あっ……由岐先生の、お兄さん」

　智成さんの顔を見て、晴美さんは納得したように勢いをしぼませる。

　すると徹也さんは彼女の隣を離れ、こちらへと歩き出した。

「話は以上だ。行くぞ、美浜」

「えっ？　でも……」

「いいから」

　徹也さんは私の腕を引き、歩き出す。けれど、智成さんに連れてきてもらったのに彼を置いていくのは気が引ける。そんな気持ちで振り向くと、智成さんは『気にするな』というように背中を向けたまま手をひらひらと振った。

　そのまま徹也さんに連れられやって来たのは、ホールがある棟から通路を抜けた先にある客室棟、最上階のスイートルームだ。

　白い壁に赤いカーテン、アンティークのテーブルと豪華なヨーロピアンテイストの部屋。大きな窓からはホテルの周りを囲む木々と、夜空に輝く星が見える。

　部屋に入ってすぐ、徹也さんはジャケットを脱ぎソファの背もたれに雑に置く。

　ここまで来るあいだもひと言も話さなかったし……もしかして、怒ってる!?

　そうだよね、徹也さんは仕事で来てるのにこんな風に追いかけたりして……信用してませんって言ってるようなものだ。

　無言の空気に気まずさを感じていると、徹也さんは口を開く。

「最近落ち込んでたのは、晴美のことか？」

「……はい。晴美さんから、徹也さんのこと諦めてないって、言われて。それで今日も、気になって智成さんにお願いしてついてきちゃって……」

　事情を伝える私に、徹也さんはふたり掛けのソファに腰を下ろすと、呆れたようにため息をついた。

「元婚約者だろうと相手がどんな人だろうと俺は揺らぐことなんてないけど。そこまで信用できなかったか？」

「違うんです！」

　先ほどの智成さんと同じことを口にする彼に、私は強く否定する。

「徹也さんを信じてないんじゃなくて、ただ……自分に自信がなくて。私は、晴美さんみたいに見た目が特別いいわけじゃないし、医師でもないし……なにも、できないから」

　徹也さんの仕事のことや立場を、私では支えられないこともあるかもしれない。

　そんな時に、きちんと理解できる彼女の方がいいのかもしれない、なんて。不安が自信を奪っていく。

　その気持ちをつたない言葉で伝えると、徹也さんは私へ手招きをした。

　誘われるように近づくと、徹也さんは私の腕を引き、またがらせる形で膝の上に座らせた。

「なにもできない、なんて言うなよ」

「え……？」

「さっきも言っただろ。俺は美浜がいてくれるだけでいい、美浜だからいいんだ」

　囁きながら、その手はそっと私の頬に添えられる。

「気だるい朝も、疲れた夜も、美浜と頼が笑うのを見るだけで全部吹き飛ぶんだ。それ以上の幸せなんてないよ」

「徹也、さん……」

「……ここまで言わせておいて、まだ自信がないなんて言うか？」

　こつん、と額と額を合わせてたずねた徹也さんに首を横に振る。すると彼はふっと笑ってみせる。

「俺には美浜以外見えてないから、自信持て」

　そしてその言葉とともに、ゆっくりと唇を重ねられた。

　宝物のような言葉が、またひとつ胸に増えていく。

　自信をくれる、愛しさを感じる、徹也さんの魔法の言葉。

　彼のような温かな人と出会えてよかった。そう、何度だって思わせてくれる。

　口づけをしながら徹也さんは私を抱きしめるように腕を回した。かと思えば突然、私の背中を指先でそっと撫でる。

「ひゃっ!?　な、なんですか！」

「背中開きすぎ。こんな格好で都内から兄貴とふたりで来たと思うと少し妬けるな」

「えっ？　智成さんとは別になにも……！」

　私の言葉の続きを待つことなく、徹也さんはホルターネックのリボンをするりとほどき、ドレスをはだけさせる。

「久しぶりにふたりきりだからな。今夜は眠れると思うなよ」

　意地悪く耳元で囁く彼に、私は観念したように身を預けた。

　そのたくましい腕に抱かれ、何度もキスをして互いを求め合う。

　どれだけ触れても、足りない。もっと触れたい、深く口づけて離さないでいたい。

　私も、徹也さんと頼がそばにいてくれる以上の幸せはないよ。

　だから、大切にしたい。

　この先の未来もずっと、愛していく。




　それから月日は流れ、迎えた五月終わりの日曜日。都内にあるホテルの一室で、窓の外のよく晴れた空を見上げていると、コンコンとドアをノックされた。

「美浜。支度できたか？」

「はい、できてますよ」

　かけられた声に答えると、ドアがガチャリと開けられた。

　そこから姿を現したのは、真っ白なタキシードに身を包んだ徹也さん。その腕は蝶ネクタイにベストとズボンとおしゃれな格好をした頼を抱っこしている。

　ふたりの姿に思わず顔をほころばせる私に、徹也さんもまじまじとこちらを見る。

「綺麗だな。想像以上だ」

「ありがとうございます。徹也さんがドレス選びに根気強く付き合ってくれたおかげですね」

　ふふ、と笑う私の格好は、レースがふんだんにあしらわれた真っ白なドレスに長めのベール。いくつものドレスを何度も試着してようやく決めたドレスというだけあって、思い入れもひとしおだ。

「まんまぁ、かぁいーねぇ」

「ありがとう。頼もかっこいいよ」

　ここ数カ月で一気に言葉がうまくなった頼に笑って答えると、徹也さんから頼を受け取り膝の上にのせた。

　それにしても、徹也さんはタキシードがよく似合ってる。

　徹也さんと入籍して半年近くが経つというのに、こうして結婚式の日を迎えて、ようやく夫婦となる実感が湧いてきた。

　つい見惚れるようにその姿を見つめていると、徹也さんはその視線に気付く。

「どうした？　そんなに見つめて。惚れ直したか？」

「はい。といってもずっと惚れっぱなしなんですけど」

　冗談っぽく言い合って笑うと、徹也さんは両手でそっと私の頬を包むように触れた。

「美浜。あの日……再会した夜、まっすぐに思いを伝えてくれてありがとな。あの日があったから、今こうして花嫁姿の美浜といられてる」

　愛おしさを伝える眼差しで囁く彼に、私も応える。

「それを言うなら私こそ。あの事故の日に私を励ましてくれてありがとうございました。あの日があったから、徹也さんと出会えて、頼がいるんです」

　出会った日、再会の日、別れの日、どの瞬間もひとつも欠けずにあったからこそ、今の私たちがいる。

　そう思うと、これまでの幸せな時間はもちろん切なく悲しかったことも、愛しく思えてしまう。

「大好きです、徹也さん」

「俺もだよ。美浜」

　神様の前で誓うよりも、少しだけ早く。

　私たちだけの永遠の誓いとともに、小さな口づけを交わした。




END.










あとがき




　こんにちは、夏雪なつめと申します。

　このたびは本作をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　今回のお話は懐妊結婚をテーマに書いたものだったのですが、いかがでしたでしょうか？

　私的には、これまで書いてきた作品の中で一番難しかったです！（笑）

　私自身まだ子供がいないため、一歳児ってどのくらいしゃべるの？　歩けるの？　なに食べるの？と、とにかくわからないことだらけで、常に調べては書いての繰り返しでした。

　その結果、プロットから本文の書き終わりまで半年近くかかってしまいました……！　長かった……。

　ですがそれだけ長く書いていただけあって、ひたむきな美浜やクールだけど情熱的な由岐、甘えっこな頼、どのキャラクターにもすっかり愛着が湧いてしまいました。

　私的にお気に入りなのは智成です。（ツンデレ好きです……！）

　生みの苦しみはありましたが、結果としてお気に入りの作品になりました。楽しんでいただけましたら嬉しいです。




　最後に、今作の書籍化にあたりお力添えいただきました、担当の今林様。編集協力の鈴木様。前作に引き続き素敵なイラストで表紙を飾ってくださった芦原モカ様。いつもお世話になっております編集部の皆様。そして、いつも応援してくださる読者様。

　どんなに感謝してもしきれません。本当にありがとうございます！




　またいつか、お会いできることを祈って。




夏なつ雪ゆきなつめ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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